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○議事日程第１号  

令和３年６月15日午前10時00分開会 

日程第１ 会期の決定 

○議事日程第１号の追加及び変更（１） 

日程第２ 議長の辞職について 

日程第３ 選挙第１号 議長の選挙 

○議事日程第１号の追加及び変更（２） 

日程第４ 副議長の辞職について 

日程第５ 選挙第２号 副議長の選挙 

日程第６ 議案第１号～第６号 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

その他会議 会期の決定（決定） 

に付した事 

件（１）  

その他会議 議長の辞職について（許可） 

に付した事 

件（２）  

選挙第１号 議長の選挙（当選決定） 

その他会議 副議長の辞職について（許可） 

に付した事 

件（３）  

選挙第２号 副議長の選挙（当選決定） 

議案第１号 令和３年度網走市一般会計補正予算

（説明） 

議案第２号 報酬職員給与条例の一部を改正する

条例制定について（同） 

議案第３号 網走市手数料条例の一部を改正する

条例制定について（同） 

議案第４号 網走市税条例の一部を改正する条例

制定について（同） 

議案第５号 鉄南本通線落石防止対策工事（繰越）

請負契約の締結について（同） 

議案第６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（同） 

請願第26号 2022年度地方財政の充実・強化を求

める意見書提出についての請願（総

務経済委員会付託） 

請願第27号 2021年度北海道最低賃金改正等に関

する意見書提出についての請願（同） 

請願第28号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担

率２分の１への復元、「30人以下学

級」の実現など教育予算確保・拡充

と就学保障の実現に向けた意見書提

出についての請願（文教民生委員会

付託） 

請願第29号 令和３年度一般会計予算の修正可決

の尊重を求める請願（同） 

請願第30号 網走市教育委員会による議会軽視・

民意無視の学校給食の一部集約化に

対し、毅然とした反対姿勢を貫くこ

とを求める請願（同） 

陳情第24号 林業・木材産業の成長産業化に向け

た施策の充実・強化を求める意見書

提出についての陳情（総務経済委員

会付託） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企画総務部長    秋 葉 孝 博 

 市民環境部長    武 田 浩 一 

令和３年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 １ 日 

令和３年６月 15日（火曜日） 

 



- 2 -  

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    伊 倉 直 樹 

 建設港湾部長    吉 田 憲 弘 

 水 道 部 長    柏 木   弦 

 庁舎整備推進室長    立 花   学 

 企画調整課長    佐々木   司 

 総務防災課長    田 邊 雄 三 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

･･････････････････････････････････････････････ 

 教  育  長    岩 永 雅 浩 

 学校教育部長    田 口   徹 

 社会教育部長    吉 村   学 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00開会 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 ただいまから、令和３年網走市議会第２回定例会

を開会します。 

 本日の出席議員は15名で定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の会議には、次の議員から遅参の届出があり

ましたので報告します。 

 遅参、澤谷議員、15分。 

 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、石

垣直樹議員、村椿敏章議員の両議員を指名します。 

 

○井戸達也議長 次に、諸般の報告は既に印刷して

お手元に配付しておりますから、それによって承知

願います。 

 なお、監査委員から例月出納検査結果の報告があ

りましたので、その写しをお手元に配付しておりま

すから、それによって承知願います。 

 また、市長から令和２年度網走市一般会計繰越明

許費、令和２年度網走市一般会計継続費、令和２年

度網走市一般会計事故繰越、令和２年度網走市下水

道事業会計予算繰越、令和２年度網走市下水道事業

会計継続費繰越及び令和２年度網走市簡易水道事業

会計予算繰越について、それぞれ繰越計算書の報告

が、また物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定

についての専決処分の報告がそれぞれ法令に基づき

提出がありましたので、お手元に配付しております

から承知願います。 

 

○井戸達也議長 次に、本定例会にあたり提出され

ました請願５件、陳情１件につきましては、文書表

にして付託区分表に記載のとおり、関係常任委員会

に付託しましたから承知願います。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、会期の決定についてを

議題とします。 

 まず、議会運営委員長から、本定例会の会期及び

運営に関する諸般の事項について発議を求めます。 

 近藤憲治議会運営委員長。 

○近藤憲治議員 －登壇－ 本日をもって招集され

ました、本年第２回定例会の運営に関する諸般の事

項を協議するため、去る６月11日、午前10時から議

会運営委員会を開催しましたので、ここにその結果

を御報告申し上げ、あわせて会期の決定に関する動

議の提出に代えますとともに、今議会運営に関する

諸般の事項につきましても、議員皆様の御了承と御

決定を賜りたいと思います。 

 まず、議運当日におきます本定例会の付議予定案

件は、選任２件、議案６件、その他会議に付すべき

事件１件、さらに、今議会で関係委員会に付託され

ます請願５件、陳情１件の合わせて15件でありま

す。 

 また、一般質問は、通告期限までに11名の議員か

ら通告がなされたところであります。 

以上のような案件と状況から判断いたしまして、

会期は、本日から６月24までの10日間とすることが

よろしいということになった次第であります。 

どうか本会議におきましても、議運の決定どおり

御了承と御決定を賜り、議事を進められますようお

願い申し上げまして、当委員会の結果報告といたし

ます。 

○井戸達也議長 ただいま議会運営委員長から報告

と発議がありましたが、そのとおり決定することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、本定例会の会期は、本日

から６月24日までの10日間とし、運営に関する諸般
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の事項につきましても発議のとおり決定しました。 

なお、会期中の審査日程及び本日の議事日程は、

あらかじめ議会運営委員会で決定のありました内容

をもって印刷して配付しておりますから、それによ

って承知願います。 

 

○井戸達也議長 それではここで開会に当たり、市

長から挨拶があります。 

市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 令和３年第２回定例会

の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げま

す。 

 議員の皆様におかれましては、時節柄何かと御多

用の中、御参集をいただき御審議を賜りますこと

に、厚く御礼を申し上げます。 

 さて、本定例会に御提案を申し上げております案

件は、畑作産地の構造転換などに対する補助金と市

道などの整備に係る費用、除雪作業車整備に係る費

用、地域が行う防災・コミュニティー活動備品整備

に係る補助金、子育て世帯への給付に係る費用の追

加を主な内容とする一般会計補正予算、手数料条例

などの一部改正、工事請負契約の締結、辺地に係る

公共的施設の総合整備計画の変更などについてであ

ります。 

 議案の細部につきましては、後ほどそれぞれ担当

者から御説明を申し上げますので、よろしく御審議

賜りますようお願いを申し上げます。 

 次に、この機会に、最近の主な行政諸般の動向に

ついて、その概要を御説明を申し上げます。 

 初めに、農作業の進捗状況と農作物の生育状況で

すが、今年は降雪量が少なく春先の好天で気温も上

がったことから雪解けは平年より早く進み、農作業

は昨年より７日早く４月11日から始まりました。 

 しかしながら、４月下旬から低気圧や気圧の谷の

影響で断続的な降雨や日照不足の影響があり、農作

業は例年に比べ、バレイショの植付けは７日、てん

菜の移植は９日遅く、小豆は９日、大豆は８日播種

が遅れております。 

 農作物の生育につきましては、秋まき小麦は平年

並みとなっておりますが、二条大麦・てん菜はとも

に３日遅く、バレイショは40％の萌芽となってお

り、平年に比べ３日遅くなっております。 

 なお、北海道地方の６月から８月までの３か月予

報では、天気は数日の周期で変わり平均気温は平年

並みか高く、降水量は平年並みか多い見込みの予報

となっており、今後の天候の状況によっては、生育

の管理に十分な注意が必要であると思いますが、順

調な生育を期待をしているところであります。 

 次に、網走市麦類乾燥調製貯蔵施設の完成につい

てですが、国の令和元年度補正予算を活用して、総

工費約42億円で令和２年４月に工事着手をし、本年

５月20日に無事完成をいたしました。 

 この麦類乾燥調製貯蔵施設により、荷受設備は２

系列増えて１時間当たりの処理能力は180トンから

260トンに、乾燥設備は480トンが560トンに、貯蔵

サイロは45基３万450トンから500トンサイロが６基

増えて貯蔵能力は３万3,450トンに向上することと

なります。 

 本施設が建設されたことにより、受入体制が強化

され、適期収穫した麦類をより大ロットで受け入れ

ることができ、短時間で乾燥調製が行えることでさ

らなる品質向上と均一化が図られることとなりま

す。 

 また、新たな品目として令和３年度はもち麦の生

産受入れをすることにより、課題となっている適正

な輪作体系の確立が図られ、地域の農業振興が期待

できるものと考えております。 

 次に漁業についてでありますが、今年の海明けは

平年より15日早い３月５日であり、キンキはえ縄漁

は４月５日に初水揚げとなっております。 

 ５月末までの網走漁協の漁獲状況は、漁獲量が

9,274トンで対前年比76％、金額10億4,124万円で対

前年比121％となっており、漁獲量は前年を下回っ

ておりますが、昨年よりもホタテ、タラなどの魚価

が高いため、金額は前年を上回っております。 

 平成30年から令和２年の過去３年間の平均と比較

をいたしますと、漁獲量で88％、金額で92％という

状況になっております。 

 なお、ホタテ稚貝放流作業は６月３日から開始を

されております。 

 次に西網走漁協でありますが、漁獲量は2,798ト

ンで対前年比93％、金額８億690万円で対前年比

104％となっており、平成30年から令和２年の過去

３年間の平均と比較をいたしますと、漁獲量で

102％、金額で102％という状況となっております。 

 網走湖では漁獲量が114トンで対前年比62％、金

額8,318万円、対前年比78％となっております。 

 網走湖のシジミ漁は５月５日に開始をされており

ますが、シジミ資源が産卵不振などにより減少して

いるため、生産計画を昨年から50トン減産し550ト
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ンとしております。 

 能取湖では漁獲量2,684トン、対前年比95％、金

額７億2,371万円で対前年比108％となっておりま

す。能取湖のホタテ稚貝の出荷・放流作業は４月23

日に開始をされ５月18日に終了をしております。 

 次に観光についてですが、令和２年度の観光客の

入り込みと宿泊施設利用状況は、観光客入込数が89

万1,900人で対前年比59％、宿泊者数は24万8,100人

で対前年比62％となり、新型コロナウイルス感染拡

大の影響を受け、観光客入込数・宿泊者数とも前年

を下回りました。 

 上期の動きは、４月に政府から発出をされた緊急

事態宣言による外出自粛及び国内観光客の出控えに

よる影響から、入込者数・宿泊者数ともに昨年を下

回りました。 

 また、夏以降につきましては、「網走に泊まろう

キャンペーン」やスポーツ合宿の底支え、「どうみ

ん割」や「ＧｏＴｏトラベル」などの効果に加え、

シルバーウイークの道内客の動きが活発であったこ

とから、入込数・宿泊者数ともに回復傾向が見られ

てきたものの昨年を下回りました。 

 10月から12月までの第３四半期は、道内観光客の

動きが活発ではありましたが、11月中旬からの新型

コロナウイルス第３波、12月下旬からの「ＧｏＴｏ

トラベル」の一時停止などの影響により、入込者

数・宿泊者数ともに昨年を下回りました。 

 １月から３月までの第４四半期は、２月のピーチ

アビエーション女満別成田線の新規就航によるプラ

ス要因はありましたが、１月に発出をされた緊急事

態宣言による外出自粛が影響し、入込者数・宿泊者

数ともに昨年を下回りました。 

 また、冬季イベントの入り込みにつきましては、

「あばしりオホーツク流氷まつり」は中止となりま

したが、「網走湖ワカサギ釣り」の入場者数は１万

5,600人で対前年比95％となっております。 

 観光施設の入り込みにつきましては、オホーツク

流氷館は５万700人で対前年比33％、博物館網走監

獄は11万2,300人で対前年比43％と昨年を大きく下

回りました。 

 流氷観光砕氷船おーろらについては、例年より早

く流氷初日を迎えることができましたが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のための渡航制限により

インバウンドの利用者が皆減し、乗船客数は１万

4,700人で前年比23％と昨年を大きく下回りまし

た。 

 外国人観光客の宿泊者数は、新型コロナウイルス

感染拡大の影響による入国制限により前年比1.5％

の577人となりました。 

 次に、オホーツク網走マラソン2021についてです

が、新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏ま

え、本年につきましても大会中止の決定となりまし

たが、昨年も好評でしたウェブ上で距離とタイムを

重ね42.195kmを完走した方に完走賞等を提供する

「オホーツク網走マラソン2021 on the web」を

「２Weeks」と「２Days」の２種類のコースを用意

して開催することとし、６月26日から７月10日まで

の間、エントリーを受け付けます。 

 次回の網走マラソンへの参加促進とＰＲを行って

まいりたいと考えております。 

 次に、道の駅流氷街道網走についてですが、令和

２年度の入館者数は新型コロナウイルス感染症の影

響により厳しい集客状況が続き、前の年に比べ約18

万8,000人減の44万1,000人となりました。 

 本年度は、みなと観光交流センターの魅力向上の

一環として、地元の農業者に協力を頂き農産物直売

場のトライアル事業を行うこととしており、現在、

その開設に向け準備を進めております。 

 今後も利用者の声を聞きながら、施設の魅力アッ

プに努め、さらなる利用促進を図ってまいります。 

 次に建設工事についてでありますが、５月末まで

に約８億4,000万円を発注し、発注率は約26％で、

ほぼ例年並みの発注状況となっております。 

 引き続き、市民生活の安全・安心のための基盤整

備を重点的に進めてまいりますとともに、早期発注

に努め、工事の進捗を図ってまいりたいと考えてい

ます。 

 次に、当市における新型コロナウイルス感染症の

状況についてですが、４月23日以降、市内における

飲食店での集団感染事例の発生や小学校、高校、大

学での感染が確認されるとともに、オホーツク総合

振興局管内においても、大規模な集団感染事例が発

生するなど注意が必要な状況が続いております。 

 当市では、網走厚生病院との連携の中で抗原定量

検査における独自の検査体制が図られていることか

ら、学校で感染が確認された際、新型コロナウイル

ス感染症検査事業を活用し、集団感染や二次感染を

未然に防止するため、無料で関係者に対するスクリ

ーニングを実施をいたしました。 

 ５月16日、北海道に緊急事態宣言が発出をされ、

また、道内の感染状況から６月20日までの期間が延
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長されましたが、当市においても、公共施設の休館

や行事の延期などの措置を講じ感染拡大防止に努め

ております。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の収束に不可欠

なワクチンについてですが、５月29日に65歳以上の

全員が２回接種できる数量が確保され、現在、高齢

者を対象に接種を進めております。 

 接種に必要となるクーポン券については、予約時

の混雑を避けるため、年齢・地域ごとに発送いたし

ましたが、市民の皆様の御理解により大きな混乱も

なく、高齢者におきましては84.3％という高い予約

率となっております。 

 これまでの高齢者、医療従事者、介護施設等の入

所者及び従事者、児童施設従事者などへの接種を進

め、６月14日現在、高齢者は64.8％、全体で33.6％

が１回目の接種を終えております。 

 最後に、令和２年度一般会計の決算についてであ

りますが、新型コロナウイルス感染症の影響による

市税などの減収に加え、感染防止対策や地域経済の

対策により財源不足が懸念をされておりましたが、

国の減収対策や地方創生臨時交付金の拡充などのほ

か、ふるさと納税の増加により、令和２年度の決算

におきましては収支の均衡を確保できる見通しとな

っております。 

 御寄付を頂きました皆様方の御厚志に改めて感謝

を申し上げます。 

 引き続き、ワクチンの早期接種など感染防止対策

に努めるとともに、地域経済に必要な対策に取り組

んでまいります。 

 以上、行政諸般の動向について申し上げました

が、新型コロナウイルス感染症への迅速な対応を続

けながらも、市民生活と地域の経済の影響を考慮

し、網走が持つ様々な魅力を最大限発揮しながら、

誰もが健康で安心して暮らし続けられるまちづくり

の実現に取り組んでまいります。 

 議員の皆様をはじめ、市民の皆様の特段の御理解

と御協力を賜りますようお願いを申し上げ、今定例

会の開会に当たっての御挨拶とさせていただきま

す。 

 

○井戸達也議長 ここで、会派代表者会議、議会運

営委員会を開催するため休憩します。 

再開は、追って予鈴をもってお知らせしますから

承知願います。 

午前10時18分休憩 

午前11時45分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 私は、先ほど平賀副議長に議長辞職届を提出しま

した。 

 ここで、諸般の報告の追加について報告します。 

 既に印刷してお手元に配付のとおり、本定例会の

付議事件として２件を追加しておりますので、承知

願います。 

 

○井戸達也議長 次に、議事日程の追加及び変更に

ついてお諮りします。 

 既に印刷してお手元に配付の議事日程第１号の追

加及び変更（１）のとおり決定したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、議事日程第１号の追加及

び変更（１）のとおり決定しました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第２、その他会議に付

すべき事件（２）議長の辞職についてを議題としま

す。 

 私は、地方自治法第117条の規定により、除斥の

対象となりますので、退席し、副議長と交代しま

す。 

〔井戸議長退席 平賀副議長着席〕 

 

○平賀貴幸副議長 それでは、議事を続行いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 井戸議長の議長辞職を許可することに御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、井戸議長の議長辞職を許可することに決

定をいたしました。 

〔井戸議員着席〕 

 

○平賀貴幸副議長 次に、日程第３、選挙第１号議

長の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法は、あらかじめ、議会運営委員会で協

議決定されておりますとおり、地方自治法第118条

第２項に基づき、指名推選によることとし、議長の

職務を代行しております私において指名することに

したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、指名推選によることと

し、早速私から指名をしてお諮りをいたします。 

 議長に井戸達也議員を指名します。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名しました井戸達也議員を議長の当選

人と定めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、ただいま指名しました井

戸達也議員が議長に当選されました。 

 議場におられる井戸達也議員に対して、本席から

会議規則第32条第２項の規定により、あなたが議長

に当選された旨を告知いたします。 

 早速、新議長から御挨拶をお願いいたします。 

○井戸達也議長 －登壇－ 一言御挨拶を申し上げ

ます。 

 このたびの議長選出に当たり、皆様からの御推挙

により後期も議長を務めることとなりました。皆様

の御期待に応えられるようしっかりと頑張ってまい

りたいと思います。 

 この２年間、議会改革を進める中で、新たなコロ

ナという大きな山が突然現れてまいりました。この

コロナを機に我々議会も新たな形に変わっていく必

要があると、このように感じております。 

 今までの議会改革を進め、さらに住民に寄り添っ

た、市民に寄り添った付託に応えられる議会へとさ

らに進めていくことが私のやるべきことだと、この

ように思っております。 

 今後とも皆さんのお力添えを頂きながら議会運営

等をしっかりと進めてまいります。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○平賀貴幸副議長 それでは、井戸議長、どうぞ議

長席にお着き願います。 

〔副議長退席 議長着席〕 

 

○井戸達也議長 ここで、代表者会議、議会運営委

員会を開会するため、休憩といたします。 

 再開は、追って予鈴をもってお知らせしますから

承知願います。 

午前11時49分休憩 

午後２時00分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 先ほど平賀副議長から副議長辞職願が提出されま

した。 

 ここで、諸般の報告の追加について報告します。 

 既に印刷してお手元に配付のとおり、本定例会の

付議事件として２件を追加しておりますので、承知

願います。 

 

○井戸達也議長 次に、議事日程の追加についてお

諮りします。 

 既に印刷してお手元に配付の議事日程第１号の追

加及び変更（２）のとおり決定したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、議事日程第１号の追加及

び変更（２）のとおり決定しました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第４、その他会議に付

すべき事件（３）副議長の辞職についてを議題とし

ます。 

 本件につきましては、地方自治法第117条の規定

により、平賀副議長は除斥の対象となりますので、

退席を求めます。 

〔平賀副議長退席〕 

 お諮りします。 

 平賀副議長の副議長辞職を許可することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、平賀副議長の副議長辞職を許可すること

に決定しました。 

〔平賀議員着席〕 

 

○井戸達也議長 次に、日程第５、選挙第２号副議

長の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法は、あらかじめ、議会運営委員会で協

議決定されておりますとおり、地方自治法第118条

第２項に基づく指名推選によることとし、議長にお

いて指名することにしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、指名推選によることと

し、早速私から指名をしてお諮りをします。 

 副議長に金兵智則議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長において指名しました金兵智則議員

を副議長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、ただいま指名しました金

兵智則議員が副議長に当選されました。 

 議場におられる金兵智則議員に対し、本席から会

議規則第32条第２項の規定により、あなたが副議長

に当選された旨を告知します。 

 早速、新副議長から御挨拶をお願いいたします。 

○金兵智則副議長 －登壇－ 一言御挨拶申し上げ

ます。 

 このたび議員の皆様の御推挙を賜りまして、副議

長に就任することになりました。 

 責任の重さを痛感しておりますけれども、井戸議

長を支え、公正かつ円滑な議会運営に努めてまいり

たいというふうに思います。 

 特に、このコロナ禍の影響が市民の皆様に影響を

与えておりますが、今後ともその市民の皆様への支

援、継続していかなければならないというふうに考

えておりますが、二元代表制を担う議会としてスピ

ーディーな対応が取れるよう体制の整備を行ってい

かなければならないというふうに考えております。 

 井戸議長を先頭に皆様の御協力を仰ぎながら進め

てまいりたいというふうに考えておりますので、今

後ともより一層の御協力そして御指導を賜りたいと

いうふうに思いますので、それを議員の皆様にお願

いを申し上げまして、簡単ではございますが御挨拶

とさせていただきます。 

 今後ともどうぞよろしくお願いをいたします。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第６、議案第１号から

議案第６号までの合計６件を一括して議題としま

す。 

提案理由の説明を求めます。 

企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第１号、議案第２号、議案第

４号及び議案第６号につきまして、一括して提案理

由の御説明を申し上げます。 

 初めに、議案第１号令和３年度網走市一般会計補

正予算につきまして御説明申し上げます。 

 議案資料１ページ、資料１号を御覧願います。 

 １、歳入歳出予算の補正でございますが、一般会

計で４億1,684万6,000円を追加しようとするもので

ございます。 

 款項の区分及び金額につきましては、議案の第１

表に記載のとおりでございます。 

 ２、地方債の補正では、一般会計の児童福祉事業

債、道路橋梁事業債の限度額変更といたしまして、

限度額7,710万円を追加しようとするものでござい

ます。 

 追加の内容は、議案の第２表に記載のとおりでご

ざいます。 

 次に、補正予算の内容でございますが、別冊でお

配りしております事項別明細書７ページを御覧願い

ます。 

 なお、歳出補正額の財源内訳欄には、特定財源の

内訳を記載しておりますので、説明は歳出のみとさ

せていただくことで御了承いただきたいと存じま

す。 

 初めに、総務費の一般管理費では、ＦＭあばしり

の弱電界地域の解消に係る経費として302万5,000円

の追加、デジタル化の推進に係る経費として350万

円の追加でございます。 

 同じく、市民活動費では、コミュニティー活動に

係る備品整備に対する補助金として110万円の追

加、集会施設の改修に対する補助金として277万

8,000円の追加、消費生活相談の技術の向上及び悪

質商法注意喚起等に係る経費として115万1,000円の

追加でございます。 

 同じく、財産管理費では、新庁舎における地中熱

の利活用について可能性を調査する経費として720

万円の追加でございます。 

 民生費の高齢者福祉費では、グループホームの環

境整備に対する補助金として350万円の追加でござ

います。 

 同じく、児童福祉費、母子家庭等自立支援給付金

支給事業では、高等職業訓練促進給付金として240

万円の追加。その下、子育て世帯生活支援特別給付

金給付事業では、特別給付金の給付に係る経費とし

て2,750万円の追加でございます。 

 １枚めくっていただき、９ページを御覧願いま

す。 

 保育所費では、認定こども園網走幼稚園の整備に

対する補助金として2,469万円の追加でございま

す。 

 衛生費の健康管理費、新型コロナウイルス感染症

検査事業では、抗原検査に係る経費として1,708万

円の追加でございます。 

 農林水産業費の農業振興費では、畑作産地の構造

転換に対する補助金として２億1,314万7,000円の追

加でございます。 
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 同じく、農業農村整備費、経営安定対策基盤整備

緊急支援事業補助金では、受益者負担金の償還に対

する補助金として55万円の追加でございます。 

 土木費の道路橋梁費では、除雪作業車整備事業に

おける国庫補助金の減額に伴う財源補正でございま

す。 

 同じく、道路橋梁新設改良費では、市道整備事業

における緊急自然災害防止対策事業債の活用に伴う

財源補正でございます。 

 同じく、網走小学校丙線階段整備事業では、避難

路整備に係る経費として800万円の追加。その下、

潮見鱒浦線歩道整備に係る経費として4,710万円の

追加でございます。 

 １枚めくっていただき、11ページを御覧願いま

す。 

 橋梁長寿命化修繕事業では、橋梁の点検、修繕に

係る経費として3,200万円の追加でございます。 

 教育費の教育委員会費では、教育旅行のキャンセ

ル料等に対する助成金として1,250万円の追加でご

ざいます。 

 同じく、スポーツ施設整備費では、バスケットゴ

ールの整備に係る経費として962万5,000円の追加で

ございます。 

 次に、12ページを御覧願います。 

 この表は、地方債の現在高見込額に関する調書で

ございます。 

 以上が、令和３年度網走市一般会計補正予算の内

容でございますが、今回の補正に係る一般財源所要

額につきましては、地方交付税2,334万2,000円を追

加しようとするものでございます。 

 次に、議案第２号報酬職員給与条例の一部を改正

する条例制定につきまして御説明申し上げます。 

 議案資料28ページ、資料２号を御覧願います。 

 改正の趣旨及び内容でございますが、非常勤職員

として新たにデジタル化推進参与を任命し報酬等を

支給するため、当該条例の関係部分について所要の

改正を行うもので、本条例を公布の日から施行しよ

うとするものでございます。 

 次に、議案第４号網走市税条例の一部を改正する

条例制定について御説明申し上げます。 

 議案資料30ページ、資料４号を御覧願います。 

 改正の趣旨でございますが、地方税法等の一部改

正に伴い当該条例の関係部分について所要の改正を

行うものでございます。 

 改正の内容でございますが、１点目は、個人市民

税に係る非課税限度額等における国外居住親族の取

扱いの規定。２点目は、個人市民税に係る寄附金税

額控除の対象範囲の規定。３点目は、個人市民税に

係る医療費控除の特例の延長。４点目は、固定資産

税における雨水貯留浸透施設の特例の創設。５点目

は、地方税法等の改正に伴う文言等の整理を行うも

のでございます。 

 本条例の施行期日及び経過措置につきましては、

３の施行期日等に記載のとおりでございます。 

 次に、議案第６号辺地に係る公共的施設の総合整

備計画の変更について御説明申し上げます。 

 議案資料41ページ、資料６号を御覧願います。 

 令和３年度の事業費の追加に伴い、本計画を変更

しようとするものでございますが、追加する内容

は、患者送迎車整備事業では能平辺地外８辺地で

1,131万4,000円の追加。郊外集会施設改修事業で

は、嘉越辺地で1,370万円の追加。 

 １枚めくっていただき、42ページを御覧願いま

す。 

 教員住宅改修事業では、能平辺地外８辺地で

7,200万円の追加。 

 道路整備事業では、嘉越辺地で6,400万円の追

加、栄清辺地で2,700万円の追加でございます。 

 以上、議案第１号、議案第２号、議案第４号及び

議案第６号につきまして、一括して提案理由の御説

明を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第３号網走市手数料条例の一

部を改正する条例制定について提案理由を御説明申

し上げます。 

 議案資料の29ページ、資料３号を御覧いただきた

いと存じます。 

 条例改正の趣旨でございますが、行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の一部が改正され、個人番号カードの再交付

手数料については地方公共団体情報システム機構が

徴収することとなったことに伴い、当該個人番号カ

ードの再交付に係る手数料を廃止するため、当該条

例の所要の改正を行おうとするものでございます。 

 改正の内容でありますが、個人番号カードの再交

付の規定を削除するものであります。 

 施行期日につきましては、令和３年９月１日から

施行するものであります。 
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 以上、議案第３号につきまして、提案理由の御説

明を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第５号鉄南本通線落石防止対

策工事（繰越）請負契約の締結につきまして、提案

理由の御説明を申し上げます。 

議案資料38ページから40ページ、資料５号を御覧

願います。 

 本工事は市道鉄南本通線の落石等のおそれがある

のり面の対策工事で、去る５月13日に指名競争入札

を執行いたしました結果、契約の内容につきまして

は、議案資料に記載のとおりでございます。 

 本工事の予定価格は議会の議決に付すべき契約に

関する条例で定める額に該当をいたしますことか

ら、請負契約の締結に当たりまして、本議会の議決

を得ようとするものでございます。 

 なお、工事の概要につきましては、議案資料に記

載のとおりでございます。 

 以上、議案第５号につきまして提案理由の御説明

を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよう

お願い申し上げます。 

○井戸達也議長 以上で、提出された議案の提案説

明を終わります。 

 なお、ただいま上程されました案件につきまして

は、議会運営委員会の決定に基づきまして、後日各

会派１名による大綱質疑を行い、大綱質疑終了後は

所管の委員会に付託し、細部審査を行うことになり

ます。 

 

○井戸達也議長 以上で、本日の議事日程は全て終

了しました。 

 開会当初に決定しました審議日程に従いまして、

再開は17日、午前10時としますから参集願います。 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

午後２時19分散会 
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○議事日程第２号 

令和３年６月17日午前10時00分開議 

日程第１ 選任第１号 

日程第２ 選任第２号 

日程第３ 選挙第３号 

日程第４ 議案第１号～第６号 

日程第５ 議案第７号 

日程第６ 議員の派遣について 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

選任第１号 常任委員会委員の選任（選任決定） 

選任第２号 議会運営委員会委員の選任（同） 

選挙第３号 網走地区消防組合議会議員の補欠選

挙（当選決定） 

議案第１号 令和３年度網走市一般会計補正予算

（各委員会付託） 

議案第２号 報酬職員給与条例の一部を改正する

条例制定について（総務経済委員会

付託） 

議案第３号 網走市手数料条例の一部を改正する

条例制定について（文教民生委員会

付託） 

議案第４号 網走市税条例の一部を改正する条例

制定について（総務経済委員会付

託） 

議案第５号 鉄南本通線落石防止対策工事（繰

越）請負契約の締結について（同） 

議案第６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（同） 

議案第７号 網走市監査委員の選任について（同

意決定） 

その他会議 議員の派遣について（決定） 

に付した   

事件(４) 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企画総務部長    秋 葉 孝 博 

 市民環境部長    武 田 浩 一 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    伊 倉 直 樹 

 建設港湾部長    吉 田 憲 弘 

 水 道 部 長    柏 木   弦 

 庁舎整備推進室長    立 花   学 

 企画調整課長    佐々木   司 

 総務防災課長    田 邊 雄 三 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    岩 永 雅 浩 

 学校教育部長    田 口   徹 

 社会教育部長    吉 村   学 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

令和３年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ２ 日 

令和３年６月 17日（木曜日） 
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総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00分開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、川

原田英世議員、小田部照議員の両議員を指名しま

す。 

 

○井戸達也議長 ここで、諸般の報告の追加につい

て報告します。 

 既に印刷してお手元に配付のとおり、本定例会の

付議事件として、選挙１件、議案１件、その他会議

に付すべき事件１件の合計３件を追加しております

ので、承知願います。 

 本日の議事日程は、既に印刷して配付の第２号の

とおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、選任第１号常任委員会

の委員の選任を行います。 

 本件は、委員会条例第６条第１項の規定によりま

して、議長が会議に諮って指名することになってお

りますので、早速、次のとおり指名したいと思いま

す。 

 総務経済委員会委員には、小田部照議員、栗田政

男議員、立崎聡一議員、永本浩子議員、平賀貴幸議

員、古田純也議員、村椿敏章議員、山田庫司郎議

員。 

 文教民生委員会委員には、石垣直樹議員、金兵智

則議員、川原田英世議員、工藤英治議員、近藤憲治

議員、澤谷淳子議員、松浦敏司議員、そして私、井

戸達也、以上のとおり選任することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように選任することに決定

しました。 

 ここで、御了承いただきたいことがございます。 

 ただいま選任されました常任委員会委員のうち、

文教民生委員会委員となりました議長につきまして

は、その職務上、議長は各委員会に出席して発言で

きるという職責から、議長だけは常任委員会の委員

の辞任が認められており、従来の例でも、議長は一

度いずれかの常任委員会に所属した上で、議会の同

意を得て辞任する取扱いをしておりますので、今回

もその前例によりましてそのように取扱いしたいと

存じますので、議員各位の御了承を願います。 

 なお、常任委員会の正副委員長につきましては、

後刻委員会開催の際に、互選の手続を取っていただ

くものとしますので御了承願います。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第２、選任第２号議会

運営委員会委員の選任を行います。 

 本件は、委員会条例第６条第１項の規定によりま

して、議長が会議に諮って指名することになってお

りますので、早速、次のとおり指名したいと思いま

す。 

 議会運営委員会委員には、石垣直樹議員、川原田

英世議員、近藤憲治議員、立崎聡一議員、永本浩子

議員、平賀貴幸議員、村椿敏章議員、以上のとおり

選任することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように選任することに決定

しました。 

 なお、正副委員長につきましては、後刻委員会開

催の際に互選の手続を取っていただくものとします

ので御了承願います。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第３、選挙第３号網走

地区消防組合議会議員の補欠選挙を行います。 

 この選挙は、川原田英世議員、澤谷淳子議員、立

崎聡一議員、松浦敏司議員の組合議員辞職に伴い、

組合規約第６条第２項の規定により欠員となった４

人を選挙するものであります。 

 お諮りします。 

 選挙の方法は指名推選によることとし、議長にお

いて指名することにしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、指名推選によることと

し、早速私から指名をしてお諮りをします。 

 網走地区消防組合議会議員の補欠選挙による議員
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には、永本浩子議員、平賀貴幸議員、古田純也議

員、村椿敏章議員の４名を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した議員を消防組合議会議員

の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、ただいま指名した議員が

消防組合議会議員に当選されました。 

 議場におられる議員各位に対して、本席から、あ

なたが消防組合議会議員に当選された旨を告知しま

す。 

 ここで、各常任委員会及び議会運営委員会を開催

するため休憩します。 

 再開は、追って予鈴をもってお知らせしますから

承知願います。 

午前10時05分休憩 

午前10時45分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 日程第４、既に一括上程中の議案第１号から議案

第６号までの６件を議題とし、大綱質疑を行うわけ

でありますが、通告がありませんので、お手元に配

付しております議案付託区分表のとおり、所管の常

任委員会に付託の上、会期中に審査することにした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように決定しました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第５、議案第７号網走

市監査委員の選任についてを議題とします。 

 本件につきましては、地方自治法第117条の規定

に基づきまして、平賀貴幸議員は除斥の対象となり

ますので退席願います。 

〔平賀議員退席〕 

 それでは、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 議案第７号網走市監査

委員の選任についてでありますが、本市監査委員の

金兵智則氏は、令和３年６月15日に辞職いたしまし

たので、その後任として平賀貴幸氏を選任いたした

く、地方自治法第196条第１項の規定により当市議

会の御同意をお願いするものであります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○井戸達也議長 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、お諮りします。 

 本件は、原案に同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号は、原案に同意と決定しまし

た。 

〔平賀議員着席〕 

 

○井戸達也議長 次に、日程第６、議員の派遣につ

いてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員の派遣については、お手元に配付したとおり

派遣することにしたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員の派遣については、お手元に配

付しましたとおり派遣することに決定しました。 

 なお、この際、お諮りします。 

 ただいま議決した議決事項について、諸般の事情

により変更する場合には、議長に一任を願いたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定します。 

 

○井戸達也議長 以上で、本日の議事日程は全て終

了しました。 

 本議会の審議日程に従いまして、各常任委員会議

案審査等のために、これより本会議は休会とし、再

開は６月22日午前10時としますから、御参集願いま

す。 

 本日は、これで散会とします。 

 御苦労さまでした。 

午前10時49分散会 

 

 

  



- 14 - 

 

 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

     網走市議会議長    井 戸 達 也 

 

 

        署名議員    川原田 英 世 

 

 

        署名議員    小田部   照 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２２日 （火曜日） 第 ３ 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 15 -  

 

 

 

 

○議事日程第３号 

令和３年６月22日午前10時00分開議 

日程第１ 一般質問 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

 一般質問 （古田議員、澤谷議員、村椿議員、立崎

議員、川原田議員、永本議員） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企画総務部長    秋 葉 孝 博 

 市民環境部長    武 田 浩 一 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 健康福祉部次長    永 森 浩 子 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    伊 倉 直 樹 

 建設港湾部長    吉 田 憲 弘 

 水 道 部 長    柏 木   弦 

 庁舎整備推進室長    立 花   学 

 企画調整課長    佐々木   司 

 情報政策課長    高 橋   剛 

 総務防災課長    田 邊 雄 三 

 総務防災課参事    渡 辺   昭 

 職 員 課 長    寺 口 貴 広 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

 企画総務部参事    岩 内   仁 

 市民活動推進課長    湯 浅   崇 

 戸籍保険課長    渡 邉 眞知子 

 健康推進課長    今 野 多賀子 

 社会福祉課長    結 城 慎 二 

 介護福祉課長    野 呂 俊 広 

 建 築 課 長    小 原   功 

 都市管理課長    澁 谷 一 志 

 建設港湾部参事    細 川 英 司 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    岩 永 雅 浩 

 学校教育部長    田 口   徹 

 社会教育部長    吉 村   学 

 学校教育部次長    小路谷 勝 巳 

 学校教育課長    小 松 広 典 

 学校教育部参事    高 橋 善 彦 

 社会教育課長    岩 尾 弘 敏 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00分開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、山

田庫司郎議員、松浦敏司議員の両議員を指名しま

す。 

 

○井戸達也議長 本日の議事日程は、既に印刷して

令和３年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ３ 日 

令和３年６月 22日（火曜日） 

 

   

網 走 市 議 会 会 議 録 第   日 

平成 年 月 日（ 曜日） 
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配付の第３号のとおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

 

○井戸達也議長 日程第１、一般質問を行います。 

 先例に従い、通告順に発言を許します。 

 古田純也議員。 

 古田議員。 

○古田純也議員 －登壇－ おはようございます。 

 志誠会の古田純也でございます。 

 通告書に従い質問いたします。 

 令和元年12月、デジタル手続法、通称デジタルフ

ァースト法案が施行され、デジタル技術を活用し、

行政手続の利便性の向上や行政運営の簡素化・効率

化を図ることを目的に制定されました。 

 また、デジタル社会構築に向けて、国が主体とな

り全自治体が足並みをそろえて取り組むために、自

治体ＤＸ、デジタルトランスフォーメーション推進

計画が策定され、自治体が取り扱う重点事項が明記

されました。 

 少子高齢化社会の到来や人口減少、インフラの老

朽化等をはじめとした社会課題が深刻化する中、Ａ

Ｉ、ＩＣＴ等の先端技術やデータ活用などデジタル

の力を最大限に生かし、まちづくりや住民サービ

ス、行政運営を進めていく必要があります。 

 また、ＤＸが地域及び自治体にどのような劇的な

変化をもたらし、その変化が住民の幸せ、住民満足

度の向上につながっていくのかという市としての考

え方を市民や事業者と共有してＤＸを強力に推進し

ていくためにも、網走市はＤＸ、デジタルトランス

フォーメーションをどのように取り入れ、具体的に

どのような地域社会を構築したいのかという理念、

ビジョンを示すべきだと考えますが認識をお伺いい

たします。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 議員お話のとおり、令和

２年12月総務省は自治体デジタルトランスフォーメ

ーション、いわゆるＤＸ推進計画を策定し情報シス

テムの標準化・共通化や行政手続のオンライン化な

ど、自治体が重点的に取り組むべき事項やスケジュ

ールが示されたところでございます。 

 当市におきましては、行政のデジタル化を推進す

るため本年４月にデジタル化推進室を設置するとと

もに、専門的な見地からデジタル政策への助言を頂

くためデジタルフェローの委嘱とデジタル化推進参

与の任用を進めているところでございます。 

 今後、フェローや参与の支援、助言を頂きながら

網走市におけるＤＸ推進計画の策定に着手いたしま

して、理念やビジョンにつきましてお示ししたいと

考えております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 そこでちょっとお伺いします。 

 道路の損傷や街灯不具合、鳥獣害、害虫発生な

ど、市民の安全に密接に関係した困り事に関する情

報収集を、ＩＣＴを活用して簡素化、効率化、充実

する取組についての認識を伺います。 

 いわゆる困り事の月の平均の相談件数及び市への

連絡手段の現状は。また、受理から課題解消までに

至るまでの一般的な業務の流れと平均的な所要時間

をお伺いします。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 市民から寄せられる困り

事の相談件数についてでございますが、令和２年度

実績では道路陥没や除雪など道路整備に関する相談

が407件、公園に関する相談が48件で、道路等整備

関係の困り事相談件数は合わせて年間で455件とな

ってございます。 

 道路照明及び防犯灯に関する相談件数は、道路照

明が17件、防犯灯も17件で、年間34件となっており

ます。 

 また、鳥獣、害虫などに関する相談件数は、ヒグ

マ、エゾシカ、キツネ、カラスの相談が合計で28

件、スズメバチが305件、小動物の死体処理が98件

で、年間で431件となってございます。 

 さらに、ごみの不法投棄に関する相談は27件とな

ってございます。 

 市民からの連絡方法といたしましては、主に電話

による相談が多く、次いで来庁による相談で、全体

の約９割以上となっております。 

 そのほかの相談方法としましては、ホームページ

のお問合せメールを活用しての相談、町内会などを

通じた相談が全体の１割弱となっている状況でござ

います。 

 次に、解決に至る所要時間でございますが、電話

で市民から情報を受けるのに１件当たり５分から10

分程度の時間を要し、対応については道路整備は１

件当たり１時間から３時間程度、道路照明・防犯灯

については１件当たり１時間から２時間程度を要し

てございます。 

 さらに、鳥獣、害虫対応については、現地で対応

するのに１時間から２時間程度を要している状況に
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ございます。また、状況に応じて猟友会や委託業者

に対応を依頼するケースもあり、その際は数日かか

るケースもあるのが現状でございます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 意外と対応に、やはり親切に対応

する場合は時間がかかるということがわかったの

で、そこで例えば道路損傷、日常的なパトロールと

その人員の体制。人口減少に伴い市職員が減少する

中で、職員の働き方改革も含めて、より効率的で効

果的な情報収集の手法を確立することが必要だと考

えますが認識はどうでしょう。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 道路損傷等の日常的パト

ロールとその人員体制についてですが、市が管理し

ております道路及び河川の維持管理については、市

内を市街地区、郊外地区、河川及び全般に分け、３

人体制でパトロールによる目視点検を行っておりま

す。 

 市道の３分の２に当たる郊外道路については、パ

トロールを基本に区会、各地区の道路河川愛護組合

との連携により情報収集を行っておりますが、市街

地区については道路の損傷やごみのマナーに関する

相談件数が多く、ＩＣＴを活用した情報提供は現場

の状況や位置を迅速に把握できるメリットもあるこ

とから、効率的で効果的な情報収集手段であると認

識しております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 先日、私も朝のウオーキング途中

で道路の陥没がありましたので、思わず写メを撮っ

てお伝えしようかなと思ったところから、実は皆さ

ん結構個人個人スマートフォンが今所有率も高いと

いうことで、そういう写真を撮りながら位置情報、

現状把握を担当課が迅速な対応ができるようなこと

を考えるのですけれども、通報とか情報収集手法を

検討すべきだと、スマートフォンを利用して。解決

までの時間も短縮され市民の安全確保にも資する市

民参加型の郷土のまちづくりの一環として、スマー

トフォンによる情報提供システムの事業化を提案し

たいと思いますが認識はどうですか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 スマートフォンによる情

報提供システムは早期の情報収集や事業の効率化、

ただいまお話のあった市民参加型のまちづくりとい

う観点からも有効な手段と考えられますので、ＤＸ

推進計画の策定の中で御提案の事例なども研究・検

討してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 そこで、厚木市等では既に活用事

例もあり、業務効率化の改善と市民満足度の向上、

さらに地元の魅力の発掘までに活用しているほか、

一方、こういった取組は自治体トランスフォーメー

ションの流れにもかなっている。積極的な事業化の

検討を望みたいが、重ねて認識を伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今後、ＤＸ推進計画の策

定を通じまして、先進事例も参考にしながら全庁的

なデジタル化に向けて、取り組む内容や課題、コス

ト、優先順位、スケジュールなど総合的な検討を進

めてまいります。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 ぜひ期待したい事業です。 

 そこで、次の質問になりますが、Ｗｉ－Ｆｉの環

境についてお聞きします。 

 網走市ではいろいろな施設がありますが、このＷ

ｉ－Ｆｉの環境が整備されている施設、それから整

備されていない施設がありますが、その違いの理由

がありましたらお伺いいたします。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 公共施設のＷｉ－Ｆｉ整

備につきましては、これまで施設の利用者ニーズを

踏まえ、主に観光施設及び社会教育施設におきまし

て各担当課より整備が進められております。 

 また、平成29年度からはにぎわいの創出といった

観点からイベントなど多数の利用も想定し、道の駅

駐車場、エコーセンター前庭など、屋外におきまし

ても利用できるよう情報政策課におきまして、ＡＢ

ＡＳＨＩＲＩ Ｃｉｔｙ Ｗｉ－Ｆｉの整備を進め

ているところでございます。 

 各施設における整備状況の違いにつきましては、

施設の用途、それから利用者ニーズなどの違いによ

るものと考えております。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 利用者ニーズというところから、

最近高齢者もデジタル化に向けて様々な機会を活用

してデジタル時代に向けた講座を開設することを検

討していきたいと、過去に市長の答弁がありまし

た。具体的な検討策がありましたらお知らせくださ

い。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 高齢者へのデジタル活用
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の促進の検討状況についてでありますが、国におき

ましてもデジタル社会の実現に向けた基本方針とし

て掲げる「誰一人取り残さない、人に優しいデジタ

ル化」を達成するため、様々な関係機関が連携し、

若い世代が高齢者に教えることや高齢者が気軽に何

でも相談したり教え合うことができる場の提供とい

った取組を促すというふうにございます。 

 市といたしましては、高齢者のデジタル活用に伴

う不安や苦手意識を解消するため、まずは慣れ親し

むことが必要であると考え、今後高齢者が集うふれ

あいの家、また老人クラブといった場を活用しなが

ら、高齢者を対象とした講習会を開催したいという

ふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 そういう高齢者が集う場所のこと

で、やはり高齢者の社会的充実、市民活動の高度化

を考えると、コミセン、住民センターの常時接続可

能なインターネット環境の整備が課題で、設置費だ

けでなく維持費の確保また導入後の使用頻度が一つ

の焦点だと考えます。 

 回線工事が不要な５Ｇのタワー型ルーターも市場

に出ています。備品整備として幾つかのコミセン、

住民センターでニーズ調査的にＷｉ－Ｆｉを整備

し、本格整備の行程の検討素材としてルーター型を

置くというのはいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 コミセン、住民センター

の市民活動施設におけるＷｉ－Ｆｉ整備の検討につ

いてでございますが、情報通信技術の高度化により

リモート会議やＳＮＳなど、コミュニティツールを

活用した市民活動が全国的にも広がりを持ち始めて

おり、市民ニーズも徐々に高まっている状況にある

と認識しております。 

 また、高齢者をはじめあらゆる年代の方々におい

て、今後ますます情報通信は生活における利便性の

向上につながり活用されていくものと考えておりま

す。 

 コミセン、住民センターにおけるＷｉ－Ｆｉ整備

については、設置費、維持費等の検討を含め、今後

コミュニティセンター等連絡協議会において意見を

伺い、整備に向け検討を進めてまいります。 

○井戸達也議長 古田議員。 

○古田純也議員 まだ道内ではそういった事例は、

僕の耳には一つの町では取り組んでいるのは入って

きておりますが、ぜひ網走市として積極的な活動を

望みたいと思います。 

 私の質問は以上です。 

○井戸達也議長 澤谷淳子議員。 

 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 －登壇－ おはようございます。

公明クラブの澤谷淳子でございます。 

 質問の前に、このたびのワクチン接種につきまし

て、町内の方からぜひ言いたいことがあるとお電話

を頂きお尋ねしましたら、「網走はすばらしい。ワ

クチン接種の予約の電話をしたらすぐにつながっ

て、親切に２回目の会場が変わることも教えてくれ

た。とてもスムーズな予約で安心しました」という

ことで、そしてつい昨日も、「たった今接種前日で

明日の持ち物の確認の電話まで頂いて、網走はすご

いと思いました。感謝を伝えたいです」とのことで

した。 

 私も直接会場に行きまして、接種を終えると２回

目の予約をしてから帰るようになっていて、これも

本当によかったなと思いました。 

 ワクチン接種に携わる全ての皆様、お疲れさまで

ございます。ありがとうございます。 

 それでは、通告に従いまして質問させていただき

ます。 

 まず、近頃よく「生理の貧困」のワードをお聞き

になっていると思います。これはもともと経済的な

理由により生理用品を買うことが困難であったり、

保護者のネグレクトにより生理用品を入手できな

い、または言えない生理の貧困の状態にある女の子

や女性が世界的にいることが問題となっていたとこ

ろ、日本でも近年のコロナ禍の影響で仕事、パー

ト、アルバイトができなくなり、生理用品が買えな

くなってしまった女性が増えていることが問題にな

り、何か支援はできないかと公明党はいち早く３月

の国会で取り上げましたところ、全国的に広がって

いきました。 

 東京都議会公明党では男性議員がこの問題を同じ

く今３月の都議会で質問して、東京都は本年９月か

ら全ての都立小中学校254校において女性用トイレ

に生理用品を配備することを決定しました。また、

山口県の山口市でも同様の支援を、ついこの６月11

日に決定したと聞いております。ほかにも、豊島区

では災害用に備蓄していた生理用品を更新を機会に

無償で配布するということを行いました。 

 また、北海道の函館市においては、コロナの影響

で不安を抱える女性を支援する「女性つながりサポ
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ート事業」として、相談支援員や居場所づくり、生

理用品の提供、アンケート調査の実施の４つの取組

を進める方針を明らかにしました。３つ目の生理用

品の配布と目的に関して、女性に係る相談窓口や交

流プラザに本事業の周知用リーフレットとセットに

して配置し、その生理用品を提供するということを

きっかけに、必要な女性の相談につなげていくこと

を想定しているとおっしゃっていました。 

 そこで、当市としてはどのような形の支援がよい

のか考えていきたいと思いました。函館市のような

取組には、政府が用意している地域女性活躍推進交

付金を利用しＮＰＯなどの知見を活用した場合に使

える交付金がありました。 

 当市ではこのようなＮＰＯなど該当して活動して

いくことができるものはありましたでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 地域女性活動推進交付金

の活用が想定される団体についてでありますが、令

和３年度から当該交付金に「つながりサポート型」

が追加され、孤独や孤立で不安を抱える女性が社会

との絆やつながりを回復できるよう、ＮＰＯなどの

知見を活用した支援事業の実施が可能となっており

ます。 

 内容といたしましては、女性の相談や居場所づく

りをＮＰＯなどに委託し、併せて生理用品等の提供

を行う支援事業となります。 

 当市では、子育て支援課の女性相談員が各種相談

を担っていますが、直営による事業実施は交付金の

対象とならず、また生活困窮者の相談を担う生活サ

ポートセンターらいとが女性の相談に対応する場合

がありますが、委託先である社会福祉協議会におけ

る交付金の活用に当たりましては、現行の相談体制

に加え専門相談員の配置が必要となるものでありま

す。 

 また、市内の福祉に関連する社会福祉法人やＮＰ

Ｏはその多くが高齢者や障がい者の支援を担ってお

りまして、女性活躍推進交付金の対象事業の実施は

難しい状況にあると考えているところでございま

す。 

 市といたしましては、コロナ禍における女性を取

り巻く様々な問題の把握に努めるとともに、これら

の支援の必要性や在り方などを含めまして、今後調

査・研究を進めてまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 確かにこの女性活躍推進交付金の

対象となるものはなかったということだったのです

けれども、実はその交付金も第１回目の申請が５月

でちょっと終了していて、申し訳ありません。それ

で今、公明クラブとしても、この活躍交付金がもし

２回目の申請があったとしたらぜひ使っていけるよ

うに、今、公明クラブとしてＮＰＯのそういう連携

を考えているところですので、そのときはぜひよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、東京都や山口県山口市のように、小中

学校の女子トイレに生理用品を配備して使用の様子

を調査するというのはいかがでしょうか。 

 設置の決定ではなくて、あくまで一定期間だけの

実態調査です。現状把握と支援ニーズを知るため

に、生理用品を学校のトイレに配備してみてアンケ

ートなどを行ってもいいかもしれません。ただ、ア

ンケートは本当は必要な子供たちが答えづらい、言

いにくい年齢でもあり、事実がわからないかもしれ

ません。 

 また、千葉県では、現在保健室に常備してある生

理用品を、やはり何らかの事情で用意できない、使

いたいのだけれども言えない子に使いやすい雰囲気

をつくるための優しいステッカーを作成して女子ト

イレに貼るという施策として、これを決めたそうで

す。そのステッカーには、「生理用品が必要なあな

たへ 保健室にありますよ。お気軽に使ってくださ

いね。後で返さなくてもいいですよ」と、文章もこ

のまま優しい口語体で書いてあります。こういう支

援でも十分なのかも、ぜひ調査して検討をお願いで

きないでしょうか。 

 そして、市内の高校生や農大生も共通した課題で

すので、連携をしながら進めていただければと思い

ますが、この調査のための費用は政府の地域子供の

未来応援交付金は使えないでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 生理の貧困につきまして

は、最近報道で取り上げられ女子児童生徒へ配慮す

る学校があったことを聞いております。 

 市内小中学校では、生理用品を保健室に常備して

おりますけれども、経済的理由により生理用品を用

意できなくて困っているという相談はなかったと聞

いているところですが、思春期の中にあってデリケ

ートに扱う必要がある問題であり、実態を把握する

のは容易ではないというふうに認識しております。

そのため、どのような形で調査をするのが適当なの
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か、学校とまずはよく相談して考えていきたいとい

うふうに考えております。 

 地域子供の未来応援交付金については、多様かつ

複合的な困難を抱える子供たちに対し、ニーズに応

じた支援を適切に行うための取組について交付金の

活用が可能となります。具体的には、地方自治体が

行う貧困等の状況にある子供たちの実態調査及びそ

の結果に基づく支援体制の整備計画策定について交

付金の対象となります。 

 一方で、この交付金を活用して支援対象の貧困家

庭の子供に対して生理用品の提供を行うなど、具体

的な支援を実施する場合は子供の居場所づくりや相

談窓口の設置をＮＰＯ等に委託することが前提とな

ります。 

 小中学校における生理の貧困について、交付金の

活用も含め、どのような調査が可能であるか検討し

てまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 やはりＮＰＯが必要になるという

ことで、ちょっと公明クラブも頑張ってまいりま

す。 

 ちなみになのですが、現在網走市の災害備蓄品の

リストに女性の生理用品はあるのでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 生理用品の防災備蓄状況

ですが、避難施設である市内小中学校14校におきま

して336袋、数にして9,408個備蓄しております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 よかったです。これだけはぜひ用

意していただきたいなと思っておりましたので、今

後もよろしくお願いいたします。 

 一方で、先ほど言いました豊島区のように、災害

備蓄品として用意していた生理用品を更新を機会に

無償提供するという地域もどんどん増えておりま

す。多くの自治体で生理用品が災害備蓄品としてな

っていることからもわかるように、生理用品という

のは必需品であり、その配布は一時的な提供ではな

く日常的・普遍的サービスにしていく必要があると

公明党では考えておりますので、コロナ収束後も全

国的に学校や公共施設、大型商業施設の女性トイレ

に生理用品の配備が当たり前になって、困っている

大人の女性も利用しやすい制度に広がっていけばと

願っております。 

 次は、テレワーク推進についてお伺いいたしま

す。 

 本年３月に社会教育部主催のテレワークセミナー

が網走市のエコーセンターにおいて開催され、講師

の方も、一部ですが受講者の方もリモートで参加し

て大変有意義なセミナーがありました。担当課の皆

様には改めましてお礼申し上げます。 

 おととしの2019年11月に、北見市で開催された総

務省主催のテレワークセミナーに公明クラブで参加

して、愛媛県西条市から職員の方が講師として登壇

され直接お話を聞いたことは以前の質問で言いまし

たが、西条市の特筆すべきは、職員室でしかできな

かった校務の情報化をシステムに取り入れ在宅で、

つまり学校の先生にテレワークを導入したことで

す。 

 当初、当事者の先生方が猛烈に反対したのにもか

かわらず、実施してみたらほぼ100％に近い満足度

で、西条市は2019年２月にテレワーク協会推進賞で

最高の会長賞を受賞したそうです。これは地方自治

体の取組という以上に先生のための働き方改革とい

う意味で大変インパクトのある受賞だったそうで

す。 

 しかし、なぜ先生たちが反対の中、実現できたか

というところまではセミナーの中ではお話はありま

せんでしたので調べてみますと、残業の問題があり

ました。先生の働き方には残業代という概念がなく

て実質青天井になっていて、そこに在宅でテレワー

クしろとは、やっと帰った自宅でまだ働けというの

かとの先生の誤解があり反対する一番の理由だった

そうです。そもそもテレワークをする、しないは先

生に任せており自由で、申請して許可を得た人がや

れるそうなのですけれども、生活状態に合わせその

まま職員室で仕事するのでもよく、この誤解の部分

を丁寧に先生たちに説明していったことで導入に至

ったということでした。 

 とは言っても、私も自宅でのテレワークの残業の

考え方、労務管理、勤怠管理が果たして本当にでき

るのかが不明でしたので、エコーセンターでのセミ

ナーのときに講師の方にお聞きしましたところ問題

ないと理解できましたので、この部分はもし導入さ

れようという検討のときには先生たちに最重要で説

明が必要であるなと感じておりました。 

 これから始まるＧＩＧＡスクールで子供たちの学

び方改革も進む中、多忙を極める教員の皆さんの働

き方改革も進め、仕事と生活のワーク・ライフ・バ

ランスの啓発となって公務員全体にもテレワークの

模範になるのではと期待しています。 
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 さきの３月の予算特別委員会で校務の情報化の部

分、つまり先生たちは共通したシステムで生徒の出

欠管理や成績管理など既に利用しているとおっしゃ

っていました。小中学校全ての先生がこのシステム

は使っているのでしょうか。現状をお伺いいたしま

す。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 当市の小中学校の校務支援

システムは北海道内の公立学校共同利用型で、株式

会社ＨＡＲＰの北海道公立学校校務支援システム、

Ｃ４ｔｈ（シーフォース）と呼ばれているものです

けれども、これが使われておりまして、市内の小中

学校全てで利用されております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 では、ちょっと単純には言えない

と思うのですが、実は校務の情報化をするのに西条

市でも2004年ぐらいから取り組んでテレワークにす

るのには2015年ぐらいからですから結構時間がかか

っていたのですけれども、そのシステムがあればテ

レワークをすぐ導入できる環境にはあるのではない

かとは思うのですけれども、先進の西条市もスマー

トシティ西条を宣言して学校の改革に取り組むとき

先生の納得を得るには時間を要したことから、当市

も取組を始める上でもちろん時期を見た上ですが、

そろそろ研究・検討・視察など行ってはいかがと思

います。私たち公明クラブも志誠会さんの絶大な御

協力で西条市と連携してテレワークの実情を勉強し

ているところでもありますが、今後のテレワーク導

入のスケジュールや見通し、所見などをお伺いいた

します。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今後のテレワーク導入につ

いての見通しですけれども、当市が現在利用してい

る校務支援システムはオホーツク管内のほとんどの

自治体が利用しているため、転勤のある教職員には

利用上負担がかからないものとなっております。 

 テレワークを導入するためには、児童生徒の情報

を学校外で取り扱うことになるため、通信に係る機

能やセキュリティーに対応していることが必要であ

りますが、現状のシステムではテレワークに対応し

ていない状況となっており、また共同利用型である

ため、当市で独自に改良することも難しい状況とな

っております。 

 西条市のシステムは校務系とＧＩＧＡスクールを

含む学習系などトータルのパッケージとして導入さ

れており、網走市のシステムとは異なるものと認識

しております。 

 網走市の校務支援システム及びＧＩＧＡスクール

による１人１台端末システムでは、テレワークに対

応するのは難しいと考えておりますが、今後学校に

おけるテレワークの環境整備について検討していき

たいと考えております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 それでは、実際にこのテレワーク

を導入したかった理由に、やっぱり介護のために教

員を続けられなくなったり、子育て中でやっぱりも

う忙し過ぎてやっぱり教員は厳しいなという方もい

たということが背景にあったのですが、実際に網走

市の小中学校の教員、職員の方は何人いらっしゃい

ますか。その中で、子育て真っただ中とか介護しな

ければならない家族がいる方など把握は、校長先生

はある程度御存じかと思いますが、数字として把握

できていますでしょうか。また、中途退職された教

職員の中にこのような理由で退職した方は、わかる

範囲で結構ですので数字はおありでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 網走市立小中学校の道費負

担の教職員数は296名となっております。 

 学校に聞き取りを行ったところ、小学生以下の子

供がいる教職員は約28％、介護しなければならない

家族がおられる教職員は約３％の比率でありまし

た。 

 これらを理由に退職された教職員については現在

のところいないと伺っております。 

○井戸達也議長 澤谷議員。 

○澤谷淳子議員 今のところ、退職に至った方はい

ないということで大変よかったと思います。 

 一応、現在西条市を例に取りますと、西条市では

約850人の教員のうち約500人がテレワークを利用し

てその満足度は非常に高いそうです。生徒に向ける

時間も増えたことと、やはり我が子に接する時間も

持てるようになったという子育て世代と、親の介護

で休職または退職しかないと思ったが安心して自宅

でテレワークができるようになって、夜間土日に職

員室へ出ていかなくても仕事ができる、それだけで

も退職せずに済んだとの声もありました。大事な人

材の流出を防ぐことができているそうです。 

 また、教員自体になる人が、今なり手不足が問題

にもなっているそうなのですけれども、テレワーク

導入で西条市では解消されつつあるとお伺いしてお
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ります。 

 先週、一般会計の補正予算にデジタル推進事業に

予算が委員会通過いたしまして、先ほど古田議員も

質問していたのですけれども、これから推進参与や

フェロー等そういう方が入っていただくようになれ

ば、そう遠くない将来に網走市にも教職員のテレワ

ークが導入されて、いずれは公務員の皆さんへも一

般企業の皆さんへもテレワークを必要とする方には

普及されることを願って、以上で私の質問を終わり

ます。 

○井戸達也議長 村椿敏章議員。 

 村椿議員。 

○村椿敏章議員 －登壇－ おはようございます。

日本共産党議員団の村椿敏章です。 

 最初に、建設石綿給付金についてお伺いします。 

 建設アスベスト（石綿）被害救済のための補償基

金を創設する建設石綿給付金法が今月９日の参院本

会議で全会一致で可決成立しました。国と建材メー

カーの責任を認めた建設アスベスト訴訟の最高裁判

決を受けたものです。原告や弁護団、支援者らが全

ての被害者の救済をと、長年求めてきたもので画期

的なものであります。 

 国が資金の２分の１を拠出し、裁判を起こしてい

ない被害者も補償、救済します。建設業に従事し、

中皮腫や肺がんなどアスベストによる健康被害を受

けた労働者や一人親方、遺族などに病態に応じて

550万円から1,300万円を給付。病状が悪化した場合

は上乗せされます。対象者は推計で約３万1,000人

と言われております。 

 今後の課題としては、建材メーカーの参加に国が

道筋をつけるべきことと、最高裁判決で補償の対象

外とされた屋外工や補償期間外とされた被害者の救

済にも道筋をつけることが求められます。 

 アスベスト被害は発症までに数十年かかるため、

今後も被害の発生が見込まれます。そこでお聞きし

ますが、石綿被害についてや今回の給付金法につい

ての市の認識について伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 石綿給付金法についての

市の認識でございますけれども、国などの責任を認

めた最高裁判所の判決を受けまして、建設現場にお

けるアスベストによる健康被害を救済するため裁判

を起こしていない被害者と遺族も含めまして給付金

を支給する法律が、議員お示しのとおり６月９日の

参議院本会議で可決成立したところでございます。 

 また、給付金の対象は1972年10月から1975年９月

までにアスベストの吹きつけ作業に従事、または

1975年10月から2004年９月までに屋内での建設作業

に従事し、アスベストが原因の肺がんや中皮腫など

になった被害者とその遺族とのことであります。 

 来年度にも制度の運用が見込まれ、症状に応じて

１人当たり550万円から1,300万円の給付金が支給さ

れる法律だというふうに認識してございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 次にお聞きしますが、肺がん、中

皮腫の患者の数について市はつかんでいるのか伺い

ます。 

 また、対象者をつかむ場合、可能性としては呼吸

機能障害認定されている方もいると思います。ま

た、障害認定されていない方もいると思われます。

在宅酸素療法をしている方の人数はわかるのか伺い

ます。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 肺がん、中皮腫の患者の

数についてでありますが、厚生労働省によりますと

当該給付金の支給の対象につきまして、今後30年間

で発症する人も含めおおよそ３万1,000人に上ると

推定しているところでございます。 

 当市における患者数につきましては現時点で把握

しておりませんが、今後労働基準監督署などの関係

機関との情報共有が必要であろうというふうに考え

てございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 労働基準監督署のほうも確認して

いきたいというところなのでしょうが、実際網走市

内の呼吸機能障害認定されている方の人数などはわ

からないのですか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 肺機能といったことで、

障害者手帳の所持というような部分ではわかるかも

しれませんが、それがこのアスベストが原因なの

か、また別な病気が原因なのかというようなところ

の区別は今つきませんので、把握していないところ

でございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 その障害認定されている方の人数

はわかるけれども、アスベストに関わる人数につい

ては把握していないということでわかりました。 

 今もアスベスト被害者は苦しんでおられます。今

回、法案が通ったばかりでこれから対応についても



- 23 -  

協議していくと思いますが、こういう法案を待たれ

ていた被害者の方のことを考えたら、市も今の苦し

んでいる方に寄り添う姿勢を見せるべきだと思いま

す。早期に網走市は周知を図っていくべきと考えま

すが、市の考えをお聞きします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 法律の周知についてでご

ざいますが、給付金につきましては、被害者や遺族

などの申請に基づきまして厚生労働省が設置する審

査会が審査を行い支給が決定されるものと認識をし

ております。 

 厚生労働省は電話相談の窓口を開設し相談の受付

や制度の周知などを進め、被害者の救済につなげる

としております。 

 当市におきましても、これら国の動向を注視しま

して詳細が示された時点で、関係機関及び関係部署

と情報共有しながら市民周知に努めてまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 網走市にかなり建設現場で作業さ

れていた方も多いと思います。関係する方もいらっ

しゃると思います。 

 国が責任を認めた主な職種としては、吹付工、左

官、塗装工、タイル工、エレベーター設置工、サッ

シ工、墨出し大工、防災シャッター工、空調設備

工、ダクト工、保湿工、築炉、練積み工、大工、内

装工、電工、電気保安工、配管工、ブロック工、鉄

筋工、溶接工、解体工、とび、はつり工、現場監督

など、多くの職種の方がいらっしゃいます。ぜひ周

知を図るようお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 次の質問は、子宮頸がんワクチンについてであり

ます。 

 子宮頸がんワクチン、10年前にワクチン接種が開

始され、副反応が確認されて重い障がいに今も苦し

められている20代の子たちがいらっしゃいます。８

年前の６月14日に厚生労働省はそのような副反応が

確認されたことからワクチン接種の積極的勧奨を中

止しました。しかし、昨年10月にパンフレットを作

成し、自治体に対してワクチンの周知を図るよう求

めております。市はこのワクチン接種について、ど

う認識しているのか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 子宮頸がんワクチンにつ

いての市の認識についてでありますが、子宮頸がん

につきましては毎年約１万1,000人が罹患し約2,800

人が死亡しておりますが、患者数、死亡者ともに漸

増傾向にあり、また患者は20代から増え始め30代ま

での治療で子宮を失う方も約1,200人いるというふ

うに認識をしてございます。 

 子宮頸がんワクチンにつきましては、2006年に欧

米で生まれまして、日本では2009年12月に承認、

2010年度から公費助成が開始されており、2013年４

月には予防接種法に基づく定期接種となったところ

であります。 

 一方、接種後の広範な疼痛や運動障害などの多様

な症状が報告されたことに伴い、2013年６月に接種

の積極的勧奨の一時差し控えが発表された経過があ

るものの、現状におきましても医療機関における相

談があるというふうに伺っているところでございま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 厚生労働省のパンフレットによる

と、まれですが重い症状が起きることがあり失神、

リンパ節症、四肢痛、神経系の症状が起こることが

ある。企業が重篤と判断した人は１万人に５人と書

かれています。この数字、市の見解について伺いま

す。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 重い症状が生じることに

関する市の見解でありますが、厚生労働省によりま

すと、ワクチンにつきましては安全性に関する承認

申請が行われ、また予防接種後に健康状況の変化が

見られた事例を因果関係の有無にかかわらず収集、

モニタリングし、さらには収集した情報を定期的な

専門家による評価を実施しているとのことでありま

す。 

 このことを踏まえ、厚生労働省のリーフレットに

はワクチン別の接種後に起こり得る症状や発生頻度

といったリスク、さらには議員お示しの人数などが

記載されているところでございます。 

 接種後の副反応などにつきましては、感染症の分

類に伴うワクチンの種類によってそれぞれ異なるこ

とが考えられますので、一概に比較することはでき

ないというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 このパンフレットに健康被害が起

きたときは法律に基づく救済が行われるとありま

す。しかし、審査された560人中342人が救済されて

いるとなっています。救済されない方も大勢いらっ
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しゃいます。 

 被害者の証言を聞くと、「痛みに何年も悩まされ

て中学、高校生活をベッドで過ごした。一番楽しい

時期を失った。今もなお重い後遺症に苦しんでい

る。そして、これ以上私たちのような被害者を出し

てほしくない」と訴えています。また、被害者が協

力医療機関に症状を訴えても、医師は取り合ってく

れない、ワクチンのせいとは言えないなど、被害者

を悪者扱いするような医者もいるといいます。 

 旭川市のホームページには、「平成25年６月14日

厚生労働省よりＨＰＶワクチンについての積極的な

接種勧奨を差し控えるよう通知がありました。これ

は厚生労働省の検討部会において、ワクチンとの因

果関係を否定できない持続的な疼痛が接種後に特異

的に見られたことから、同副反応の発生頻度などが

より明らかになり、国民に適切な情報提供ができる

までの間は積極的に勧奨しないこととされたためで

す」と、そうあります。 

 また、６月11日にこの内容と同じようなことなの

ですが、ヤフーニュースによると、この主要自治体

の92％で国は積極的に勧めていないと、そういうふ

うにウェブで発信されていると報道されています。

網走市のホームページにはその文章がありません。

なぜ書かないのか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 国からのＨＰＶワクチン

接種を控える通知内容のホームページ掲載について

でありますが、平成25年度に合同開催された第２回

厚生科学審議会ワクチン分科会副反応検討部会、第

２回薬事食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対

策部会安全対策調査会におきまして、ワクチン接種

後にワクチンとの因果関係を否定できない持続的な

疼痛が特異的に見られたため、この副反応の発生頻

度がより明らかになり国民に適切な情報提供ができ

るまでの間、定期接種を積極的に勧奨すべきでない

との厚生労働省からの勧告に基づき、子宮頸がん予

防ワクチン接種の積極的勧奨の差し控えについて、

当市といたしましてもホームページに掲載をしてい

たところであります。 

 しかしながら、昨年10月の定期接種に関する情報

提供に伴う厚生労働省の通知を踏まえ、接種を受け

ましょう、接種をお勧めしますといった内容を含ま

ないよう留意といった部分に配慮いたしまして、ホ

ームページを現状に更新したところであります。 

 なお、対象者及び保護者に対する情報提供の際に

は、厚生労働省が発行している同封したリーフレッ

トにワクチン接種後にワクチンとの因果関係を否定

できない持続的な疼痛が見られたこと、また積極的

な接種勧奨を差し控えていること記載しているとこ

ろでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 ホームページから消したという、

なくなったというのは10月の通知を受けてというこ

とだということがわかりました。 

 今回、網走市、対象者に対して文書を送ったと思

うのですけれども、この文書を送ることについて内

部の論議があったと思いますが、どのような意見が

出されたのか。 

 リスク、推奨しない決定のある中で、なぜ文書を

送付したのか伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ワクチン接種対象者への

文書に関する内部での意見といったことでございま

すが、厚生労働省の勧告に基づき平成25年度以降ワ

クチン接種の積極的勧奨を差し控えておりました

が、昨年10月に厚生労働省から情報提供に伴う通知

があったことから、本年６月１日付で対象者及び保

護者に対しまして医師への相談やリーフレットを参

照し、ワクチンの有効性などを十分に理解した上で

ワクチン接種を検討するよう記載した文書を送付し

ております。 

 市といたしましては、ワクチン接種を積極的に勧

奨するものではなく、今後接種を希望する対象者及

び保護者がおられることを踏まえた上で、情報に接

する機会の確保や正しく接種の検討を判断をするた

めの情報提供というふうに考えているところでござ

います。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 情報提供をしたというところです

ね。 

 しかし、今回お話しされていたワクチン被害者の

声を私も聞いてきたのですが、網走市の方ではない

ですよ、全国で大変になっているという方の声を聞

いたのですが、国を信用して１回目のときに副反応

があっても２回、３回と受けた結果、重い後遺症と

なっております。もっとしっかりとこのワクチンの

ことについて知らされていれば、こんなことになら

なかったと言っています。 

 厚労省がもし直接パンフを送付しても国民はなか

なか信用しないのではないのかと思います。しか
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し、市からこの文書を送られてきたらどうでしょう

か。リスクはあるけれども、市から文書が来たのだ

から今ワクチンを受けると無償でもありますし、補

償もするとある。ワクチンを受けたほうがいいので

はと考える家庭もあると考えられます。その点につ

いてはどう考えますか。 

 この文書を送付しない場合を想定はしましたか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 市から文書が送付された

ことに伴う家庭への影響といった御質問ですけれど

も、文書につきましては先ほどの答弁とちょっと重

複しますけれども、積極的にワクチン接種をまず勧

奨するものではないといったこと、また、対象者及

び保護者に対する情報提供といったこと、接種を検

討する場合には医師への相談やリーフレットを参考

とした判断をお示しする内容であります。 

 市といたしましては、接種を検討する対象者及び

保護者がいることも踏まえ、やはり情報に接する機

会の確保、そして正しく接種の検討、判断をしてい

ただく情報提供として送付したところであります。 

 また、文書を送付しない場合の想定といったこと

でございますけれども、文書につきましては、これ

も同じ答弁になりますが、積極的にワクチン接種を

勧奨するものではなく、対象者及び保護者が情報に

接する機会を確保し、接種するかどうかについて検

討、判断ができる情報提供といった趣旨であり、ま

た、厚生労働省の通知では予防接種法施行令第６条

の規定により対象者等に周知することとあり、また

この周知方法については個別に周知するべきという

ような通知がございましたので、送らないという想

定はしていなかったところでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 送らないという想定はしていなか

ったということですね。 

 この子宮頸がんについてはワクチンだけではなく

て検診で、どちらにしてもワクチンを受けたからそ

れでかからないというわけではなく、その後、二十

歳過ぎてから検診もしてくださいと、そういうこと

も一緒に書かれています。 

 私が考えていたのは、ワクチンの接種について情

報提供をするというのはおおよそわかりますが、一

緒にワクチン接種ばかりではなくて検診についてし

っかりお知らせするのも当然だと思っております。 

 そこでお聞きしますが、子宮頸がん検診の件数、

それから受診率、検査結果について伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 子宮がん検診の件数、受

診率、検査結果の推移といったことでございます

が、子宮がん検診につきましては令和２年度で409

人の方が受診をされておりまして、28年度以降年々

減ってきている現状がございます。これは子宮がん

検診のみならず全体的にがん検診は受診率が減少し

ているというようなことでございます。 

 なお、減少の要因は把握できてはおりませんが、

今年度からメールによる検診の受付を開始したとこ

ろであり、今後におきましても、これら周知そして

受付方法などにつきまして研究をして受診率アップ

につなげたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 年々減っているというところで、

改善をしていきたいというところは理解しました。 

 今回、ワクチンの情報提供をしているわけですか

ら、併せて子宮がんの発生状況、発見年齢や治癒率

など、このがん検診のことも周知していくべきだと

考えますが市の見解を伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 情報提供の在り方といっ

た御質問であろうかと思いますけれども、がん検診

受診者の推移や結果、また検診でがんが見つかった

人数につきましては、これまで全戸配布のチラシで

お示しした経緯も、経過もございます。 

 今後におきましても、がんに関する正しい知識の

普及啓発を図るともにがんの早期発見、早期治療を

目的といたしまして、検診の必要性なども含め周知

の工夫に努めてまいりたいと考えてございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 次の質問に行きます。 

○井戸達也議長 ただいま村椿議員の質問の途中で

すが、ここで暫時休憩いたします。 

 再開は午前11時15分とします。 

午前11時06分休憩 

午前11時15分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 村椿議員の質問から。 

 村椿議員。 

○村椿敏章議員 次にお聞きするのは、市営住宅の

現状についてです。 

 30代、40代で入居した夫婦と子供の家族が住み続
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けて子供は独り立ちし、妻や夫が亡くなり、一人で

暮らしているお年寄りの方が３階や４階に住んでい

るケースがあると聞きます。高齢になり足腰が弱ま

り、階段を上り下りするのが大変で１階に住み替え

を希望する方も多いのではないかと思います。 

 そこで市営住宅の入居状況についてお聞きします

が、世帯用住宅に一人で住んでいる人は何人いるの

か伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 市営住宅の入居世帯数に

ついては、昨年度末において1,272戸であり、世帯

用住宅に入居されている世帯は884戸で、そのうち

単身で入居されている世帯については263世帯とな

っております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 その場合、市はどのように対応し

ているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 世帯向け住宅に単身で入

居されている方については、網走市営住宅の住み替

えに関する要綱に基づき単身向け住宅に住み替えが

でき、また加齢や病気などにより階段の昇降など日

常生活に支障のある場合などについても住み替えの

対象となっております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 住み替えの意向の調査はしている

のか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 意向調査については特に

意向調査は実施しておりませんが、入居者への周知

については入居時に配布している住まいのしおりで

住み替えの対象について記載しているほか、年１回

の収入申告時において同居者の移動等で該当者の把

握には努めているところでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 住み替えの希望者にはどのような

対応を行っているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 住み替えを希望する方に

つきましては、随時相談を受け付けている状況でご

ざいます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 それでは、その住み替えを希望す

る人は年に何件あるのか。また、実際住み替えは何

件行われているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 直近３年間の住み替え希

望数についてですが、平成30年度が２件、平成31年

度が５件、令和２年度が４件となっておりまして、

これら住み替えの希望者は全て各世帯の状況に応じ

た住宅への住み替えを行っていただいております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 ２件、５件、４件と、希望者の件

数は年４件程度で少ないなと思いますが、その少な

い理由、どんな理由が考えられるのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 該当者に対して相談件数

が少ないことについては、近隣入居者とのコミュニ

ティーを維持したいことや部屋に対する思い入れな

どが主な理由と思われております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。 

 次の質問ですが、まず市全体のことについてお聞

きしますが、１戸建てで高齢者のみの戸数、網走市

内全域で高齢者のみの戸数、住所ごとに何戸あるの

か。潜在的に将来公営住宅に入居を希望する人も増

えてくるのではと思いますが、見解を伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 住所ごとの戸数は把握は

しておりませんが、平成29年度に策定した網走市住

宅供給計画の中で、持家に居住されている高齢者の

みの戸数は3,310戸でありました。また、そのうち

持家に住む高齢世帯の公営住宅へのニーズについて

ですが、アンケートに算出した推定戸数ではありま

すが、363戸でありました。一定程度のニーズはあ

ると考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 363戸と想定しているということ

ですが、そういう意味でいうとかなり多いと思いま

すが、今の市営住宅を高齢者住宅として改修が必要

だと考えますが見解を伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 既存の世帯向け住戸を高

齢者向けに改修することについては、建設当時の住

戸面積の制限がある中で、車椅子にも対応可能なバ

リアフリーとするための通路やトイレの拡幅など間

取りの変更を伴う大規模な改修となり、多額の費用

が必要となることから現状では困難と考えておりま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 
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○村椿敏章議員 難しいということですが、バリア

フリーは対応したほうがいいとは思いますけれど

も、それにはお金がかかって難しいと。 

 今、高齢者の方が大変苦しんでおられるのは階段

の上り下りであります。そんな大変な状況も考え

て、エレベーターの設置は検討できると思うのです

が、検討できるか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 エレベーターの整備につ

いては、長寿命化計画に基づき令和３年度について

はつくしヶ丘６丁目８の１号棟で24戸、令和４年度

においては同じくつくしヶ丘６丁目８の２号棟24戸

についてエレベーターの設置をすることとしており

ます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 わかりました。つくしの２棟でエ

レベーターが設置されるということ、わかりまし

た。 

 一方、大曲市営住宅についてなのですが、こちら

のほう建設後25年から30年経過しております。高齢

者も多くなっていると思います。入居者の年齢や世

帯構成はどのようになっているのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 大曲団地は１丁目、２丁

目を合わせ21棟366戸が整備されております。令和

２年度末の状況では、大曲団地の入居世帯294世帯

のうち60歳以上の高齢者世帯は171世帯となってお

ります。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 そのうち高齢者向けの住宅は何件

あるのか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 大曲１丁目団地の76戸に

は高齢者向け住宅はございませんが、大曲２丁目団

地290戸には高齢者向けの住宅が114戸整備されてお

ります。また、そのうちシルバーハウジング住宅は

30戸となっております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 大曲のエレベーターの設置率は幾

らか伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 大曲団地でのエレベータ

ーの設置についてですが、大曲２丁目の６階建ての

１棟45戸で整備されておりまして、戸数に対する整

備率は大曲地区については12.3％となっておりま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 かなり低いなという印象です。 

 私、この間、大曲１丁目の空きの多い住宅につい

ても質問はしてきたわけですが、１棟空けて改修し

たほうがいいのではないかということも言ってきま

した。同じように、今回これだけ１丁目で空いてい

る状況であるわけですから、１棟を空けて住み替え

をしていただいて、エレベーターを設置する工事、

こういうことも検討してはいかがかなと思いますが

伺います。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 大曲１丁目団地は６棟の

３階建て住宅がありますが、造りとしては１棟に２

か所の玄関と階段があり、それぞれの階段に６戸が

接する造りの、いわゆる階段室型の住棟であること

から、エレベーターを設置することについてはその

費用や効果の観点から困難であると考えておりま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 困難だというところはわかります

が、何らかの改善をしていかないと、このままでは

減り続けていく一方なのではないかと思います。 

 どのような検討をこの間してきているのか伺いま

す。 

○井戸達也議長 建設港湾部長。 

○吉田憲弘建設港湾部長 昨年度においては、８戸

に対し随時募集を行い１世帯が入居された状況であ

ります。また、新たに住み替えにも対応可能な階段

の昇降に支障のない１階の住戸も随時募集に含めま

して、当面入居者の募集を継続することで対応して

まいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 １階の随時募集も始まったという

ことですが、いいことだなと思います。 

 しかし、募集をしても入居者がいないということ

は、世帯向け住宅に単身者が入れないことや設備が

古いことなどもあると思います。 

 何度も言っておりますが、入居者の声も聞いて、

今後制度の見直しなど検討を進めていただきたいと

思います。 

 市営住宅についてはこれで終わります。 

 次の質問に移ります。 

 給食調理場の集約化についてです。 

 今回の教育委員会が進めようとしている集約化、
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白鳥台小学校、東小学校の給食調理場をなくして南

小学校に集約する。また、呼人小中学校をなくして

潮見から搬送するという計画ですが、３月議会で否

決されたものと何も変わらない。議会で議決された

ものを今回も考えているのは、それを否定するもの

だと思います。 

 議会での議論について教育委員会はどう受け取っ

ているのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 令和３年度一般会計予算案

が一部修正の上、可決されたことにつきましては、

非常に重く受け止めているところでございます。 

 しかしながら、給食調理場の現状につきまして

は、これまでも議会の中で議論されてまいりました

が、小規模調理場の課題についてはできるだけ早く

解決すべき課題と認識しており、学校給食を安定的

に運営できる体制を構築することが急務であると考

えております。 

 調理等を業務委託するという市教育委員会の基本

方針に変更はございませんが、議会での議論経過を

踏まえ当初計画を変更し、小規模調理場が抱える課

題を解消するために集約を進めることとし、現在保

護者や関係者、市民の皆様へ計画変更の経緯を含め

説明を行っているところでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今回の説明、保護者に送っている

説明文書では、委託をしない方針を明確にしたとい

うことはわかりますけれども、しかし、集約化の内

容は３月議会と同じものであります。集約化して

も、集約化をしなければ解決できない、そういう教

育委員会の方針なのだと思いますが、５月に今回所

管事務調査を行った結果わかったのは、調理員が集

まらないということだけではなく、調理員が辞めて

いく原因となる休暇の問題や食材の確保、養護教諭

の負担について出されました。それを解消するため

に集約化といいますが、まだまだ取り組めることが

あるのではないかと私は印象を持ったところです。 

 網走市はこの間、これらの問題に対して具体的に

何を取り組んできたのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 小規模調理場の問題につい

てでありますが、調理員の確保や食材調達、養護教

諭を含めた学校職員の給食事務の負担については、

できるだけ早く解消すべき課題として認識している

ところでございます。 

 調理員の安定確保については、まずは小規模調理

場を大規模調理場に集約し、スケールメリットを生

かせる一定数の調理員を確保することが必要である

と考えております。その上で、調理員の定着促進が

重要であることから、引き続き職員研修等の充実を

図ってまいりたいと考えております。 

 まだまだ取り組めることがあるのではないかとい

う御指摘ですが、このことは調理員を含む職員団体

と時間をかけて話し合い合意した内容であり、集約

化による小規模校における学校職員の給食に係る負

担も軽減できるものと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 私の質問の答えになっていないと

思いますが、この調理員の不足について、どのよう

なことをこれまでやってきたのかについても当然答

えていただきたいと思いますし、まずはそこについ

て。この集約化が全て解決できるのだという答えに

しか今なっていない。これから、何を今やっている

のか、そこについてお答えいただきたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 これまでの取組ですけれど

も、調理員が不足している状況から募集活動を行っ

てきたところでございます。 

 さらに、現在働いておられる方々が長く働いてい

ただけるよう環境整備を含め、さらには職員の仕事

に対する講習なども行ってきたところでございま

す。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 そのようなこともしてきていると

いうことですね。 

 その結果、どのようになっていくのかということ

は想定されていますか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今、職員募集を行っており

ますけれども、なかなか人が集まらないという現状

には変わっていないような状況となっております。 

 それで、このたび小規模校を大規模校に集約化す

ることによりまして、そのスケールメリットも活用

して調理員を一定程度確保し、それで余裕を持った

形で今後さらに職員の働き方など検討しながら進め

ていきたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 募集もしているというのは私もホ

ームページで見ております。 
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 その中でもやっぱり集まらないというのがあると

思うのですが、実際この間何人募集をかけたところ

で採用してほしいという方がいらっしゃったのか伺

います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 ３月に予算が一部修正され

た後、すぐにまた継続的に募集公告を出したりしま

して、そのときに１人来ていただきまして採用して

おります。残念ながら、その方は事情がありまして

１か月少しで退職されております。 

 その後もチラシは出しておりませんけれども、公

告掲載をさせていただきまして、２名の方に来てい

ただきまして面接をしてきた経過でございます。し

かし、今回につきましてはこの２名の方は条件等が

合致しませんで、残念ながら採用には至らなかった

という状況となっております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 その２名出していただいたけれど

も、採用にはならなかったということですね。なぜ

採用にならなかったのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 そこは面接した結果、いろ

いろな条件がかみ合わず採用にはならなかったとい

うことです。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 その中には、男性の方はいらっし

ゃいますか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 男性の方は１名おられまし

た。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 男性の方がいたということなので

すが、網走の学校給食の調理場は今着替える場所と

か、そういうところでいくと、女性しか着替えられ

るような場所がないと、そういうことも、そういう

問題もあると思うのですね。男性を募集して男性も

入れるような、そういう職場に変えていくことも当

然検討していくべきだと思いますが、今回の集約化

の中で南小学校の調理場の改修の中に休憩室などの

改修もあったのですが、そこの中には男性の着替え

る場所とかそういうことは考えていたのでしょう

か。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 残念ながら否決されまして

現実には日を見ることはなかったのですけれども、

計画の中には一部男性の更衣室も考えていたところ

でございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 給食に関わる方、女性だけではな

くて男性も関われるような、そういう見直しもして

いくべきだと思います。その辺についてはよくわか

りました。 

 あと、食材の確保とか養護教諭の負担については

お答えいただいていなかったのですが、それについ

てはいかがですか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 学校給食を活用した食育の

推進についてでございますけれども、食材の活用も

含めてですけれども、議員御存じのとおり、当市の

小中学校給食は網走産小麦を使用したパンなど地場

産、道内産の食材を優先的に取り入れた給食を実施

しているところでございます。 

 また、関係機関との御協力と連携により網走なら

ではのクジラや行者菜、あばしり和牛も利用し、さ

らには生産者による講話なども実施してきていると

ころでございます。 

 このような取組は伝統的な食文化の継承につなが

り、将来にわたっても児童生徒の心に残り、ひいて

は網走市の魅力が継承されるものと思っておりま

す。引き続き、道内産、網走産の食材を活用した給

食を提供するとともに、網走における食育を推進し

てまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 先ほど小規模調理場の問題につい

て質問させてもらったのですね。 

 白鳥台小学校では食材を確保できなくて、学校の

先生がまた買いに行くとか、そういう話もありまし

た。その点について、何を教育委員会は改善しよう

としてきているのか、その辺について伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 食材の確保につきまして、

一部学校で他の地域から仕入れたりというような状

況がございますけれども、そこにつきましては、小

規模校の大規模校への集約が進むことによって改善

されるものというふうに考えております。現在のと

ころは何も変わっている状況ではないです。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今のところ食材の確保については

できていないと。今の現状からは変わってきてはい

ないということを理解しました。わかりました。 
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 あと同じように、養護教諭への負担ですね。これ

についても問題として出されていたのですけれど

も、この点についてはどんな改善法というか、そう

いうことを考えているのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 学校事務職員とか養護教諭

の給食に関わる事務の負担とかがございます。それ

につきましては、できるだけ早く解決しなければな

らない課題だというふうに考えているところです。 

 教育委員会としましては、小規模校の大規模調理

場への集約と併せまして、公契約につきましても早

急に検討していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 公契約というのは給食費の徴収に

ついて公契約でやろうと考えているということでし

ょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 失礼しました。 

 公契約ではなくて公会計ですね。公会計。 

 給食費の徴収とかそのような事務も市のほうでや

るという、公会計のほうに変えていくということを

検討していきたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 次の質問に移ります。 

 食育推進計画についてです。 

 網走市の食育推進計画には学校給食は子供の健康

の保持・増進のほか、食に関する指導を効果的に進

める上での生きた教材として教育的意義が大きい、

網走産小麦、クジラ、行者菜、和牛、ふるさと給食

など多彩に行われていることが書かれております。 

 網走の食材を活用した食育の推進、発展させるこ

とこそ網走市のまちづくりにつながると思いますが

御見解を伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 先ほど食材調達のところで

もお話しさせていただきましたけれども、議員今お

っしゃられたとおり、当市の小中学校では網走産小

麦を使用したパンや地場産、道内産の食材を優先的

に取り入れた給食を実施しているところでございま

す。 

 また、関係機関の協力と連携により網走ならでは

のクジラや行者菜、あばしり和牛なども利用し、さ

らに生産者による講話などを実施しまして、食育を

行ってきているところでございます。 

 このような取組は伝統的な食文化の継承につなが

り、将来にわたって児童生徒の心に残り、ひいては

網走市の魅力が継承されるものと考えているところ

でございます。引き続き、道内産、網走産の食材を

活用した給食を提供するとともに学校における食育

を推進してまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 網走の給食に使っている材料です

ね、非常に食育につながっているということ、私も

感じます。これをやはりどんどんやっていくべきだ

と思います。 

 そんな中、白鳥台小学校では地元で取れた野菜、

魚を使用したりして生きた食育となっています。こ

ういった活動を発展させることが網走の独自性を発

信できる非常にいいことだと思います。そして、地

域と一体となって子供たちを育てていく、これこそ

コミュニティ・スクールなのではないかなと思って

おります。 

 今、網走はコミュニティ・スクールというものを

進めておりますが、今回の学校の給食の集約化、こ

れは呼人小中からなくなったり、白鳥台小学校から

なくなったり、東小からなくなったり、給食調理場

がなくなるということは、そのコミュニティ・スク

ールの反対方向に進むことにつながることではない

かと思いますが見解を伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 コミュニティ・スクールと

給食の集約化の方向性についてでありますが、地域

住民や保護者等によって構成される学校運営協議会

はコミュニティ・スクールの目的を共有し、校長が

作成する学校運営の基本的な方針についての承認を

行うことや学校運営全般について教育委員会、校長

に意見を述べること、教職員の任用に関して教育委

員会に意見を述べることができるものでございまし

て、保護者や地域住民が一定の権限と責任を持って

学校運営に参画することにより、学校と地域の人々

が目標を共有し、共に行動する関係を構築すること

が期待されるところでございます。 

 コミュニティ・スクールを推進していくことと学

校給食調理場の一部集約化につきましては別の問題

であり、たとえ集約化され給食調理場がなくなった

としても引き続きコミュニティ・スクールを推進

し、質の高い持続可能な教育活動を目指してまいり

たいと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 



- 31 -  

○村椿敏章議員 この間、コミュニティ・スクール

の議論というのですかね、今言うのはコミュニテ

ィ・スクールと給食の集約化は別のものだとおっし

ゃいますが、コミュニティ・スクールでは給食につ

いて議論などはされたのでしょうか。どんな議論が

されたのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 コミュニティ・スクールで

の給食についての議論についてでありますが、今ま

でにこの給食調理場の集約化に関わる議論がなされ

た経緯についてはございませんが、ＰＴＡ役員会説

明会や保護者説明会を通して御意見を伺ってきたと

ころであり、今後も引き続き必要な説明を行ってま

いりたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 そのコミュニティ・スクール、地

域をどうやってつくっていくかというところも大事

な点だと思うのですよね。そういうところで議論が

ないというのは私としては驚きであります。 

 子供たちは給食を楽しみにしています。調理員さ

んとの交流もあります。それが、調理場がなくなっ

て調理員さんもいなくなる、これはまた地域にとっ

て非常に影響が大きいのではないかと思います。集

約化による体制の変化、子供たちの給食の流れが今

後どう変わっていくのか。コミュニティ・スクール

だってこういうことを考える場なのではないかと思

います。市はそこについて説明すべきだと思います

し、地域に及ぼす影響についても考える必要がある

と思います。 

 あと今の白鳥台小学校や呼人小中学校、東小も小

規模校ということですが、小規模校には小規模校の

よさがあると思うのです。人数が少ないので、他の

学年と遊ぶこと、またみんなが仲よく名前もみんな

覚えられる、恥ずかしがり屋の子供が中に入れない

こともない。そういうことから例えば転校を希望す

る不登校の児童を受け入れることもいいのではない

かと思います。子供たちも増えますし、網走のよい

ところが発信できると思いますが見解を伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 市内小中学校の校区指定に

つきましては、居住地により通学する学校を指定し

ておりますが、不登校の理由について一定の配慮が

必要と判断された場合には、指定外区域の学校へ通

学することは認められているものでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 市内の子供たちについては通学区

域が変わっても学校を変えることができるという今

の答えだったと思うのですが、網走市外から子供た

ちを受け入れる、そういうことも検討してはどうか

ということなのですがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 網走市立小中学校につきま

しては、網走市内に住民票がある方、住んでおられ

る方が通う形になりますので、市外の方が直接こち

らのほうに入学されるということは教育委員会のほ

うでは認めてはいないところでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今のところそういう方策は取って

いないと。ただ、方策というか、そういう決まりに

はなっていないということですね。決まりの中では

市民が学校を移ることはできるけれども、市外の方

が入るということは今のところできないということ

ですね。そこについてはわかりました。 

 ぜひ市外の方も受け入れられるような、そういう

ことも検討していただきたいなと私は思っていま

す。 

 そこで、今回の集約化計画では、東小から栄養教

諭がいなくなります。今は生徒たちと一緒に給食の

食事指導していると聞きますが、この辺について集

約化でどう変わるのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 集約化後の給食の食育指導

についてでございますけれども、各学校におきまし

ては学級担任、それから栄養教諭、養護教諭などが

給食学習教材、体験施設を活用した総合的な食育指

導が行われておりますが、栄養教諭が配置されてい

ない学校におきましては、現在も他の栄養教諭が配

置されている学校からの派遣により栄養教諭が授業

を行っているため、児童生徒に対する食育指導に影

響が生じることはないと考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 影響はないということですけれど

も、やっぱり学校にいるかどうかでまたその辺も変

わってくると思うのですよね。 

 地産地消の取組について、今回、網走の給食の懇

話会で学校給食にオーガニック野菜の利用はどうか

ということが出されていたと思いますが、オーガニ

ックにしたらどうだということも出ていたようです

が、それについて検討はしていかないのか伺いま

す。 
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○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 学校給食でのオーガニック

野菜の利用についてでございますが、学校給食の食

材の調達につきましては１食当たりの給食費が定め

られている中で、大量の食材確保とその単価の抑制

が必要であり、安定的に給食を提供するためには、

これらの条件を満たすことができる流通経路が確保

されていることが重要な要件となっております。 

 現在の学校給食で使用している比較的冷涼な地域

で作られた野菜は安心・安全と認識しております

が、今後におきましても給食費の中で賄うことがで

き、かつ必要数が確保できる安全・安心な食材の確

保に努めてまいります。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 オーガニック野菜はなかなか調達

が難しいという部分は理解します。ただ、今国のほ

うもだんだん変わってきていまして、農水省では有

機農産物安定供給体制構築事業というものが昨年度

からできています。それは無農薬また有機肥料の、

そういう産地を育成するものであります。 

 ここには新規就農者も入れる、そしてベテランの

農家さんも入って、そして有機肥料の産地をつくっ

ていこうというものなのですが、これについて検討

していく必要もあると思いますがいかがでしょう

か。 

○井戸達也議長 農林水産部長。 

○川合正人農林水産部長 オーガニック野菜につい

てということと、今、農林水産省のほうでの取組と

いうことですが、今、農林水産省のほうでも地球温

暖化等がございまして、みどりの食料システムとい

うのができてきておりまして、今その実行について

議論されているところであります。 

 そういうところもありまして、今後オーガニック

野菜というのも、有機野菜ですか、というのも増え

てくるものかという方向性ではあると思いますが、

今後そういった動向を見ながら網走市の畑作の形態

ということも考えて、いろいろな新規就農というの

はオーガニック野菜に限らず違うもので、畑作、酪

農のほうでもありますので、そういうところも複合

的に考えながら農業のほうは取り組んでいきたいと

いうふうに考えております。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 網走でもそういう産地ができてく

るというのも大事だと思いましたので、質問させて

いただきました。ありがとうございます。 

 次ですけれども、今回、委託はしないで直営で行

うということですが、この間の議論では委託を前提

にした集約化とはっきり言っております。今の答弁

にもあったように、その方針は変わっていないとい

うことです。 

 しかし、第４次行革には委託する施設のところに

給食調理場はありません。行革に入っていないの

に、なぜ委託する考えになったのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 行政改革推進計画と給食調

理場の集約の関係でありますけれども、市ではこれ

までも社会情勢の変化や国の通知などを総合的に判

断し行政運営、組織体制の見直しに取り組んできた

ところでございます。 

 第１次行政改革推進計画が作成された以降は、あ

らゆる事務事業に聖域を設けず行財政の見直しを行

ってきましたが、現在継続している現業職員の退職

不補充は平成19年総務省通知による、いわゆる給食

調理員を含む技能労務職員等の給与等の見直しに向

けた取組方針に基づくもので、市の取組方針でもア

ウトソーシングを含めた組織機構の見直しを明記し

ているところです。 

 お尋ねの学校給食調理場の組織機構の見直しで

は、平成14年度に仕様書に共同調理場を設けて、第

二中との親子給食を開始し、平成21年度には東小と

第四中、西が丘小と第五中に親子給食方式を拡大し

たところでございます。 

 さらに、教育委員の会議では平成21年から23年度

にかけて学校給食調理体制の在り方の検討を進め、

市では平成23年度に学校調理場の運営方針を定めて

大規模調理場への集約を図ることを決定いたしまし

た。 

 第３次行政改革推進計画には記載がございません

が、この方針に基づき平成24年度から網走小学校と

第一中学校、南小学校と第三中学校で親子給食方式

を導入しております。 

 行政運営、執行体制を変更する際には、行政内部

の合意形成の一つとして職員団体との話合いと合意

を図った上で提案をしてきております。 

 学校給食調理体制につきましては、秋に行われた

職員団体との話合いの場でも毎年取り上げられてお

り、提案した内容は平成30年７月４日に合意された

ものでございます。 

 このような経過から、国の通知に基づく取組方針

及び学校調理場の運営方針を踏まえて当初計画を変
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更し、小規模調理場の抱える課題の解消のために集

約を進めることとし、現在保護者などへ説明を行っ

ているところでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 この４次行革についてはそのよう

な答弁になるのかなと私も思いますが、この総務省

通知、平成19年に行われた総務省通知というのはど

のようなものなのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 総務省の通知でございます

けれども、これは平成19年７月６日付、総行給第61

号で、総務省自治行政局公務員部長から各都道府県

知事、それから各指定都市市長に出された技能労務

職員等の給与等の総合的な点検の実施についてとい

う通知となっております。 

 内容につきましては、公務員給与について、特に

民間事業者と比べて水準が高いとの指摘がある地方

の労務技能職員をはじめとして地域の民間企業をよ

り一層反映させることとし、可能なものは平成20年

度からの実施に取り組むことなどが指摘されている

ものです。 

 また、安定した質の高い行政サービスを提供する

ためアウトソーシングも含めた組織機構の見直しな

どを検討することを求めているものでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 アウトソーシングを考えろとい

う、そういう通知ですね。 

 あと高い行政サービスをというところも書かれて

いたと思うのですが、今の学校給食については高い

行政サービスになっているのではないのかなと思い

ます。そこを見直すというのも給料の部分があった

のかと思いますが、まだまだこの通知のそのままで

行くというのも私は疑問だなと思います。 

 第２次行革のときには、民間に業務委託すること

を前提に検討する業務として、公園や道路維持業

務、学校用務員業務、学校給食業務が入っていまし

た。しかし、平成23年度からの第３次行革には民間

へ委託する、委託を拡大する施設というのにも学校

給食業務は入っていません。そして、先ほど言った

ように、第４次行革にも民間委託を検討する業務に

は入っていないわけです。 

 市は今まで現業職員の退職者不補充という形で今

の総務省の通知に基づいている部分もあるのかなと

若干思いますが、正職員を減らし続けて嘱託職員、

臨時職員を増やして、今は会計年度任用職員です

が、正職員と同様の仕事をしながら給料は安く抑え

られてきました。 

 一方で、小規模調理場には会計年度任用職員しか

いない状況で責任も重大であります。だから長年勤

めてきたベテランの方が新人を厳しく指導するのも

理解することはできます。そうしたことで辞めてい

く方も多いと聞きます。そうやってきた結果、今ま

での直営の業務が今困難になってきているというの

が現状だと思うのです。 

 新しく入ってきた方、その方々への研修はやはり

必要なのではないかと思います。そして、今の行革

の方針を見直して、委託する職場になっていないの

であれば今のベテランの会計年度任用職員を正職員

として採用し、今の学校給食、維持できるようにす

ることが問題の解決に向かうと思いますが見解を伺

います。 

○井戸達也議長 教育長。 

○岩永雅浩教育長 －登壇－ 議員から行政改革推

進計画の点についても繰り返し質問がされておりま

すけれども、例えば行政改革推進計画が策定をされ

ていないときでも、ダイオキシン問題に伴って学校

などでごみ焼却ができなくなったために廃棄物の排

出が増大をし、八坂最終処分場の延命が大きな課題

となった際には、容器包装リサイクル法の成立を見

越して中間処理方法を変更し、平成10年度からは資

源物以外の一般廃棄物の収集運搬業務を民間に委託

をしたという経過がございます。 

 また、これは一般廃棄物の収集運搬の方法やルー

トなど業務のノウハウを民間に移譲するとともに、

従来は業務委託していた粗大ごみを含め、資源物の

収集運搬業務など新たな行政課題となった分別リサ

イクル部門を直営で担ったものでございます。 

 その後、資源物の収集運搬ルートの方法やルート

などの業務や分別、リサイクル業務のノウハウも蓄

積をし、平成19年には収集運搬業務全てを民間に移

譲した経過がございます。 

 御承知のとおり、資源物や一般廃棄物の収集運搬

業務は現在も民間事業者によって円滑に行われてい

るところでございます。 

 また、高度成長期に整備をされた道路や公園など

の維持補修、更新に費やす負担が増大し、これを新

規投資の抑制や経費削減により対応してまいりまし

たが、長期的な視点に立って予防保全を徹底するた

め、これまでのノウハウを民間に引き継ぎ、事後保

全に関わってきた民間事業者のノウハウを最大限活
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用するため、平成30年度から事後保全業務を全面委

託したという経過もございます。 

 このように第１回定例会に提案した給食施設の整

備事業は、第４次行政改革推進計画に示す人口減少

社会に対応した質の高い行政サービスの提供の実現

に向けて、これまでと同様に安全な給食を確実かつ

効率的に、継続的、安定的に提供するために小規模

調理場が抱える課題を解消することを目的として、

児童生徒数が減少していく、労働人口も減少してい

く、そういった社会情勢の変化や国の通知などを含

めて総合的に判断したものでございます。 

○井戸達也議長 村椿議員。 

○村椿敏章議員 今の答弁では、民間のノウハウを

生かして困難を打開していきたいというところだと

思いますが、今の学校給食の調理業務については、

今まで網走市がしっかりと築いてきたノウハウがや

っぱりありますよね。それをやはり民間のノウハウ

もとは言いますが、網走の今のノウハウを生かし

た、これを続けていくことをもっと考えるべきだと

私は思っているのです。 

 議会の意思は今回一旦立ち止まって議論を尽くす

ということであります。今後、先日の文教民生委員

会でも所管事務調査を行っていきましょうという委

員からの要望がありました。今後しっかりと議論し

ていかなければならないと思っております。 

 ぜひ教育委員会にも、それから網走市にも今の学

校給食をどう続けていけるか考えていただきたいと

思います。 

 質問を終わります。 

○井戸達也議長 ここで昼食のため休憩いたしま

す。 

 再開は午後１時とします。 

午後12時11分休憩 

午後１時00分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

一般質問を続行します。 

立崎聡一議員。 

 立崎議員。 

○立崎聡一議員 －登壇－ 志誠会の立崎でござい

ます。 

 質問に入ります前に、新型コロナウイルスの影響

を受けている方に心からお見舞申し上げます。 

 そして、先ほど澤谷議員もおっしゃっていました

けれども、新型コロナウイルスと向き合って御苦労

されている医療関係者の皆様、それからコロナワク

チン接種に関し、その業務に携わっている医療従事

者、それから市職員、全ての人に感謝するととも

に、準備段階から接種、今後のスケジュールに至る

までスムーズに取り進められていることを大変あり

がたく、また頼もしくも感じております。本当にあ

りがとうございます。今後も引き続き、対応のほう

よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、早速質問に入ります。 

 安心・安全な給食の提供は市民全員の思いであ

り、願いであるというふうに思います。３月の議会

では、一度立ち止まり、より議論を深めるというこ

とを議会の意思で表明されました。 

 その後、私ども会派では独自の学校現場へのヒア

リング、給食調理業務の委託を全国各地で受けてい

る複数の民間事業者との意見交換の実施、さらに子

育て世代保護者の皆さんからの意見聴取を行ってき

ました。 

 また、議会においても所管の文教民生委員会が所

管事務調査を行い、小規模校での調査を実施、私も

委員外議員として参加させていただき、内容も承知

しております。 

 それでは、今日は３月議会終了後から現在に至る

までの独自の調査の取組も含めての視点で質問をさ

せていただきます。 

 今回、所管事務調査に参加させていただき、教育

委員会、学校関係者、ＰＴＡなど現場の声を聞かせ

ていただきました。 

 給食調理員の状況、食材の納入などの変化等はあ

りましたか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 小規模校における給食調理

場の状況は二、三名の調理員で運営しており、病気

休暇などを取得するときの代替職員も他校と兼務し

ている状況であり、給食調理員の突発的な休暇には

対応しにくい状況となっております。 

 また、食材の調達に関して、一部の学校において

地理的要因により地元業者からの仕入れが難しく、

隣町から食材を仕入れている状況があるなど、小規

模校の給食の安定供給に不安を抱えている状況に変

化はありません。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 小規模校の問題については理解さ

せていただきました。 

 給食調理員の休暇、代替調理員の確保や食材提供

業者の高齢化による搬送業務低下及び欠品、小規模
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校ゆえに購入材料の単価の上昇、つまりは給食費の

上昇、これだけ見ても給食調理場を集約することに

より解決される道はあるのかなというふうに私たち

は考えます。 

 小規模校の調理場を直営で維持することのリスク

も考慮すると、集約が望まれると考えます。集約は

課題解決につながる方法であると思います。できる

限り速やかに着手すべきと考えますがいかがでしょ

うか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 教育委員会では３月の第１

回定例会における修正議決につきまして非常に重く

受け止めておりますが、小規模調理場を大規模調理

場に集約し、安定的な給食提供体制の構築が必要で

あるとの認識は変わっておりませんので、議論経過

を尊重し保護者などへの説明会を行ってまいりまし

た。 

 緊急事態措置宣言中は実施できませんでしたが、

昨日から保護者説明会を再開しておりますので、で

きるだけ早く条件を整え、必要な予算を提案させて

いただきたいと考えております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 昨日からもう既に動いていらっし

ゃるということで、なるべく早い対応が望まれるの

だろうなというふうに思います。 

 集約に関しまして、集約した場合のメリットとデ

メリットについてお聞きしたいと思います。 

 メリットに関しては、さきにもお話ししたとお

り、小規模校における最低限の課題解決につながる

ことは非常に大きいのかなというふうに思います。 

 反対もお聞きします。温度管理を含めて給食の質

の低下はどうでしょうか。 

 よく言われることは、冬季間の給食を運ぶときの

温度管理、移送中の温度変化についてはどのように

解決していくのか。また、輸送体系、輸送時間、検

食時間等が出来上がりから児童生徒の口に届くまで

２時間給食という言葉がありますが、集約によって

その辺は対応をしっかりできるのかどうかお尋ねし

たいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 給食配送中の温度変化につ

きましては、新たな保温食缶とそれを入れて運ぶコ

ンテナを購入し、温かいうちに配膳するよう最大限

配慮したいと考えております。 

 配送時間につきましては、計画する３つのルート

全てにつきまして経由する学校の時間を含め、20分

で配送する計画を立てております。 

 また、給食の出来上がりから児童生徒の口に届く

までの時間は、校長による検食の時間を含め１時間

強と考えており、いわゆる２時間ルールを大幅に下

回る時間となっております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 保温食缶なのですけれども、これ

多分試験的に導入されていると思うのですが、一部

の市民の方から保温食缶で運ばれたときと今まで使

っていたものとの差がすごくあって、これはいいも

のだ、早く保温食缶にしていただきたいという声は

頂いております。 

 まず、そこはよくわかりました。 

 次に、学校給食調理員の安定確保についてお尋ね

したいと思います。 

 引き続き、問題視されることになっていくと予想

されます。 

 労働世代の人口減少は避けられない問題でありま

す。これはどんな業種でも例外ではありません。し

かし、黙って手をこまねいているわけにもいかず何

らかの対策を取らなければなりません。 

 働く方にやりがいや喜び、給食調理業務から感じ

取っていただけると幸いだと思います。 

 今後、給食調理員、これは代替調理員も含めまし

て、安定確保の方向性はどのように捉えていらっし

ゃるのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 給食調理員の安定確保につ

きましては、まずは小規模調理場を大規模調理場に

集約し、スケールメリットが得られる一定数の調理

員を確保することにより、小規模調理場が抱える問

題を解消することが重要と考えております。 

 さらに調理員の定着促進が必要であることから、

効率的な調理手順の工夫など職員研修等の充実を図

ることにより、働きやすい職場環境を構築したいと

考えております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 スケールメリットを持たせて一定

の調理員を確保する。普通に考えると、そういうふ

うな感じになるのかなというふうに思います。 

 それでは、次に民間企業の取組についてちょっと

お尋ねしたいと思います。 

 先ほど申し上げたとおり、働きがいの部分なので

すけれども、児童生徒から「おいしかった」とか
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「いつも給食ありがとう」など励みになる言葉とい

うのは大切だというふうに思います。 

 人は誰かに頼られたり、感謝の言葉を伝えられる

と自然に物事に関して頑張ろうという意識が高まる

ことは皆さんもよく御存じだと思います。励みとな

る言葉をかけてもらえる機会をもっと増やす方法を

考えていくべきだと思います。そして、そのあたり

をもっと広く市民の皆さんに理解し感じ取ってもら

えるような工夫も必要だというふうに考えます。 

 会派で、とある民間企業の方と意見交換をした

際、学校給食をやっているほかに食育レストランを

開設し学校給食の献立を提供したり、また、給食が

できるまでを視察、それから実習体験をしてみる。

あと、地元食材を活用した料理教室を開催するな

ど、地域住民に様々な形で関わっていただく。地元

の活性化を促し、そして学校給食も知ってもらい理

解してもらい、住民に地元食材を利用した新商品の

開発、学校給食の献立に取り入れてもらうなど、地

域経済の活性化の一助になった事例も紹介されまし

た。民間企業だからこそ取り組めるような事業であ

るのかなというふうにも考えられます。 

 また、民間事業者が調理を行うと質が下がるので

はないかという意見もお聞きしました。しかし、そ

れは民間企業に対する失礼な意見かなというふうに

思います。 

 献立作成、食材調達は市教委直営で担当し調理作

業のみ委託となれば、そこは直営も民間も同じとい

うふうに考えるべきであって、質が下がるというお

話は中抜けしているようにすごく感じられてなりま

せん。どうして民間で質が下がるのか疑問です。議

論が必要だというふうに思います。 

 いずれにせよ、学校給食の民間委託の議論も民間

企業の取組も、内容をしっかりと把握し議論を深め

ていく必要があるというふうに考えますがいかがで

しょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 教育委員会では、小規模校

の給食の安定供給を図るため、小規模調理場を大規

模調理場に集約し、その運営は民間に業務委託する

ことで計画をしておりましたけれども、３月の市議

会での議論経過を踏まえ、食材を調理することや配

送は直営で実施することに計画を変更した上で一部

集約化を実施したいと考えております。 

 しかしながら、業務委託についてその方針の変更

はしておらず、今後関係民間事業者の取組や内容を

把握するなど、より一層研究してまいりたいと考え

ております。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 しっかりと議論を深めて少しでも

よりよい方向に向かっていけたらいいのかなという

ふうに思います。 

 次に、オーガニック食材の話なのですが、これは

村椿議員のほうから質問がございましたので割愛さ

せていただきますが、私一農業者として申し上げま

すと、非常に単価的には高くなるのだろうなという

ふうに想像が容易につきます。そして、どうしても

というのであれば、親御さんたちが高い給食費を払

ってでも食べさせてあげたいというのであれば、そ

こはよろしいのではないかというふうには思ってお

ります。 

 次に、民間事業者と意見交換をしたときに質問さ

せていただきました。その中で、直営で雇用してい

る会計年度任用職員の調理員さんたちの賃金規定と

雇用形態についてですが、賃金については変更はし

ない。雇用も今までの経験値、業務内容の理解度も

高いことから積極的に雇用を進めたいとのお話があ

りました。 

 地元業者との共同事業化は様々な安全衛生基準が

合致しない、それから責任の所在がはっきりしない

などということから、なかなか難しい部分はあると

いうふうに伝えられもしました。 

 いずれにせよ、発注時の仕様書に綿密な議論が必

要であるということは間違いなく、漏れを少なくす

る必要性はあります。中身のある仕様書に仕上げな

ければならないと思いますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 先ほど村椿議員の質問にも

お答えしたとおり、国の通知に基づく市の取組方針

及び学校給食調理場の運営方針を踏まえながら、当

初計画を変更し、小規模調理場の抱える課題の解消

のために集約を進めることとして取組を進めており

ます。 

 今後も第４次行政改革推進計画に示す人口減少社

会に対応した質の高い行政サービスの提供の実現に

向けて、社会情勢の変化や国の通知などを総合的に

判断し、業務委託を含めた行政運営の見直しに取り

組んでまいります。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 質の高い行政サービス、いいお言

葉を頂きました。 
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 網走市の教育に関して言いますと、質の高い行政

サービス、かなり頑張っているほうだというふうに

思います。他町村と比べるのがどうかというふうに

は思いますけれども、いろいろ話が出たときにそう

感じるところがたくさんあります。 

 今回、所管事務調査に参加し、小規模調理場が綱

渡り的な事実というのは、給食調理員の確保や給食

材料調達など、校長先生をはじめ関係者の皆様から

お話を頂き非常に厳しい現実と理解させていただき

ました。 

 まず、集約化することで問題解決の第一歩を踏み

出せることにつながると思います。ぜひ集約化を進

めていただきたいと思いますが、所見をお伺いした

いと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 できるだけ早く小規模調理

場を大規模調理場に集約し、一定数の調理員を確保

の上、安定的な給食提供体制を構築することが必要

となります。 

 また、集約化に関わる調理場の改修工事は、学校

の長期休業期間中に実施せざるを得ないので、提案

の条件を整えたいと考えております。 

 今後におきましては、コロナ禍の影響で遅れてい

る保護者や請願などを提出されている方々への説明

を行うとともに学校給食を考える懇話会を開催し、

生産団体や有識者など関係者と情報交換も行い、改

めて必要な予算を提案させていただきたいと考えて

おります。 

○井戸達也議長 立崎議員。 

○立崎聡一議員 終わります。 

○井戸達也議長 川原田英世議員。 

○川原田英世議員 －登壇－ 民主市民ネットの川

原田です。 

 通告に従いまして、質問をさせていただきたいと

思いますが、その前に１点、緊急事態宣言がようや

く明けたということで長い夜が明けたという認識は

ひとつありますが、まだまだ厳しいコロナ禍の状況

には変わりがないという中で、多くの市民の皆さん

が不安な生活を強いられている状況が続いていると

いうふうに思います。 

 そういった中で、ワクチン接種をはじめとして市

職員の皆さん方にも多くの取組をしていただいてい

ることに、まずは感謝を申し上げたいというふうに

思います。 

 市民の協力もあって順調にワクチン接種等も進ん

でいるというふうに思いますが、まだまだこれから

取組を加速していかなくてはならない状況もあるか

というふうに思いますので、引き続き、皆さんで一

緒にこの危機を乗り越えていこうということを私の

ほうから発言をさせていただきたいというふうに思

います。 

 それでは、質問に入らせていただきたいと思いま

すが、まず初めに行政改革推進計画についてであり

ます。 

 自治体の在り方、この網走の今後の在り方を考え

ていく上で非常に重要な計画であるというふうに認

識をしています。 

 そういった中で、第４次行政改革推進計画が終了

して、これから今後５年間の行政計画、第５次網走

市行政改革推進計画の策定を進められていくのだと

いうふうに思います。 

 そういった中で、第４次網走市行政改革推進計画

の検証を随時進められているというふうに思いま

す。まだ途中段階なのだとは思いますけれども、現

在の検証の段階でどのような評価をされているの

か。取組方針の達成の状況など、どのような認識で

おられるのか、状況また財政の状況等も把握してい

る部分ありましたら、併せてお伺いしたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 平成28年12月に策定いた

しました第４次網走市行政改革推進計画は、平成28

年度から平成32年度、令和２年度ですが、この５年

間を期間として、「人口減少社会に対応した質の高

い行政サービスの提供」「総合戦略に対応する市役

所の組織体制づくり」「健全な財政運営」の３つの

重要視点を掲げ、行政改革を推進してきたものでご

ざいます。 

 計画期間を終え、現在４次行革に掲げたそれぞれ

の取組方策の進捗状況や検討結果につきまして、現

在取りまとめを始めたところでございます。今後、

決算状況も踏まえまして、これを分析し計画の総括

的な検証を進めたいと考えております。 

 現時点では、子育て支援の充実や組織機構の見直

し、それから多様な歳入の確保などの項目におきま

しては一定の成果があったものと認識をしておりま

すが、今後総合的な検証を進めたいと考えていると

ころです。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 
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 まだまだこれから検証されていくということだと

思いますので、その検証結果、また見させていただ

きたいなというふうに思っています。 

 それで、これまでの行政改革というと、私の受け

取り方でいくと、人口減少であるとか財政難に合わ

せて何というか、小さくしなくてはいけないよねと

か、財政規模に合わせてどんどんカットしなくては

いけないよだとか、何かどうも何といったらいいの

ですかね、前向きではなくなってしまう要素が多い

計画で、網走市が全体としていろいろなものをカッ

トしながら小さくしていかなくてはいけないのです

よというていのもとに、この行政改革推進計画があ

ったようなふうに受け止めています。 

 しかしながら、今のこのコロナ禍を踏まえて見て

も、小さな行政でいいのかということが、大きなク

エスチョンマークが私は今この時代に来てついたの

だというふうに思っています。私はもともとから今

の政府が進めている新自由主義的な小さな政府の方

針というのは間違いだというふうに思っている立場

ですので、このコロナ禍をしっかりと精査して第５

次行政改革の中身をそういった視点を入れて、小さ

くなっていくありきではなくてどうやって、先ほど

ＤＸの話もありましたけれども、そういった技術も

取り入れながら進んでいくのかということを考えて

いかなくてはいけないときに今あるのだろうという

ふうに思っています。 

 しかしながら、避けられないのは財政の見通しな

のだというふうに思ってはいます。ただ、これも予

算や決算の議論であったように、大規模な起債の償

還が徐々に終えていくということもあって、そんな

に暗い見通しばかりでもないのだろうなとは思って

いますが、これまでの計画を踏まえてこの第５期の

中では、収支不足額はどの程度発生してしまうと見

通しているのか。そして、それをどのような方針で

圧縮していこうと考えているのか見解を伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今お話をさせていただき

ましたが、第４次行革の検証を踏まえまして、今後

新たに令和３年度から令和７年度までの中期財政収

支見通しを作成してまいります。歳出面ではどの程

度の事業が予定されているのか、全庁的に調査する

とともに、人件費それから公債費、こうしたものの

シミュレーションも必要になってまいります。歳入

面では市税の直近の状況や、これから始まる普通交

付税の算定結果、こうしたことも反映しながら推計

作業を進めてまいります。 

 作成された収支見通しの歳出状況について、その

内容を精査しながら歳出の圧縮が可能かどうか、こ

うした分析をしながら収支不足の対応を検討してま

いりますので、現時点で圧縮などの方針につきまし

てお示しすることは困難な状況でございますので、

ここは御理解いただきたいと思います。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 なかなか今の段階ではどのよう

な方法でということは出てこないということで、そ

こは理解をしました。 

 それで、いずれにしてもさっき言ったように、コ

ロナ禍でいろいろと見直して、これまでの行革とは

違う側面を議論していかなくてはいけないのではな

いかというふうに私は思っているのですが、現在ま

でのところで、そういったコロナ禍の影響を受けて

どのようなお考えでいるのか。今後の柱となるよう

な基本的な取組についてはどのような内容を考えて

いるのか見解を伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 基本的な考え方といたし

まして、これまでの健全な財政運営と市民満足度の

向上を目指す、ここには基本的に方針には変わりは

ないものと認識をしておりますが、今議員からお話

のありました新型コロナウイルス感染症の拡大、そ

れから新庁舎の整備と供用開始、それから行政のデ

ジタル化など様々行政課題を抱えておりますので、

こうしたことを解決していく計画にしたいと考えて

いるところです。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 それで、これ第４次、第１次からこう来て５年ご

とでつくってきているという中でですけれども、果

たしてこのコロナ禍、明けるか明けないかわからな

い状況ですけれども、その中でぽんと今後５年間を

決める第５次を計画どおりつくっていっていいもの

なのかなと。少し検証に時間を今回の場合要するの

ではないのかなと。急ぐ必要、僕はないのではない

かなと思っているのですけれども、スケジュールと

してそこら辺何か考えはあるのでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 基本的に決算はこれから

になりますので、全庁的な調査も踏まえまして予算

編成前にはある程度形にしたいというふうに考えて

おります。 
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○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 となると、やっぱり急がないといけないのです

ね。特にＤＸ、デジタルトランスフォーメーショ

ン、これどうやって進めていくのかというのがこれ

までの議論お聞きしても、ちょっとまだほわほわと

し過ぎていて、それらをこの行革に入れるとなる

と、相当早いペースでいろいろなことを検討してい

かなくてはいけないのではないのかなというふうに

思っています。 

 議会でもそこら辺の議論をこれからできればいい

かなというふうに思いますけれども、そこら辺、ペ

ースを早めて予算前にはということであれば取組を

していっていただく必要があるのかなというふうに

思います。 

 それで、先ほど来もありました、村椿議員のほう

からもありましたけれども、この行政改革の中で民

間委託についての考え方というのがあるわけです。 

 それで、先ほど来あったのは、学校給食について

はこれ、なかったよねと、第２次にはあったのです

と、それが踏襲されているのかなというようなふう

に議論を聞いていて思いましたけれども、そもそも

の、先ほど言ったように僕はコロナ禍を踏まえて大

きい政府の在り方というのを考える必要がある。自

治体ではそういった医療現場の支えが少なくなっ

た、カットし過ぎてしまったことによってだとか、

保健所の職員が足りないだとか、いろいろなことが

出てきました。行政が補う役割というのはやっぱり

安心して暮らし続ける社会構築に向けては考え直し

ていかなくてはならないと思っています。 

 その中での一つの大きなテーマが民間委託の在り

方についてなのかなというふうに思っています。こ

のことについて、どのように考えているのか、公の

役割について、前もちょっとお伺いしたのですけれ

ども、公の役割についてというところでは、ちょっ

とふわっとした答弁だったので、そこをどのように

明確に考えているのかを伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 民間委託につきまして

は、地域において多様な主体が行政サービスの提供

を担う手法であるとともに、効率的な行政を実現す

る一つの手法との認識をしております。 

 質の高い行政サービスの効率的に提供するために

は民間活力を効果的に活用し、行政の役割の重点化

を図ることも重要と考えております。 

 公の今お話でございますが、市全体としてはこの

行政改革推進計画を通じて現業不補充というのが、

先ほど教育委員会の中で平成19年ですか、国の指針

に基づきましてそうした業務技師の給与の見直しと

いうのが当時テーマとしてあったわけです。大きく

はここは不補充で行っておりますので、ここは民間

に任せたいという大まかな方針を持っております。 

 ただ、実際にスケールメリット、要するに委託料

を出して職員が直営でやっているのと変わらない、

さほど変わらないようなことであれば、なかなかそ

こは民間委託、逆に言うと委託のほうが高いという

ケースも様々な検討をしていますが、それはありま

す。そうしたものにつきましてはやはり直営でやっ

ていかなければならないだろうと。公については、

その都度、時代の流れによっても公の役割というの

も変わっていくのかなというふうには認識はしてお

ります。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 基本的な考えはわかりました。 

 ただ時代の変化に合わせてと最後にありましたけ

れども、それによって中身は変わってくるのかなと

思います。 

 まさにその時代の流れによっての、その時代の部

分が今のこのコロナ禍なのだろうなというふうに思

っていますので、公の役割は、私は極めて大きくな

ってきている時代に入ってきているのだろうなとい

うふうに認識しています。 

 しかし、民間に委託することによって大きく業務

が改善されるだとか、特に多様な税収を求めていこ

うというのがひとつありますね。それを進めていこ

うと思えばやっぱり民間の活力を使っていくという

のは、これは極めて重要で、前から言っていますけ

れども、ふるさと納税だとかは民間委託したほうが

ずっといいと思っています。しかし、やっぱり医

療・介護・福祉・教育、こういった分野はやはりで

きるだけ公の役割を強くしていって、こういった時

代に備えていくということは基本的な考え方として

は、私は重要だと思っています。 

 そういった中で、先ほどの社会情勢の変化という

意味で、私が今言った考え方、認識についてどのよ

うな見解をお持ちなのか、ちょっとそこを確認した

いのですが。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 まさに職員配置につきま

しては、これまで行革計画で350名という、ひとつ
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そこを上回らないということを基本的な考えとして

やってきたわけですが、現状といたしまして、この

コロナウイルスの感染拡大により相当の職員の動

員、こうしたものが必要になっております。 

 教育現場の中でどこが民間委託できて、できない

かというのはそれは種々考え方がございますし議論

もあるのかと思いますが、今コロナによって民間に

なかなか全部委託するわけには、ワクチン接種を実

際民間委託、今、しようとしても実際そうした委託

先がないというような状況ですから、こうした場合

はやはりある程度公の立場の市役所が職員の増員を

して対応をしていく、そうしたことも求められる時

代になって、それは日々変わっていきますから、こ

こで大きな方向性というのはなかなかお話難しいの

ですけれども、現状としては公が出ていってそこを

増強して対応すべき案件に今現状としてはいるとい

う認識をしております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 それで、この民間委託について学校給食のほうで

もいろいろ議論は、当初予算のときにはありまし

た。それで、先ほど平成19年の総務省からの通知の

話がありましたけれども、こういった民間委託に対

して間接的な通知になっているのだと思うのです

が、それ以外に何か国からの指示だとかはあるので

しょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 民間委託に対する国の指

示についてでございますが、平成27年度の総務大臣

通知では地方財政が依然として厳しい状況にある中

で、効率的・効果的に行政サービスを提供する観点

から民間委託やクラウド化などの業務改革の推進に

努めるよう各地方公共団体に要請がされておりま

す。 

 また、平成28年度からは地方交付税の算定におき

まして、歳出効率化に向けた民間委託など他の団体

のモデルとなるようなものに反映するトップランナ

ー方式、こういうものが導入されているところでご

ざいます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 まさにそのトップランナー方式

のことが聞きたかったのですけれども、何度も国の

ほうから身を削る改革をしたところがトップランナ

ーだからその分交付税措置しますよと、そんなこと

やっていたらこの国なくなるのではないかなと僕は

思ってしまいますけれども。非常にマイナスの要因

を促進させる国の政策は、地域の消滅を招いてしま

うというふうに思っています。 

 これはやっぱり通知が来たものを受けて内部で議

論して、この行革にもやっぱり民間委託も反映させ

ていくという基本的な考えはやっぱりこの国の通知

に基づいているという理解でいいのですか。独自の

考えで何か、この国からの通知以外に考えていると

いうことはありませんか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 基本的に交付税算定にお

きましては、そのとおり業務をやらなければいけな

いということではございません。 

 まず、トップランナー方式というのは平成28年な

のですが、例えばごみの有料化というのは市が導入

する前に既に導入、いわゆる特定財源をある程度見

込んで差額を交付税算定をするですとか、業務委託

につきましてもこの28年以前にもう既に業務委託、

例えば今御議論いただいている給食につきまして

は、もう早い段階からセンター方式ということで算

定をされております。 

 私ども基本的に国の支援を、これは踏まえなけれ

ばいけないと考えておりますが、地域の実情にあっ

てそれぞれ判断すべきものとも考えております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 やっぱり地域の実情、ここは僕は一番大事である

というふうに思います。国の言う、何でもかんでも

民間委託で縮小してとか、人員カットだと言われて

しまうと、もちろんさっき言ったように民間委託し

ていいものもあるのですけれども、そうでない部分

で、今回のコロナ禍のように弱みが露呈してしまう

ようなことにもつながりかねないので、そこは市と

しても行政改革の推進計画の中にしっかりと、僕は

盛り込んでいっていただきたいというふうに思って

います。 

 それで、この行革の中にもあります、今の言った

ようなことも踏まえて考えると、公務員の適正な配

置と職務についての考え方もしっかりと位置づけ

を、コロナ禍を踏まえてしっかりと強化していく必

要があるのだろうというふうに思うのですが、その

点どのように考えているのか伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 若干繰り返しになります

が、職員配置につきましては人口規模、それからそ
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の時代における行政需要、こうしたものに応じた体

制を構築することが基本というふうに考えておりま

す。 

 これまでも様々な行政サービス、それから課題に

対応するため事業量を見据えながら事務の改善に努

め組織の見直し、こうした必要に応じては専門職の

配置なども行ってまいりました。 

 繰り返しになるのですが、職員数、４次行革では

350名を上回らないということを基本としてきたこ

とですが、この間、新庁舎の建設、それから新型コ

ロナウイルス感染症の拡大、こうした課題への対応

のほか、育児休業などによる、出産ですね、こうし

たもので休職者の増加もあって、現状としては職員

配置が不十分でない面も出てきているというふうに

も認識をしております。 

 今後としましては、先日地方公務員法の改正もご

ざいました。今後段階的に定年の延長が見込まれま

すので、こうしたことを含めて職員数について一定

の基準を持ちつつ、柔軟にまた対応できるように考

えているところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 公務員数の在り方についてだとか、行革の中に多

く含まれているというふうに思っています。 

 2019年の国際機関の調査で公務員の割合というの

を世界の先進国並べて出しましたけれども、調査対

象の56か国中日本は55位でしたね。公務員の率が世

界最低レベル、数がですね。数の配置数が10％。ア

メリカでも17％。西欧諸国になるともっともっと高

いと。 

 しかし、それを分析を見ていくと、人数は圧倒的

に足りないのだけれども、公を担っている役割とい

うのはどの国もさほど変わりはないと。ということ

は、それだけ日本の公務員の皆さんは仕事に追われ

ているということになってしまうのかなと思ってい

ます。後ほどそんなこともちょっと質問したいと思

っていますけれども。 

 なので、これは国も関わる大きな課題ですけれど

も、先ほど答弁も頂きましたように公務員の在り方

柔軟に、これから先のコロナ禍を踏まえて考えてい

っていただきたいというふうに思います。 

 それで、今言ったように、それぞれ公務員の方た

ちの労働状況について質問を、次に移っていきたい

というふうに思っているのですが、まずはこれまで

も何度も課題になっています、学校の教職員、そし

て学校事務職員の労働状況についてです。極めて非

常に厳しい労働環境にあると言わざるをないと思い

ます。中学校の教員の４割が過労死ラインという深

刻な状況にあるわけです。 

 今、何年前かな、２年前の決算のときに状況の把

握についてしっかりしてくださいということで、こ

れからやっていきますという答弁を頂いておりまし

た。それで、大体１年以上たっているので状況把握

はできたのだと思うのですけれども、この労働状

況、どのような状況と把握しているのか。また、そ

の状況を把握する仕組み、タイムカードなのかいろ

いろ聞いているところ、ＩＣチップなどでピッとや

ったりだとかいろいろパターンがあるみたいなので

すけれども、網走はどういった方策を取っているの

か確認したいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 教員それから事務職員の労

働状況の把握についてですけれども、昨年度から校

務支援システム、先ほど澤谷議員のときにもお話し

させていただきましたＣ４ｔｈ（シーフォース）と

いうものですけれども、それを入れまして、それは

出退勤管理機能のついたものですけれどもね。それ

を入れまして、ＩＣカードによりまして教職員の出

退勤時間について管理しているところです。 

 このシステムは市で統一して導入している校務支

援システムを用いていることから、全ての学校で統

一された方法で管理されております。 

 市教委におきましても、毎月各学校の実態を把握

しているような状況となっております。 

 具体的な超勤の状況ですけれども、これは教員職

ですけれども、網走市全体で時間外勤務時間の１人

当たりの平均ですが、４月が48時間46分、それから

５月がコロナ禍もあって、部活もなくなったという

こともありまして35時間52分と、若干減っているよ

うな状況とあります。 

 それから、先ほど川原田議員がおっしゃいました

過労死ラインですけれども、これは４月が教職員

237名中26名で約11％を超えております。それから

５月が237名中５名で２％の方が80時間を超えてい

るというような状況となっておりまして、勤務時間

は多い状況がまだ続いているというふうに感じてお

ります。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 ４月と５月で大分差があるというのは、コロナ禍
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の緊急事態の影響だということで理解をしました。 

 それで、報道で出ていた、さっき言ったのは中学

校の教員のほうがどうやら厳しい状況にあるという

のがひとつ報道であったので、そこも差はあるのだ

ろうなと思いますけれども、全体的な平均の部分は

わかりました。 

 もう一つ知りたいのが、管理職に当たる方たち、

学校の現場での管理職に当たる方たちの労働状況で

す。働き方改革という名前はよくていろいろ進んで

いくのですけれども、結局は管理職に労働上ハード

な部分がしわ寄せが行っているだけなのではないの

かという指摘も一つあります。そういった部分を踏

まえて、この管理職の方の状況はどのようになって

いると把握しているのかお伺いします。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 管理職の労働状況について

ですけれども、一般教員と同様に校務支援システム

の出退勤管理機能を用いたＩＣカードで出退勤時間

について管理しているところです。 

 特に教頭先生なのですけれども、時間外勤務につ

いては学校を管理する必要があることから通常の教

員よりも多い傾向にあるというふうに考えておりま

す。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 多い傾向にあるのだと思うので

すよね。結構休みの日とかも、果たして休まれてい

るのかなと思うのですけれども、そこを何か把握す

る仕組みというのはないのですか、タイムカードの

ような。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 管理する仕組みは一般教員

と同様、ＩＣカードを用いてもらって出退勤を管理

している状況になっております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 それでは、どの程度超勤があるのかというのを、

超勤というか、労働時間外があるのかというのを把

握しているのは、どのぐらいの勤務状況になってい

るのかというのも把握されていると思うのですけれ

ども、そこについては。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 具体的な数字は今回持ち合

わせていないのですけれども、例えばで言えば、今

回５月幾つかの学校は皆さん45時間の超勤を下回る

ような状況になっているのですけれども、学校の教

頭先生だけは超えるという学校が15校のうち数校あ

ったと、こういうような状況が確認されておりま

す。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 詳細は別としてもやっぱりそういったもう一つあ

るのかなということで、状況は把握をさせていただ

きました。 

 網走ではないのですが、ほかの自治体でこんなケ

ースを指摘されたことがあります。先生も管理職も

合わせてなのですけれども、タイムカードという

か、労働時間、これを帰ったということにしておき

ながらも実は学校に残っている。つまり仕事をして

いるというケースがあるのですよと。これも報道で

出ていたのですけれども、網走市ではそういった状

況はないのか、どのように把握しているのでしょ

う。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 網走の小中学校におきまし

ては、退勤するときに記録をするシステムになって

おりますので、そのようなケースはないものと認識

しております。 

 教育委員会では学校に適正に記録をするよう指導

しているところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 教育委員会として指導されているということなの

で、そこをしっかりと守るようにしていただかない

と、状況も把握できないと対策も打ちようがないと

いうこともあると思いますので、当然のことなので

すけれども、そこはしっかりとしていただきたいな

というふうに思います。 

 それで、超勤の部分があるということですが、ち

ょっと話を伺っていたら、超勤についての在り方と

いうのはルールがしっかり定められています。それ

で時間外労働についてもルールは定められて決まっ

ているわけですけれども、聞いていると、学校の会

議などで超勤になりましたよといっても、自主都合

での超勤という扱いになっているようだということ

を伺っています。時間外労働あることはあるのでし

ょうけれども、そういった状況になっているのか。

こういった超勤があるにもかかわらず、その実態と

しては自主都合にいつの間にかなっていて、そうい

った測定のされ方をしているといったらいいのでし

ょうか。そういったケースにされてしまっていると
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いう状況があるのかどうか、その認識を伺いたいと

思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 会議の関係かと思いますけ

れども、職員会議などは校長先生が命じる会議につ

きましては、基本的にどの学校も勤務時間内に設定

しているというふうに認識しているところでござい

ます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 そうなようです。 

 それで、僕は聞いているのは、その時間内に設定

されているのだけれども、その時間に終わらなくて

ずるずるずるずると２時間、３時間と会議が長くな

ると。もう終わりましょうよと誰か言うまでやるそ

うですね。その間にもう時間過ぎてしまっているよ

という例があるというふうに聞いているのですけれ

ども、そういった状況を把握していますでしょう

か。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 会議の持ち方なのですけれ

ども、会議は議題によって長引くことがあるため、

学校では議題を精選したり事前に校務運営会議など

を開催し、方向性を検討するなどがされておりま

す。 

 さらには、校務支援システムを使って資料印刷の

手間を省いたり、事前に資料に目を通すことを可能

にしたりするなど、時間内で終えることができるよ

う各校で工夫されておるところです。 

 市教委としましては、学校では効率的に会議が運

営できるよう、されるよう指導しているところでご

ざいます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 そのほかにもやっぱり会議の在り方というのはい

ろいろと学校の現場で問題があるのだなということ

で伺っていました。 

 本来教育委員会で会議をして決めて学校学校に下

ろすべきものなのではないのか、ほかの自治体では

そうされているものがなぜか網走ではその学校ごと

の任せになっていて、何か重複するような無駄な会

議があるとか、いろいろな話を聞いています。 

 教員は基本的に超勤４項目という、この４項目の

例外以外の命令による時間外労働はないということ

になっています。そこで、時間外労働があるという

ことなので、この超勤４項目の適用例というのがそ

もそもあるのかと、それ以外の時間外労働の状況、

会議以外にもあるのだと思うのですが、それについ

て確認したいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 超勤４項目についてですけ

れども、超勤４項目に該当する業務について校長が

勤務を命ずることはやむを得ない、必要であるとき

に限って道条例に基づき適用されることとなってお

ります。 

 網走市内の小中学校におきましては、ここ１年間

では実績はないと聞いております。 

 当市では道の服務規程に準じまして、修学旅行の

引率業務等に従事する網走市立学校職員の勤務時間

の割り振り等に関する要領を定めておりまして、修

学旅行の引率業務以外にも家庭訪問や教育相談、登

校時の通学指導等において時間外勤務が発生した場

合は、勤務時間の振り割りを変更できるものとして

います。よく言う代休ですね。代休を取れると。 

 さらに、近年道の服務規程で対象業務が拡充され

ておりまして、保護者を対象とした説明会等の業務

や校外での実習、学習活動に関する打合せ業務など

も対象となったことから、当市としましても要領を

改訂しているところでございます。 

 また、それ以外にも学校では道の服務規程にある

週休日の振替に関わる振替期間の特例や週休日の振

替に関わる勤務時間のスライドなどを活用して、時

間外に働いても振替で代休で対応しているというよ

うな状況となっております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 それで、今のでいくと超勤４項目の適用はなく

て、それ以外にもいろいろと説明を頂きましたけれ

ども、ということはほかの超勤になっている方とい

うのは皆さん自主都合で超勤、時間外労働されてい

るということになるのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 時間外労働といいますか、

先ほど言った時間というのは勤務時間を出しただけ

でありまして、教職員にはこの超勤４項目以外には

時間外勤務の概念がございませんので、その分特殊

の勤務手当４％というのがついていますので、そう

いうのがございませんので、その時間で仕事はして

おりますけれども、そこに手当が出ているとかそう

いうことはないということです。 

○井戸達也議長 川原田議員。 
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○川原田英世議員 手当がついているとかではなく

て、超勤の部分の抑制をしていかなくてはいけない

よねというテーマでちょっと質問しているものです

から、そこでどういった内容で超勤が発生している

のか把握したいので、超勤になっている理由を伺い

たかったのですが、多分その超勤４項目に当てはま

るものがないということでしたので、となると、き

っと皆さん自分の仕事が終わり切らなくて自分の都

合で長時間労働を強いられている環境にあるのでは

ないのかなと思って、ちょっと確認のために聞いた

のですけれども、そんなような状況なのでしょう

か。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 校長が命令するものではな

いのですけれども、教員が明日の準備ですとか部活

であるとか、そういうことで学校に残っている時間

が先ほどの時間になってくるというふうに考えてお

ります。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 次に移りたいと思いますが、先ほど４月、５月の

状況を聞きましたので、大体コロナによって、逆に

コロナ禍によって緊急事態となると労働時間、超勤

時間が短くなるということになっているのだと思う

のですけれども、このコロナ禍自体が始まったとき

と、以前と比べて時間外労働というのは変化はどの

ような状況になっているのか確認したいと思いま

す。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 この勤怠システムなのです

けれども、これが入れたのが１年ということでちょ

っと昨年との比較ができないのですけれども、コロ

ナ禍によりまして部活動が中止になったりしたりす

ることもあって勤務時間が減っているという状況が

あります。 

 またあと、それとは関係はないのですけれども、

学校のほうで勤務時間を減らす努力もされていると

いうことで、学校によっては何曜日は定時に帰ろう

とか、そんなような取組をしながら勤務時間を減ら

している状況がございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 そういった取組も今されてきているということな

のですね。 

 それで、もう一つの側面でいくと、コロナ禍によ

ってオンライン授業が想定よりも前倒しになって進

んできたことによって、様々な業務が新たに増えて

きているということもあるのではないのかなという

ふうに思っています。 

 オンライン授業に関して、つまりＧＩＧＡスクー

ルについて進めてこられていると思うのですけれど

も、現場では様々な課題が上がってきているという

ふうに思います。特に聞くのは、そもそものクロー

ムブックなのでウインドウズと違うからそもそもの

構造の違いから先生自体がまずわかっていない。教

える人もいない、マニュアルもない、そういう中で

進めてくださいと言われても何もやりようもないと

いうのが実態だというふうに伺っています。 

 そういった中でですから、皆さん進めろと言われ

てもどうしていいのかわからないまま、ずるずると

時間だけが過ぎていっているという状況がひとつあ

るのだというふうに思っていますが、そういった状

況をどのように把握しているのか。何か対策は取ら

れているのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 オンライン授業ですけれど

も、現在市内の小中学校ではオンラインの授業は行

っていない状況となっております。 

 今後、コロナウイルス感染症による臨時休業等の

非常事態で１人１台端末を持ち帰ることを想定して

おりまして、健康観察やオンラインによるホームル

ーム、それから課題の提示や回収等などが行われる

のではないかなというふうには考えているところで

ございます。 

 それからＧＩＧＡスクールの関係ですけれども、

ＧＩＧＡスクール構想の実現で、これまでの授業実

践に加えＩＣＴによる授業の活用が可能になるかと

思います。また、授業の目標や内容に応じて、鉛筆

や黒板と同じように活用していくようなものになる

というふうに考えております。 

 授業は児童生徒の実態等に応じて行うものですか

らマニュアルはないのですけれども、教員研修等の

中で取組を共有することで効果的な活用について事

例を積み上げていきたいというふうに考えていると

ころです。 

 それから、教員の研修の機会ですけれども、昨年

度市内教員17名によるＩＣＴ活用推進委員会を立ち

上げまして、クロームブックの活用も含めＩＣＴを

活用した授業等の調査・研究、研修、情報共有を目

的に取組を行ってきているところでございます。昨



- 45 -  

年度は４回の委員会と２回の推進委員会を開催しま

して、情報共有や意見交流を進めてきているところ

でございます。 

 また、推進チームによるセミナー参加、先進地視

察を行い、推進委員会で還流してきているところで

ございます。 

 それから、市教委主催のＩＣＴ活用研修会におき

まして、これまで３回開催しておりまして、いずれ

もグーグル社が提供するキックスタートプログラム

を活用し、参加した先生方からは、わかりやすかっ

たという声を頂いているところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 そういった研修会を進めていっ

ているのだという中でも、いろいろな課題がやっぱ

りあるのですね、というふうに受け取らさせていた

だきました。 

 もう既に学校では生徒たちも持って使っているわ

けですね。だけれども、先生たちもわからないとい

う状況になっていて、しばらくはこの混乱が続いて

しまうのかなというふうにちょっと聞いていまし

た。 

 その中の混乱の一つが、もう既に使っているので

すが、もちろんインターネットですので何でもかん

でも見られるというものが学校にあるわけにはいか

ないと思います。市教委で様々なワードをロックか

けたりとかいろいろしていると思うのですけれど

も、それによって授業で使うそもそものシステムす

ら見えないという状況もあるのですと。先生は違う

端末なのかな、でやっているようですので見られる

のだと。授業になって、「はい、このグーグルマッ

プで見て開いてください。グーグルアースにして開

いてください」などというと、そもそもマップもア

ースも子供たちのタブレットでは見られないという

ことで授業になりませんでしたなどという例も伺っ

ています。 

 そういった部分でも相当、ほかにもいろいろ聞い

ているのですが、相当準備不足は否めない中で進ん

できているのだなというふうに思うのですけれど

も、そういったことの改善というのを現場からしっ

かりとヒアリングして適宜進めていかなくてはなら

ないというふうに思うのですけれども、どのように

進められているのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 １人１台端末活用につきま

しては、今年２月ぐらいからですかね、使用が始ま

ったばかりでございまして、これからの活用により

今後も様々な課題があるとは考えておりますけれど

も、ＩＣＴ活用推進委員会を通して学校からの意見

や要望を把握しまして、少しずつ解決していくしか

ないかなというふうに考えております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 少しずつ解決していくしかない

のでしょう、走り出してしまっていますので。そう

なのですけれども、やっぱり現場の声をしっかり聞

いてくださいということです。 

 それともう一つ気になっている予算のときありま

した、ＧＩＧＡスクールサポーター、それがまさに

こういった課題の解決のためにいろいろと活躍して

くれる人材になるのではないかなと思ったのですけ

れども、ＧＩＧＡスクールサポーターの配置の状況

というのはどうなっているのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 ＧＩＧＡスクールサポータ

ーにつきましては、７月１日からの業務委託に取り

かかることができるよう現在募集業務を進めている

ところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 それで、ＧＩＧＡスクールサポ

ーター、今みたいな課題を解決するために配置され

る人だという認識でよかったのですよね。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 ＧＩＧＡスクールサポータ

ーの業務内容ですけれども、各小中学校の端末機の

数の管理や番号の適正管理、それから通信設定の支

援、各種問合せなどに対応していただくということ

を考えているところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 何かしらしかし、この解決に向けたもう少しスピ

ードを加速させないといけないのかなというふうに

思っています。 

 ＧＩＧＡスクールサポーターが一日も早く現場に

入って調整していただけるようにぜひ進めていただ

ければというふうに思います。 

 それで、そもそもの様々な質問の中の原点に戻り

ますが、やはり長時間労働の抑制をしていかなくて

はならない……。 

○井戸達也議長 川原田議員の一般質問の途中です

が、ここで暫時休憩いたします。 

 再開は午後２時15分といたします。 
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午後２時06分休憩 

午後２時15分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 川原田議員の質問から。 

 川原田議員。 

○川原田英世議員 それで、学校教職員と学校事務

職員の労働条件についていろいろ聞いてきました。 

 それで、やっぱり長時間労働の抑制策をやってい

かなくてはならないと思っています。 

 各自治体それぞれ取組がいろいろあるようで、そ

れも伺ってきました。特に教員の方だと管内いろい

ろと地域をまたぎますので、「あの町ではこうやっ

ているのに網走なぜこうなの」とか、いろいろな声

が上がっております。そういった、ぜひ現場のニー

ズも聞いていってほしいなとも思っていますが、ま

ず確認していきたいのが、現在において長時間労働

抑制のために教育委員会として取り組まれているこ

と、どのようなことに取り組まれているのかをまず

確認したいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 長時間労働の抑制策につい

てですけれども、長時間労働の抑制策については平

成30年３月に北海道教育委員会が策定しました学校

における働き方改革北海道アクションプランに基づ

き、平成31年度に網走市立学校における働き方改革

推進プランを策定し取組を進めており、具体的には

ＩＣＴを活用した環境の整備を進めたり、部活動休

業日の設定、定時退勤日の取組や学校閉庁日の設定

などを取り組んでいるところでございます。 

 各小中学校においても学校の状況に応じた様々な

取組をしており、学校でアクションプランを作成す

るなど業務の削減を目指しております。 

 また、校務支援システムでの出退勤管理により超

勤時間が見える化したことで、学校や教職員の意識

改革も進んできているように考えております。 

 教育委員会としましても、道教委が作成した働き

方改革Ｒｏａｄ（ロード）の活用推進、ＩＣＴを用

いた効率的な業務の推進、学習指導員、スクールサ

ポートスタッフ、部活動指導員の配置等、学校の教

育環境を整備しているところでございます。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 教育委員会として取り組まれて

いること、道教委から示されたということで今のと

おりなのだと思いますけれども、今のとおりのとこ

ろに僕は何個か問題点があると思っています。とい

うのは、さっき言ったように、これ学校単位で取り

組むことなのですか。教育委員会として取り組ん

で、その答えを下ろすべきものなのではないのです

か。なぜこれをばらばらに学校単位で議論する必要

があるのですかというような会議がたくさんある。

それが俗に現場の皆さんから言わせれば無駄な会議

だというふうに指摘がされています。 

 例えば、コロナ後になってコロナ対策をそれぞれ

学校で考えてください。それぞれの学校でケースが

違いますからというのはわかります。でも大きな枠

は一つまずあるわけですね。それも何もなくいきな

り学校それぞれで考えてくださいというのは無駄な

現場への労働の状況になってしまうのではないかな

と思いますし、運営会議なるものがありますけれど

も、それもやっている学校とやっていない学校があ

って統一されていないというふうにも今回いろいろ

聞き取りした上でわかりました。 

 やっぱり地域間で相当違いますので、今言ったと

ころは確かにわかるのです。今の答弁いただいたの

はわかるのですけれども、やっぱり現場の声を聞い

て、そして余計なものはできるだけ除いていこうよ

というのがまず長時間労働抑制のためにはなるので

はないのかなというふうに思っているのですけれど

も、そういった現場で働いている方のニーズを直接

教育委員会として聞いて、こういうのを改善しよう

とかそういったことというのはされているのでしょ

うか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 学校現場の声ですけれど

も、教育委員会では毎月校長会、教頭会を定例的に

行っておりまして、そちらから各学校の状況につい

て聞き取りをさせていただいているような状況とな

っております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 そうなのだと思うのですよね。

そこも問題があると僕は思っていまして、校長会そ

れぞれの校長先生方も自分たちの職権ですから、学

校を統括されているというふうに思います。そこで

それぞれの考え方が違うと、結局は現場にいろいろ

な仕事がしわ寄せになって行ってしまうということ

になるのですね。 

 さっきＣ４ｔｈの話が出ました。Ｃ４ｔｈで学校

通知表をつくりますよね。ほかの自治体の話を聞く

と、教育委員会で通知表の統括的な仕組みをつくっ
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て、それを各学校に下ろすのです。その仕組みをつ

くるだけでも先生１人１週間ぐらいびっちり仕事取

られるのですね。ほかの自治体、北見は北見の教育

委員会でつくって各学校に下ろします。しかし網走

はそれぞれの学校でつくってくださいとなるので、

現場に１週間びっちりとそれをしなければいけない

職員が生まれてしまう。こういったのが二重、三重

で無駄だということなのですよね。そういった部分

をやっぱり調整していかなくてはいけないのだと思

うのです。 

 そのためには、校長会での意見もそうですけれど

も、校長先生同士でそれぞれ認識がばらばらであれ

ば、いつまでたっても通知表つくるのもうちの考え

はこうだからとかと足並みがそろわなくて結局現場

にしわ寄せが行ってしまうということになるので、

そこをやっぱりしっかり整理していくには現場の声

の聞きながら市教委としてしっかりとこの労働状況

の改善を図っていくのだという意思が明確にないと

前に進まないということなのです。その意思をしっ

かり持っていただきたいと思うのですがいかがでし

ょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 時間外の抑制、働き方改革

ですけれども、先ほども申しましたけれども、市と

しましても網走市立学校における働き方改革推進プ

ランを策定しまして各学校に示させていただいてい

る状況となっております。 

 また、コロナの関係ですけれども、コロナ対策に

つきましても道教委の通知に基づきまして、市教委

で通知を作成し方向性を示し、保護者向け文書のひ

な形なども学校運営上留意事項を示させていただい

ているという状況です。 

 また、万が一感染者が発生した場合にも、マニュ

アルなども整理しまして各学校に配付している状況

となっております。 

 それから通知表の関係ですけれども、教育課程は

地域や学校の実態に応じて編成されるものでござい

まして、通知表もそれに基づいて作成されているも

のであることから全校統一される性格のものではな

いというふうに考えております。 

 しかしながら、当市においても教員の業務削減の

観点から、議員お示しの校務支援システムＣ４ｔｈ

において運営会社が作成するひな形を提供し、各学

校はそれを各学校の実情に応じて修文して活用して

いるというふうに認識しております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 いろいろと取り組まれているこ

とはよくわかりますけれども、特にやっぱり働く側

の立場に立ってみると、北見でこうだったのが網走

に来たらいろいろな余計な仕事が振ってくるとなる

と、そこはちょっとやっぱり不満を覚える、大きく

覚えるところにもなると思いますので、本当はそこ

ら辺もしっかりと把握をしていっていただきたいで

すし、今Ｃ４ｔｈの部分についても運用の仕方でい

ろいろありましたけれども、そこももう一度チェッ

クをしていただきたいなというふうに思っていま

す。 

 というのも、以前の決算のときに、学校の職員の

現場で大きく負担になっているのはプールの実は監

視だったりもするのですよねという話もしましたけ

れども、いまだにそれも改善されていない。ほかの

自治体ではそんなこと一切やらせていません。なの

で、指摘されたことも改善もされていないで、いま

だにそういう状況なのだなということで驚きまし

た。全くこの超勤の改善をするという姿勢がないの

かなと思って心配に思ったところなのです。 

 そういったこともあるから、一度業務の内容、そ

れぞれのタスクをしっかり一度広げてみて、もう一

回総ざらいして、無駄な業務をなくしていくという

ことを一度やっていただきたいと思うのですがいか

がでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今までも、先ほども言いま

したけれども、校長会、教頭会でいろいろと各学校

の事情は聞かさせていただいておりますけれども、

今後も幅広く教員の皆様の声を聞く機会、いろいろ

な委員会とかもありますので、そういうところで話

を聞きながら検討していきたいというふうに思いま

す。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 ぜひお願いします。 

 校長、教頭に言うというのもある意味上司に言う

ということですので、上司に私この仕事つらいから

ちょっと少し削減してくださいなどというふうに言

える職員はいません。なので、校長会、教頭会から

職員の労働環境状況改善に向けてという議論をして

も、現場の声はなかなか上がってきませんので、そ

のことを認識して取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 ちょっともう一つ、学校事務職員の状況について
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伺いたいのですが、配置状況どうなっているのか確

認させていただければと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 学校事務職員の配置状況で

すけれども、学校事務職員は北海道教育委員会が配

置基準に基づいて配置しており、基本的には１校に

つき１名が配置されている状況です。また、道の学

校力向上に関する実践事業の実践中核校の指定を受

けている学校、これは網走小学校になりますけれど

も、この学校は１名追加で配置されておりまして、

要綱や計画に基づき業務を行っているところでござ

います。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 配置状況わかったのですけれども、今の教職員の

そういった労働状況が変わってきているというか超

勤が増えてきているという状況の中で、いろいろな

部分で事務職員のほうにしわ寄せが行っているので

はないのかというような指摘も一部あるのですけれ

ども、そういった状況には網走は教育委員会として

はないというふうに認識をされているのか、その点

だけ確認させてください。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 事務職員につきましてもＣ

４ｔｈのほうで退勤を去年から管理させていただい

ておりますけれども、教員の時間数よりは少ない時

間となっているという状況で、ちょっと過去の経緯

まではちょっとＣ４ｔｈ入ってなかったものですか

らわかりませんけれども、実態としてはそのように

教職員よりも少ない時間にはなっています。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 取りあえずここは現状で理解を

しました。 

 それでは、最後の項目に入りたいと思います。 

 管理職の労働状況についてです。 

 これも働き方改革で、これまでにはなかったので

すが、管理職の方の労働状況等も把握をしていかな

くてはならないということになりました。 

 よく行政の働き方、管理職の議論になると永田町

の話がよく出ますが、国会での答弁のためにほとん

ど超勤しているなどということになって、そうなる

と議会で僕も聞くのもちょっと胸が痛くなるような

聞き方になってしまうかもしれませんが、しかしこ

こはしっかりと把握していかなくてはいけないです

し、改善できるところは改善していかなくてはなら

ないというふうに思っています。 

 それで、まずそもそも論でお伺いしたいのです

が、市の管理職の労働時間、これ今現在は把握はで

きているのか。また、管理者というのは誰にそもそ

もなるのかお伺いしたいのですが。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今議員お話のとおり、労

働基準法の改正や労働時間の適正把握のためのガイ

ドライン、こうしたものを策定から労働時間に関し

使用者が取るべき措置が定められたところでござい

ます。 

 一般職員につきましては時間外勤務システムとい

うのがございますので、これにより把握をしている

ところですが、管理職につきましては労働時間の把

握は自らの自己管理を基本としております。具体的

な把握、集計システムによる集計というのはやって

いないという状況でございます。 

 こうした状況を踏まえまして、健康管理の観点か

ら管理職におきましても過重な勤務とならないよう

適正な管理を行う必要があるとも認識をしておりま

すので、今後になりますが、庁舎整備に併せて入退

庁システムの導入など、こうしたものの研究・検討

を始めたいと考えております。 

 なお、管理者ですが、健康管理の面から安全衛生

管理者というのが私でございますので、そういった

面では私が管理者になります。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 新庁舎と併せてということで理

解をしました。 

 やっぱり自己管理というのはなかなか難しいとこ

ろがあって、先ほど言ったように公務員の働き方の

中で日本はこれだけ公務員の率が低いとなると、ま

さに皆さんのところにいろいろなものがしわ寄せが

来てしまっているのではないのかなというふうに思

わざるを得ません。その原因が議会だと言われたら

どきっとしてしまいますけれども、この長時間労働

があるという仮定をして聞きますが、何が一番超勤

につながっていると思われているのか伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 時間外勤務の要因ですけ

れども、これにつきましてはその年によって様々で

ございます。現状では新型コロナウイルス感染症に

関する対応が顕著であると認識をしております。 

 昨年は特別定額給付金や各事業者への支援金の給

付に加え、感染症防止対策や各経済対策の取組があ
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りました。 

 今年度に入りましても、緊急事態措置への対応に

加え学校でのスクリーニングの実施やワクチン接種

に伴う休日臨時窓口の開設など、現状としては時間

外勤務をせざるを得ない状況となっております。 

○井戸達也議長 川原田議員。 

○川原田英世議員 わかりました。 

 そういった状況にあるということで、これまでの

議論であったように、やっぱり自治体の役割、また

公務員、公の役割というのはやっぱりもう一回見直

していかなくてはならないですし、私はやっぱりそ

こは強化すべきだというふうに思っています。もち

ろん人口に対してですので、人口が下がって、減っ

ていっているという実態も踏まえて総体の人数は考

えなくてはいけないのですけれども、そもそもの役

割を考えていくと、これからもっと公務員の皆さん

の働き方改革としっかりとした人員確保というのに

努めていかなくてはならないのだろうなというふう

に僕は思っています。 

 そんなことを最後に申し上げまして、質問を終わ

りたいと思います。 

○井戸達也議長 永本浩子議員。 

○永本浩子議員 －登壇－ 公明クラブの永本でご

ざいます。 

 先ほど澤谷議員からもお話がありましたけれど

も、私のところにもこのたびのコロナワクチンの接

種に関しましては、予約券の発送等地域ごとに少し

日にちをずらすなど様々な工夫でとてもスムーズに

行っているということで、網走に住んでいてよかっ

たという声をたくさん頂いております。御苦労され

ている皆様に心から感謝申し上げます。 

 それでは、さきに通告させていただきました３項

目について質問させていただきます。 

 初めに１項目めの、子供の健康についてお伺いい

たします。 

 先日、市内の小児歯科の先生から御相談を受けま

した。「最近、猫背で頭が後ろに反りぎみで口が開

いたまま閉じられない子供や歯のかみ合わせが悪い

子供が増えている。これは赤ちゃんへの授乳時等の

の抱っこの仕方と離乳食を始めるタイミングが月齢

重視で判断されていることが原因ではないかと思わ

れる」という内容でした。聞いたとき、私もちょっ

と驚いたのですけれども、口が開いたまま閉じられ

ないのは口唇閉鎖不全、いわゆる「お口ぽかん」と

言われて、本年２月に新潟大学等が全国の小児歯科

専門医の協力を得て、日本初となる大規模疫学調査

を行い、３歳から12歳の小児3,399人のうち30.7％

という高い有病率が判明し、さらに年齢とともに有

病率は増加していることも判明いたしました。 

 調査では、鼻の詰まりやクチャクチャ音を立てて

食べる。口臭があるなどの傾向があることも裏づけ

られました。また、かみ合わせが悪いのは不正咬合

といって、いずれも口腔機能発達不全症の症状の一

つと考えられます。 

 この口腔機能発達不全症は2018年に保険適用にな

り、小児の約70％が対象と言われております。食べ

る、話す、呼吸するという口腔機能が十分に発達し

ていない、あるいは正常に獲得できていない状態を

いうわけですが、口腔機能は口腔機能単体ではなく

全身とともに発達するため、赤ちゃんが頭をのけぞ

らせるような姿勢で抱っこを続けていると口が開き

口呼吸になってしまい、口呼吸が習慣になってしま

うと舌の位置が低くなる低位舌になりやすく、飲み

込むための筋肉の発達や舌の機能発達も不十分にな

ってしまいます。そのため、うまく飲み込めなくな

ったり歯並びや顎の発達、さらには発音にも悪い影

響を及ぼします。 

 また、はいはいを十分にさせず早く立たせて早く

歩かせてしまうと、頭を支えるための背骨の発達が

不十分になり、離乳食を与える時期は頭を自分で支

える姿勢、すなわちお座りができていることが重要

で、これができていないとしっかりとそしゃく運動

をすることができないそうです。 

 また、離乳食の硬さや一口の量は赤ちゃんの唇や

舌の動き、歯の数に合わせることが大切で、赤ちゃ

んの発育には個人差があるので、月齢だけで離乳食

を始めるのではなく、一人一人に合わせて段階的に

離乳食を与えることが重要なのだそうです。 

 口腔の正常な発達は、単にその子供の健康面の問

題だけではなくいじめにつながったり、その後の人

間関係の構築にも大きく影響します。 

 こうした知識を小児歯科の先生と保健師が共有

し、早期に予防・対応することが大切なのではない

かとのお話を受けて、担当課長にも機会を設けてい

ただけるようお願いしたところです。 

 まずは８月に機会を持つことになったと伺ってお

りますが、今後、小児歯科医と保健師の連携を深め

ながら、妊娠中の胎児の姿勢も問題があると言われ

ていることなどから、妊娠出産から就園・就学まで

一貫してサポートするワンストップ窓口ユカリエを
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活用して、助産師や理学療法士、言語療法士等との

連携体制を確立していくことが大切なのではないか

と思います。 

 乳幼児に関わる専門職の連携の中で、それぞれの

スペシャリティーの情報を共有することで網走の大

切な子供たちの健康と未来を守っていただきたいと

考えますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 小児歯科医と保健師との

連携体制確立についてでありますが、近年子供にお

ける口腔機能と全身のつながりの重要性につきまし

て小児歯科医から歯科衛生士に助言があったため、

重要性を認識しているところでございます。 

 また、歯科衛生士の働きかけにより地域子育て支

援センターや発達支援センターの職員を対象といた

しまして、知識を共有する場を創出するため８月５

日になりますが、小児歯科医による講話を予定して

いるところでございます。 

 不正咬合や口腔機能不全は子供の運動機能低下に

つながり、継続性のある支援が必要というふうに考

えられるため、口腔機能発達支援につきましては歯

科医、歯科衛生士及び保健師のみならず子供に関連

する多職種が共通認識を持って対応していくことが

重要であるというふうに認識をしてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 まずは８月５日にそういった講話

の機会を設けていただけるということで、ぜひ皆さ

んで知識を深めながら対策をしていっていただけれ

ばと思っております。 

 また、今年の４月、私の友人の娘さんが埼玉から

東京農大に入学し、歯の矯正をしたいので紹介して

ほしいと頼まれて市内の矯正歯科を当たりました

が、どこも２年先まで予約がいっぱいで新規は受け

られないということで驚きました。 

 矯正には時間もお金もかかります。妊婦の姿勢や

赤ちゃんの抱っこの仕方、離乳食の時期や与え方な

どが歯並びや口呼吸に深く関わっていることをお母

さんたちにぜひ知ってもらい、予防することがとて

も大切だと思います。 

 市で行っている母親学級プレママクラブや両親学

級ハローベビークラブでは、これまでも赤ちゃんの

抱っこの仕方などは指導してきていると思います

が、そこに小児歯科の観点からの指導を反映させる

ことで子供たちの健康と未来を守ることになると思

いますが、この点はいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 母親学級や両親学級の指

導の反映についてでございますけれども、母親学

級、乳幼児検診、ナチュラルベビークッキングにお

ける歯科に関する指導につきましては、歯科衛生士

が担当しておりますけれども、様々な研修を通じて

学習を進めるとともに、小児歯科医との連携により

習得した内容を保護者への指導に生かしているとこ

ろでございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 口腔機能発達不全症というそのも

の自体が歯科医の中でもまだまだ浸透し切れていな

いというような状況なようなので、ぜひそういった

知見を深めながら、また保護者の方たちへの指導に

生かしていっていただきたいと思います。 

 また、日本歯科医学会では、昨年３月に口腔機能

発達不全症に関する基本的な考え方を出しました。

その中で、「小児の口腔機能は常に機能の発達・獲

得の過程にあり、各成長のステージにおいて正常な

状態も変化し、機能の発達が遅れていたり誤った機

能の獲得があれば、その修正回復を早い段階で行う

ことが重要である」として、離乳完了前と完了後の

口腔機能発達不全症チェックリストと評価基準を参

考としたとありました。このチェックリストと評価

基準を活用して、口腔機能の発達不全を早期に発見

し、早い段階での予防並びに治療に結びつけること

ができればと考えます。 

 乳幼児検診等に活用するなどの取組もぜひ検討し

ていっていただきたいと思いますがいかがでしょう

か。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 口腔機能発達不全症チェ

ックリストの活用についてでありますが、小児の口

腔機能発達マニュアルでは、口腔機能発達不全症チ

ェックリストにおける各項目の意味合いが示されて

おりますけれども、食べる機能、話す機能、呼吸す

る機能のほかにも生育歴や全身の健康状態、また家

族歴や家庭環境など発達に影響する個人因子や環境

因子を広く評価・対応することが肝要であるとの記

載がございます。 

 今後、マニュアルの記載内容を参考にさせていた

だくともに、小児歯科医をはじめとする専門職、こ

れは歯科衛生士、言語聴覚士、助産師などが考えら

れますが、これら専門職との意見交換を踏まえなが

ら、この乳幼児検診等における活用を研究していき
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たいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひ、やはり早い段階で見つけて

治療をしていくという方向になると、かなり口を開

いたままで閉じられないような子供さんとか、矯正

をしなければいけないという方もかなり減るのでは

ないかと思います。 

 私にこの相談をしてくださった小児歯科の先生も

「本当この乳幼児段階での取組が究極の高齢になっ

てからの飲み込みの悪さとか誤嚥性肺炎の予防にも

つながると思います」ということでしたので、ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、３歳児健診における弱視の早期発見につい

てお聞きいたします。 

 日本弱視斜視学会によりますと、弱視は通常の教

育を受けることが困難なほどの低視力という意味で

すが、医学的には視力の発達が障害されて起きた低

視力を指し、眼鏡をかけても視力が十分でない場合

を指します。 

 視力は、言葉や歩行などと同じく成長に伴ってだ

んだん獲得する能力で、０歳では0.1くらいです

が、視力が発達する視覚の感受性期である生後１か

月から６歳から８歳頃までに適切な視覚刺激を受け

られないと、正常な視力の発達が停止もしくは遅れ

てしまい、眼鏡やコンタクトをしても一生涯十分な

視力が出ない弱視になってしまいます。弱視の割合

は約２％で、50人に１人と言われており、弱視によ

る失明率は40歳以下における片目だけの片眼失明の

原因第１位となっております。 

 眼鏡をかけてもよく見えないということは、教育

を受けるのに支障があるだけでなく職種も限られ、

まして働き盛りで視力を失うことは本人にとっても

社会にとっても損失は深刻です。 

 弱視の原因は主に３つあり、一つは遠視、近視、

乱視といった屈折異常です。中でも屈折異常の左右

差が大きいと片方の目のみが弱視となってしまうこ

とが多く、これを不同視弱視と言います。二つ目は

斜視で、この不同視と斜視が原因の大半を占め、三

つ目の形態覚の遮断は、視覚を遮断する原因がある

と生じるもので、例えば数日間眼帯をつけただけで

も生じてしまうそうです。 

 弱視の問題点は、見た目にわかりにくく、幼児期

は視力が0.3程度あれば不自由がなくその状態に慣

れてしまっているので本人も周囲も気づきにくいと

いうことです。しかし、発見できれば眼鏡装用と弱

視訓練により治療が可能です。しかし、発見が遅れ

ると生涯にわたり視力障害を負うことになります。 

 就学前の視力検査で弱視がわかることは多いよう

ですが、ここからの治療では視力の伸びは期待でき

ないため、３歳児健診で見落とさないことが非常に

大切になってまいります。そのため厚生労働省は、

平成29年４月７日付の「３歳児健康診査における視

力検査の実施について」で、「子供の目の機能は生

まれてから発達を続け６歳までにほぼ完成します

が、３歳児健診において強い屈折異常、遠視、近

視、乱視や斜視が見逃された場合に治療が遅れ十分

な視力が得られないとの指摘がなされています。市

町村におかれましては、３歳児健康診査における視

力検査及び保健指導を適切に実施されるようお願い

申し上げます」と通知を出しております。 

 現在、当市が行っている３歳児健診の視力検査は

どのようになっているのでしょうか。現行の視力検

査で弱視の見逃しはないとお考えでしょうか、お尋

ねいたします。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ３歳児健診における弱視

の見逃しについてでありますが、各５年度の３歳児

健診における視力検査で精密検査に移行した子供13

名のうち８名が要観察、要医療というふうになりま

して、この中で弱視の疑いがあった子供は病院のフ

ォローにつないでいるところでございます。 

 検査につきましては、当日の子供の状態や応答で

左右されるため、弱視が見逃されるケースがないと

は言い切れませんが、保護者に対しまして検査を実

施できない場合の帰宅後の検査をお願いするととも

に、心配な点があれば保健センターへの相談を勧奨

しているところでございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ということは、今の当市の３歳児

健診における視力検査というのは基本家庭での視力

検査が主で、屈折等に関する検査は行っていないと

いうことでよろしかったでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 議員お見込みのとおりで

ございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 この家庭での視力検査と目のアン

ケートが多分今の網走市が行っている視力検査で、

万が一家庭で検査ができなかった場合は保健センタ

ーのほうで保健師さんが同じ内容の視力検査をやっ
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ていただいているのではないかと思います。 

 家庭での視力検査と目のアンケートだけでは、ほ

とんどの弱視は見逃してしまうと言われておりま

す。 

 日本眼科学会によりますと、弱視の子供はもとも

と見えにくい状態が当たり前として育っているため

見えないとか見えにくいと訴えることがほとんどな

いそうです。また、片目だけ弱視の場合、もう片方

の目が見えている、弱視のほうの目の異常に子供自

身も保護者も気づきにくいとも言われております。 

 視力検査が、３歳なのでうまくできなかったり、

子供がうまく答えられなかったり、子供の状態に左

右されやすく、３歳児健診における視力検査の精度

及び成功率は決して高くはないと言われておりま

す。 

 こうした現状の中、日本弱視斜視学会また日本小

児眼科学会は、近年、３歳児健診について視力検査

に加えてフォトスクリーナーなどを用いた屈折検査

や斜視の検査を併用することが望ましいと提言して

おります。 

 提言を受けて屈折検査機器を導入する自治体が増

えており、令和元年に導入した高知市では、３歳児

健診を受けた573人の中で26人が精密検査を受け、

治療が必要とされた14人のうち９人が屈折検査機器

を使わなければ見つからないケースだったとのこと

です。 

 取扱いも非常に簡単で眼科医でなくても検査がで

き、子供はお母さんの膝の上に抱かれたまま数秒で

両目の検査ができるため大変効果的と言われており

ます。このようなカメラのような形をしたもので、

金額的にもそれほど高くはないということでした。 

 当市でもぜひ３歳児健診に屈折検査を導入してい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 ３歳児健診の視力検査に

おける屈折異常検査の導入についてでありますが、

従来の視力検査、当市におきましては視標を採用し

ておりますけれども、これにつきましては弱視の早

期発見に重要な検査ではあるものの、応答があやふ

やな３歳児を対象とした場合、弱視が見逃される可

能性もあるとされておりまして、実際に屈折検査を

導入している自治体におきましては、精密検査率が

上昇し、またあわせて要治療となった人数も増加し

ているとのデータがございます。 

 当市におきましても、取扱い業者や盲学校とのつ

ながりから屈折検査の有効性を理解をしているた

め、今後眼科医や関係機関の意見を踏まえ、屈折検

査の導入を検討していきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひまた専門家の意見も聞いてい

ただきながら、導入に向けて検討していただきたい

と思います。 

 現行の視力検査で精密検査が必要と言われても、

これは全国的なレベルではございますけれども、約

３割は眼科を受診しないと言われております。 

 その理由は、保護者が視覚の発達にはタイムリミ

ットがあることを知らない。また弱視や斜視につい

ての正しい情報を知らないことが大きいといったこ

とが挙げられております。 

 私も今回この弱視のことを勉強する前は、弱視は

単に視力がちょっと低いぐらいと思っていましたけ

れども、本当に教育も受けられないくらいの視力の

低さであり、それは発達段階に全てがかかっている

ということを初めて知って、これは本当に大事なこ

とだなと改めて感じたところでございます。 

 口腔機能発達不全症も弱視もいずれも早い時期に

対応しないと手遅れになってしまい、子供たちの人

生に大きく影響してくる問題です。 

 こうした情報を保護者をはじめ、今は働くお母さ

んも多いため祖父母が代わりに子育てを、孫育てを

している場合もあります。そういった祖父母の方や

また保育士さんたちにも周知・啓発していくことが

大切だと考えます。 

 当市がやっている子育てアプリやホームページ、

地元ラジオ局等を活用して広く周知していっていた

だきたいと思いますが、市としてはどのようにお考

えでしょうか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 子育てアプリ、ホームペ

ージなどを活用した保護者への周知・啓発といった

ことでございますが、弱視につきましては各５年度

で13名が要精密検査となりましたが、15％に当たる

２名が未受診となっております。２名ともに経過的

に関わりを持ち対応してきたところでありますが、

子供の健康を確保するためにはやはり早期発見、早

期対応は重要であるというふうに認識をしてござい

ます。 

 今後、様々な媒体を活用し、保護者などに対する

周知・啓発に努めてまいりたいと考えてございま
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す。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 やはり当市でも２名の方が未受診

だったということで、ここら辺のところも取組はと

ても大切だと思いますので、ぜひよろしくお願いい

たします。 

 それでは次に、デジタル化の推進についてお伺い

いたします。 

 本年５月、デジタル改革の司令塔として、９月に

デジタル庁を創設することを盛り込んだデジタル関

連法案が参議院本会議で可決成立いたしました。こ

れによって、世界に遅れを取っていた日本のデジタ

ル化もポストコロナを見据えて、組織の縦割りを排

した行政のデジタル化や書面押印等の規制改革、公

務員のデジタル職の採用、マイナンバーカードの普

及・活用、教育のデジタル化、テレワークを活用し

た新しい働き方、携帯電話料金の値下げなどに加速

がかかってくるものと思われます。 

 国民の利便性が高まり、業務の効率化が図られ、

コロナ禍や災害など大きな経済変動があったときに

も公的な給付がスムーズに進むことを期待するとこ

ろです。 

 網走市といたしましても、本年９月議会からタブ

レットの本格導入が始まることになっており、私た

ち議員も先日、先進自治体とのオンライン視察を行

い、様々な活用例に目をみはる思いでございまし

た。 

 デジタル庁創設に当たっては、行政のデジタル化

として全国規模のクラウド移行に向けて、各自治体

のシステムを統一し業務の効率化と住民サービスの

向上が進められると思いますが、当市は今、新庁舎

の建設に向けて取組を進めている最中で、ちょうど

国が進める行政のデジタル化に歩調を合わせた新庁

舎が造れるのではないかと期待するところです。 

 当市としての新庁舎建設に向けたデジタル化の構

想はどのようになっているのかお伺いいたします。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 議員お話のとおり、本年

５月のデジタル改革関連６法の成立により、９月１

日にデジタル庁が発足し、マイナンバーの活用拡

大、自治体の行政システムの統一化、行政手続のオ

ンライン化など、こうしたことが推進されることと

なりました。また、総務省が策定した自治体ＤＸ推

進計画では、令和７年度までを期限とし、自治体に

おいて住民記録など基幹系17業務のシステムの標準

化・共通化と子育て、介護関係など31手続のオンラ

イン化などに取り組むとされております。 

 こうした中、市民に優しいスマート庁舎を基本理

念とする新庁舎が令和６年10月に供用開始を予定し

ているところでございますので、新庁舎の整備とも

歩調を合わせながら網走市ＤＸ推進計画の策定を進

め、より一層の市民サービスの向上と行政運営の効

率化を目指してまいります。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 幸いにして、タイミング的にはと

てもいいタイミングで新庁舎を造れるのではないか

と思っております。 

 今回のデジタル関係の参与、フェロー等が網走市

としてもそういった方の御助言を頂くということが

決まってくるかと思いますので、ぜひそういったと

ころを活用しながら、最高にいい新庁舎を造ってい

っていただきたいと思っております。 

 また、全国の自治体に目を向けると、2019年５月

にデジタル手続法（通称、デジタルファースト法

案）が公布され、12月に施行された前後で、デジタ

ル技術を活用した行政手続等の利便性の向上や行政

運営の簡素化・効率化に先駆的に取り組んできた自

治体があります。 

 大分県別府市は全国に先駆けて、2019年６月25日

に「ＢＥＰＰＵ×デジタルファースト宣言」を発表

し、「市民、職員、国、他県に向けて、デジタルの

力を最大限活用する施策により市民サービスの向

上・地方創生・生産性の向上・働き方改革、さらに

は観光立国日本におけるモデル都市としてのブラン

ドを確立する」と宣言。 

 続いて、静岡県浜松市が同年10月にデジタルファ

ースト宣言を発表し「浜松市デジタル・スマートシ

ティ官民連携プラットフォーム」を設立、ソフトバ

ンクやＮＴＴドコモなど民間企業10社をパートナー

会員、またスマート・デジタルシティ実現に意欲の

ある72の企業・団体を一般会員として、官民一体と

なってデジタル化による地域活性に取り組んでおり

ます。 

 このほかにも全国各地でデジタルファースト宣言

が出されており、住民サービスのデジタルファース

ト、行政運営のデジタルファースト、観光戦略や関

係人口創出のデジタルファーストに取り組んでおり

ます。 

 北海道でも本年５月６日に、函館市鹿部町が道内

初となる鹿部町デジタルファースト宣言を発表いた
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しました。 

 当市におきましても、網走デジタルファースト宣

言を出して、本格的なデジタル化に取り組んでいた

だきたいと思いますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今後、デジタルトランス

フォーメーションの推進を図っていくため、新たに

任命するフェローなどの御意見も参考としながら、

今後のまちづくりにおいてデジタルファーストで取

り組むことを宣言したいと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひお願いしたいと思います。 

 次に、先ほど御紹介した別府市では……。 

○井戸達也議長 永本議員の一般質問の途中です

が、ここで暫時休憩といたします。 

 再開は午後３時10分といたします。 

午後３時01分休憩 

午後３時10分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 永本議員の質問から。 

 永本議員。 

○永本浩子議員 それでは、先ほどうれしい御答弁

を頂きありがとうございます。 

 その次に、先ほど御紹介した別府市では、市長の

インタビュー記事を読んでみると、「宣言後も役所

内には縦割り意識が強く残っており、目の前の業務

で効果を実感できなければ、個々の職員がＩＴ活用

の意義に納得感を得るのは難しかった」と言ってお

ります。 

 そこで、別府市では本格的なＩＴ導入に先駆けて

６か月間の試行期間を設け、入力・点検といった定

型業務が多い保険年金課から14業務、情報推進課か

ら１業務を選定して導入効果の検証を行い、その結

果、年間1,265時間を要していた作業時間がわずか

187時間と、実に85.2％の時間削減効果が得られた

そうです。 

 しかし、本格運用では、職員が日常でいかに使い

こなせるかが導入の効果を最大限化させる鍵になる

ため、一部の職員しか使いこなせないのでは、「使

える人材が不在の時の不具合が怖い」「人事異動で

業務の継続性が困難になるおそれがある」との懸念

があるため、別府市ではＲＰＡ（ロボティック・プ

ロセス・オートメーション）開発を委託業者に任せ

るのではなく、将来的には各職員が自分でシナリオ

を作成することを想定して、試行期間もシナリオの

内製化にこだわって取り組んできたとのことでし

た。外部に委託すると投資対効果がどれほど出るの

かという点と、開発のノウハウが何も残らないとい

う２点で内製化を基準にし、デジタル人材の育成・

研修にも力を入れているそうです。 

 当市も国を挙げてのデジタル化の中でその利点を

十分に行政に生かし、市民の皆様へのサービスの向

上につなげるためにも、デジタル人材の育成と職員

の意識改革に取り組んでいくべきと考えますがいか

がでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 自治体ＤＸの推進はシス

テムの標準化や行政手続のオンライン化など、単な

る個別の取組ではなく自治体、国を挙げての大きな

改革であると認識をしております。 

 外部講師などによる職員研修の充実や自主グルー

プでの研究活動の促進など、デジタル化に向けた職

員の人材育成と意識改革を図ってまいります。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 なかなか大変な事業だとは思いま

すけれども、全国挙げての取組ということで、当市

も遅れないようにぜひよろしくお願いいたします。 

 また、こうしたデジタル化の推進の中で、職員の

みならず市民の皆様もデジタル技術を使いこなせる

人とそうではない人とのデジタル格差が重要な政策

課題になってくると思われます。私もあまり得意な

ほうではないので、そういう人たちの気持ちがよく

わかるわけなのですけれども。 

 当市のワクチン接種の予約は大変順調でスムーズ

に行っておりますが、ネット予約が主になっている

自治体では、スマホをお持ちでない高齢者やうまく

使えない高齢者が予約できずに困り果てているとい

うニュースが続きました。内閣府の世論調査によれ

ば、70歳以上の高齢者の約６割がスマホなどの情報

機器を利用していないと回答しており、助けを必要

としている人への支援が十分行き渡るようにするこ

とが急務であります。 

 昨年12月に閣議決定されたデジタル社会の実現に

向けた改革の基本方針においても、「誰一人取り残

さない、人に優しいデジタル化」が掲げられてお

り、大変重要な課題だと思っております。 

 総務省からも、携帯ショップ等を中心に全国約

1,800か所での高齢者向けの講習会の実施や各地域

のニーズに合わせた支援体制の充実等が出されてお
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りますが、総務省の事業だけで達成できるものでは

なく、地域のサポート体制を確立し、様々な地域の

担い手による幅広い取組が求められます。 

 また、総務省の事業に加えて、地方公共団体・教

育機関・高齢者団体・商工団体・農業団体・ケーブ

ルテレビ・電気店・町内会・自治体・ＮＰＯ法人等

と連携し、国民運動として、家族を含めた若い世代

が高齢者に教えることや様々な地域の担い手による

幅広い取組を積極的に促し、デジタル活用支援に関

する５か年の全体構想を策定して取組を加速すると

あるとおり、実際には、誰一人取り残さないため

に、最先端で支援を展開するのは地方自治体であり

ます。大変な作業になるかと思いますが、当市の誰

一人取り残さないデジタル化に対する考え方と今後

の支援策への取組についてお伺いいたします。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 誰一人取り残さない人に

優しいデジタル化は、議員お話のとおり最も重要な

課題であると認識をしております。 

 スマホを持たない高齢者などへの対応につきまし

ては、デジタルファースト宣言やＤＸ推進計画の策

定におきまして重要課題として位置づけ、庁内にお

ける政策の横展開や様々な関係団体などの協力も頂

きながら支援策を講じてまいりたいと考えておりま

す。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 学校の中でもなかなか大変という

お話も先ほどありましたけれども、やはり活用でき

てこそ本当のデジタル化の内容を享受できるという

ことになりますので、当市においては東京農大等の

学生さんもいたりとか、様々な角度で活躍していた

だける方もいるかと思いますので、ぜひそういった

取組もフェローになられる方等と相談しながら進め

ていっていただきたいと思います。 

 また、ちょっと具体的な話になりますけれども、

先日、タブレット導入に向けて先進自治体とオンラ

イン視察を行った際に、そのときの市議会議員さん

の背景にその市の花火大会の様子が大変印象的に映

りました。私も何度かこういった形のオンラインで

の講習を受けたりとか、いろいろなやり取りをさせ

ていただいてはいるのですけれども、今も活用しよ

うと思うといろいろなバーチャル背景というのはあ

りますけれども、やはりそういった状況になったと

きに、網走のよさをアピールする上でも網走市内の

豊かな自然や景勝地などのバーチャル背景を提供し

ながら、こういったデジタル化を活用して観光のＰ

Ｒにもつなげていっていただければと思いますけれ

ども、こういった取組についても検討していただけ

るとありがたいと思いますがいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今お話のとおり、当市の

特色である観光、交流人口の拡大に向けたデジタル

化というのも必要なことと認識をしております。 

 今具体的なお話のバーチャル背景につきまして

は、今後計画なり各課でどのような取組を進める

か、こうした整理を進めてまいりますので、具体的

な今お話につきましては、その際に検討させていた

だきたいと思います。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、最後の質問に移ります。 

 最後は、おくやみコーナーについてお伺いいたし

ます。 

 おくやみコーナーの設置については、令和元年の

９月にも一般質問で取り上げさせていただきまし

た。そのときの答弁は「研究させていただく」とい

うことだったと思いますが、新庁舎の設計段階にあ

る今、新庁舎建設時にはぜひこのおくやみコーナー

を設置していただきたく、もう一度質問させていた

だくことにいたしました。 

 日本の少子高齢化は加速度を増して進んでおりま

す。当市におきましても例外ではありません。毎

朝、新聞に折り込まれた死亡広告を見るたびにため

息が出ます。 

 今年の３月、いとこが亡くなり息子さん夫婦から

死亡に伴う手続について相談を受けました。私も主

人と母、そして父を見送り、その時その時必死で

様々な手続をしてまいりましたが、いざ聞かれると

すぐには答えられず、結局父のときの書類一式を貸

して参考にしてもらいました。後日、本当に助かり

ましたと感謝され、おくやみコーナーの話をする

と、「ぜひ設置してもらいたい。助かる人がたくさ

んいると思います」と言われました。 

 今後のさらなる高齢化を考えると、配偶者が高齢

となるケースや親族が遠方または疎遠になるケース

など、遺族が行う死亡・相続に関する手続の負担は

一層大きくなるものと思われます。 

 死亡や相続に関する手続は大きく分けて4つに分

類されると言われております。 

 一つ目は、死亡後すぐに発生する死亡の届出で



- 56 -  

す。死亡届の提出や火葬許可申請、埋葬許可申請、

死亡診断書の発行などです。 

 二つ目は、死亡に関する手続です。これは死亡届

の提出後、葬式や火葬が一段落したところで発生す

る行政機関、年金事務所、民間の手続のことで、国

民健康保険関連、障害者関連、子育て関連の手続や

未支給年金の請求や被保険者資格の喪失手続、遺族

年金の手続等、民間では金融機関の口座の停止、生

命保険の保険金の受取り、電気ガス水道事業者やＮ

ＨＫの受信料等の契約の変更手続、勤務先や学校で

の退社、退校手続等です。 

 三つめは、遺産分割協議前の手続で、これは亡く

なった方の出生から死亡日までの連続した戸籍謄本

または抄本を全て集めて行う法廷相続人の調査や亡

くなった方が契約していた金融機関等や不動産の調

査、亡くなった方の死後、遺族が相続すべき資産の

情報を把握する手続です。具体的には、戸籍の調査

や固定資産課税台帳の確認、法務局で行う法定相続

情報一覧図の写しの入手や不動産登記情報の確認、

また、銀行等では残高証明等の発行が必要になると

きもあります。 

 四つ目は、遺産分割協議後の手続で、金融資産等

の名義変更や相続税の申告、場合によっては運輸支

局への自動車所有者の変更、警察署への車庫証明の

変更、法務局への不動産登記の変更、税務署への相

続税の申告、銀行への預貯金等の払戻しなどの手

続、証券会社への移管等の手続が必要です。相続に

関しては申請手続の期限が決められているものもあ

ります。 

 このような多岐にわたる手続きは、生涯で繰り返

し発生するものではなく、また人によって手続の内

容は異なります。遺族の中には、経済的・精神的な

支えとなっていた方を亡くしている場合もあり、葬

式の段取りやその後の法要に加えて慣れない手続で

負担は大きく、サポートが必要な場合も多々あるの

ではないでしょうか。 

 こうした遺族の負担を軽減し、市役所窓口が利用

者目線に立って、遺族の心に寄り添うことが大切で

あると思います。そのためにも遺族が市役所内の各

課を回るのではなく、そこに来れば全ての手続がワ

ンストップでできるおくやみコーナーを新庁舎には

ぜひ設置していただきたいと思いますがいかがでし

ょうか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 新庁舎でのおくやみコー

ナーの設置についてでありますが、昨年８月に策定

した新庁舎建設基本構想において、窓口の形態にワ

ンストップフロアサービスを採用し、使いやすい、

わかりやすい窓口のカウンター、プライバシーに配

慮した相談スペースなどを基本方針に設計を進めて

いるところでございます。 

 既におくやみコーナーを設置している自治体にお

いても、人口規模や組織体制によって、そのサービ

ス形態は様々なものとなっております。 

 新庁舎においては、全ての手続がワンストップで

できる特化したおくやみコーナーを設置することは

専用スペースの確保、幅広い分野の知識を持った人

材の確保など特化したコーナーを設置することは難

しいと考えておりますが、おくやみに限らずその他

の手続の際にも総合案内の運用をはじめ、来庁者の

負担や不安を軽減し、庁舎内で迷うことなく手続を

終えられる利用者の目線に立った窓口となるよう、

総合的に検討しているところでございます。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 なかなか検討はしていただいてい

るようですけれども、特化したコーナーを持つのは

難しいというお話ではありましたけれども、今全国

的には大変このおくやみコーナーが増えておりま

す。 

 ２年前にも紹介させていただきましたが、全国に

先駆けておくやみコーナーを設置したのは、2016年

にスタートした、先ほども先進自治体として挙げさ

せていただきました大分県別府市でした。その後、

2017年に三重県松坂市、2018年には神奈川県大和市

が遺族専用コーナーを設置し、2019年度までは全国

で16の自治体でした。しかし、2020年度は一気に

169の自治体に増えました。 

 この急増の背景には全国的な少子高齢化や死亡数

の増加もあるものの直接的な要因は、内閣官房ＩＴ

総合戦略室が推進している死亡・相続ワンストップ

サービス方策にあると言われております。これは、

先駆自治体の一つである松坂市のサービスを分析し

て、約30の質問に答えることで必要な手続を抽出す

るデジタルツールおくやみコーナー設置自治体支援

ナビを開発し、2020年５月におくやみコーナー設置

ガイドラインとともに公開、全国の自治体に広く活

用を促したため、おくやみコーナーの存在を全国に

広め2020年度の急増につながったのではないかと言

われております。 

 この支援ナビには、おくやみコーナー設置の背景
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や具体的な場所や人の配置、法令関係などが非常に

わかりやすくまとめられており、旭川市もこの支援

ナビをカスタマイズしておくやみコーナーを導入し

たとのことです。 

 全ての自治体がこの支援ナビを導入しているわけ

ではないようですが、当市としても活用を検討する

価値はあると思いますが、どのようにお考えでしょ

うか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 おくやみコーナー設置自

治体支援ナビの活用についてでございますが、さき

の答弁でも申し上げましたとおり、来庁者の負担や

不安の軽減を目指した来庁者に書かせない、迷わせ

ない、新たな窓口を検討しております。 

 その中で、死亡時の手続に限らず、出生、婚姻な

どの戸籍届出、住民異動届出、各種証明の申請の際

に活用できるシステムの導入を検討しているところ

でございます。 

 その導入検討過程において、御提案いただきまし

た内閣官房が推進している自治体支援ナビガイドラ

インの情報や、先進自治体の取組なども参考にしな

がら検討を進めてまいりたいと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ちょっと形は違うけれども、市民

の皆様の負担や不安の軽減のためのサービスの充実

をしていきたいという御答弁を頂きました。 

 そういう答弁の内容ではありましたけれども、も

う一つこのおくやみコーナーを設置した多くの自治

体は、逝去後の各種手続や関連窓口、相続の手続や

相談先などをまとめたおくやみハンドブックを作成

し、来庁者に配布したり、市のホームページで公開

するなどして市民の皆様に喜ばれております。 

 中には民間企業が自治体と協働して、おくやみハ

ンドブックの共同刊行やおくやみコーナーの開設支

援、先ほど言ったおくやみコーナー設置支援ナビの

導入支援など、自治体の遺族支援をサポートする官

民協働事業を開始しているところもあります。 

 当市としても、ぜひこうしたハンドブックを作成

し、市民サービスに努めていただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 おくやみハンドブックの

作成についてでございますが、現在当市では死亡届

出をされた方に向けて「死亡届を出された方へ」と

いうお悔やみに関する市役所内での必要な手続の一

覧をお渡しし御案内しているところでございます。 

 この手続一覧は必要に応じ知ることのできるよう

市のホームページにも掲載をしているところでござ

います。 

 しかしながら、死亡に伴う各種手続はお亡くなり

になった方によって市役所以外にも多くの手続が必

要な場合がございます。 

 現在使用している手続案内の一覧の内容を充実さ

せるとともに、市役所以外で必要な手続についても

届出先や相談先の情報、いつ頃までに手続を行えば

いいかなども加え、順次お悔やみ手続の案内の内容

の充実を図ってまいりたいと考えております。 

 引き続き、各種市民サービスの充実に努めてまい

りたいと考えております。 

○井戸達也議長 永本議員。 

○永本浩子議員 ぜひ先進自治体の例等も参考にし

ながら、やはりこれとこれとこれをやれば大丈夫な

のだという情報がわかるだけでも大変安心もされま

すし、そこにチェックをつけながらいつまでにこの

手続をすればいいのだなということがわかるような

形をぜひ考えていっていただきたいと思います。 

 先ほどのデジタルファースト宣言をした中でも、

沖縄の石垣市などは３つの市が共同宣言を出してい

るわけなのですけれども、そのモットーとして言っ

ているのが、「来させない、書かせない、待たせな

い」という市役所まで来なくても手続はできるよう

な体制を、また本人が書かなくても名前等を言えば

すぐ書類が出てくるような体制、そして待たせない

という、そういった３つの市民サービスの内容を合

い言葉にして行っているようですので、ぜひ市民の

皆様から網走市役所、本当に親切で助かったという

声がたくさん聞けるような、そういったサービス体

制をつくっていっていただきたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 私の質問は以上で終わらせていただきます。 

○井戸達也議長 ここでお諮りします。 

 本日の議事日程であります一般質問はまだ終了し

ておりませんが、本日はこの程度で延会とし、明

日、一般質問を続行したいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、本日はこれをもって延会

といたします。 

再開は、明日午前10時としますから、参集願いま

す。 
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 御苦労さまでした。 

午後３時32分延会 
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○議事日程第４号 

令和３年６月23日午前10時00分開議 

日程第１ 一般質問 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

 一般質問 （松浦議員、近藤議員、石垣議員、小田

部議員） 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企画総務部長    秋 葉 孝 博 

 市民環境部長    武 田 浩 一 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 健康福祉部次長    永 森 浩 子 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    伊 倉 直 樹 

 建設港湾部長    吉 田 憲 弘 

 水 道 部 長    柏 木   弦 

 庁舎整備推進室長    立 花   学 

 企画調整課長    佐々木   司 

 総務防災課長    田 邊 雄 三 

 職 員 課 長    寺 口 貴 広 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

 戸籍保険課長    渡 邉 眞知子 

 戸籍保険課参事    田 中 靖 久 

 健康推進課長    今 野 多賀子 

 社会福祉課長    結 城 慎 二 

 社会福祉課参事    有 賀 克 博 

 新型コロナウイルスワクチン接種推進室参事    江 口 優 一 

 商工労働課長    北 村 幸 彦 

 観光商工部参事    髙 橋 優 紀 

 庁舎整備推進室参事    日 野 智 康 

 庁舎整備推進室参事    遠 藤 崇 哲 

 庁舎整備推進室参事    里 見 達 也 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    岩 永 雅 浩 

 学校教育部長    田 口   徹 

 社会教育部長    吉 村   学 

 学校教育部次長    小路谷 勝 巳 

 社会教育部次長    岩 本 博 隆 

 学校教育課長    小 松 広 典 

 学校教育部参事    高 橋 善 彦 

 社会教育課長    岩 尾 弘 敏 

 スポーツ課長    大 西 広 幸 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、近

藤憲治議員、工藤英治議員の両議員を指名します。 

─────────────────────── 

令和３年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ４ 日 

令和３年６月 23日（水曜日） 
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○井戸達也議長 本日の議事日程は、既に印刷して

配付の第４号のとおりであります。 

日程に従い、直ちに議事に入ります。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 日程第１、昨日に引き続き一般質

問を続行します。 

 松浦敏司議員。 

 松浦議員。 

○松浦敏司議員 －登壇－ おはようございます。 

 日本共産党議員団の松浦敏司でございます。 

 通告に従って質問をしていきたいと思いますが、

初めに、コロナワクチンの関係で多くの皆さんが御

努力されていると、市の職員をはじめ医療関係者の

皆さんの御努力に心から敬意を表するものでありま

す。 

 私も６日の日に１回目、そして30日に２回目とい

うことで、非常に、駒場会場でありましたけれど

も、スムーズに行っているという点でなかなかいい

感じだなというふうに印象を受けているところであ

ります。 

 これからまだ続きますけれども、ぜひ事故のない

ように努力して頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、まず１項目め、国民健康保険制度につ

いてであります。 

 国民皆保険制度とは国民全てが公的医療保険に加

入するという医療保険制度であり、国民の誰もが全

国の医療機関で公的保険によって医療を受けられる

もので、世界的にも高く評価されているものであり

ます。 

 ただし、高齢化の進展により医療費が増大し、医

療保険制度の財政状況が逼迫しているのが現状にな

りますが、国民皆保険制度を守るために国の責任が

果たす役割は重要であるというふうに思います。 

 とりわけ高過ぎる国保料ということで、国保加入

者は保険料の支払いが大変だと。滞納世帯が一定程

度あるのは所得の割には保険料が高いという根本的

な矛盾があることは、これまでも指摘したとおりで

あります。 

 そこで、まず保険料の料率について。 

 さきに提出されましたけれども、令和３年度網走

市国民健康保険料の料率の改定がなされたことが報

告されました。 

 この間、大きな特徴として資産割を３年かけて減

額して今年度からゼロにするということで、資産割

については私どももこの間なくすべきだというふう

に議論を重ねてまいりましたけれども、そのことが

実現したということは大変高く評価したいというふ

うに思います。 

 そこで１点目ですが、この３年間で資産割の料率

を下げて今年度でゼロになったわけですけれども、

これまで賦課していた料率を下げることによっての

影響額がどのようになっているのか、年度ごとの影

響額について伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 資産割の料率引下げによ

る年度ごとの影響額についてでございますが、国民

健康保険料として医療分、後期高齢者支援分、介護

分合わせまして、平成31年度は約1,710万円、令和

２年度は約1,670万円、令和３年度は約1,740万円の

減少となってございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 私が思っていたよりは影響額が少ないのかなとい

うふうに感じましたけれども、新型コロナによって

国保加入者の収入が減少することはほぼ間違いない

というふうに思います。国保料は前年度の収入から

計算されるために、多分来年度の保険料に一定程度

の影響が出るというふうに思いますが、原課として

どのようにお考えか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 令和４年度保険料の総額

への影響についてでございますが、今議員がおっし

ゃったとおり、令和４年度の国民健康保険料の賦課

につきましては、今年令和３年の１月から12月まで

の収入により申告された基準総所得金額に基づき計

算されることになります。 

 今後のコロナウイルス感染症の状況、ワクチン接

種の状況にもよりますが、現在までの新型コロナウ

イルスの感染症の影響により、飲食業ですとか宿泊

観光業など基準総所得金額の減少は見込まれるもの

と考えられます。 

 現状において基準総所得金額の減少の規模は想定

することはできませんけれども、令和４年度の保険

料総額につきましては今後決定します北海道へ納付

する国保事業費納付金から道支出金、一般会計繰入

金を差し引きし算定することになります。必要な保

険料額の算定時に不足が生じた場合は、保険料率の

見直しの検討が必要と考えますけれども、加入者へ

の影響等を考慮し、国民健康保険事業準備基金の利

用等を含め慎重に進めてまいりたいと考えておりま
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す。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 その辺よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

 次に、資産割の料率を下げることで保険料の収入

が減少するというのは誰でもわかると思うのです

が、その分は所得割を引き上げることで対応したの

ではないかというふうにも思いますが、一定額を基

金から繰入れをしたのではないかというふうに思う

のですが、どのような方法で今回料率を決めてきた

のか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 資産割料率を下げること

での保険料収入の減少の対応についてでございます

けれども、保険料の総額を確保するためには資産割

の減額分は同じ応能分である所得割に転嫁されるべ

きものと基本的に考えております。 

 平成31年度におきましては、基準総所得金額増加

に伴う所得割の増加と賦課限度額の引上げにより資

産割料率引下げ分の保険料の確保が可能であったこ

とから、所得割料率は据置としております。 

 令和２年度においては、賦課限度額の引上げによ

り資産割料率の引下げ分の保険料の一部を確保する

ことが可能であったこと、また、保険料算定時に新

型コロナウイルス感染症に関わる国保加入世帯への

影響が見極められなかったことに対し、国民健康保

険事業準備基金を一部取り崩すことにより資産割減

額分への充当が可能であったことから、所得割料率

は据置としております。 

 令和３年度におきましては、新型コロナウイルス

感染症の影響により基準総所得金額が減少する見込

みであること、法定賦課限度額が据置となり資産割

減少分の一部について上位所得世帯の負担を求める

ことができないことから、医療分所得割を0.3％引

き上げることとしております。医療分所得割の引上

げにより1,330万円の増額を見込んでおります。 

 令和３年度保険料算定時において、基準総所得金

額の減少によりおおよそ1,130万円の収支不足を想

定しております。資産割廃止での不足額410万円を

加えた不足額の合計1,540万円は、令和３年度当初

残高で２億7,000万円あります国民健康保険事業準

備基金の積立金の一部を充てる予定でございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 たしか賦課限度額が、最高限度額が２年連続上が

ったかなというふうには記憶もあります。それの影

響もあって、私が思ったより影響を受けていないの

かなというふうにも思います。それはわかりまし

た。保険料は低いほうが、それは加入者にとっては

ありがたいことですけれども、そのことについては

わかりました。 

 次に、所得階層別、世帯人員別平均保険税額とい

うのが料率のこの資料に載っておりました。一人世

帯では157万円以下の層というのが保険料が下がっ

ております。185万5,000円を超えると保険料が上が

っていく状況があります。ところが407万円以下の

ところではマイナス1,603円、511万円以下ではマイ

ナス6,138円と、527万円以下もマイナス613円とい

うふうな形になっておりますが、所得が中間層の中

で、この３階層だが保険料がマイナスになっている

というふうに読み取れるのですが、２人世帯ではさ

らに多くの所得階層でマイナスになっているという

ふうに感じました。その理由と均等割あるいは平等

割との関連があるのか、その点も伺いたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 所得階級により保険料が

下がる理由ということについてでございますけれど

も、所得階級の43万円以下の一人世帯につきまして

は所得割がかからない世帯となっておりますので、

資産割廃止に伴う減額分により国保料が減額となっ

てございます。 

 所得階級71万5,000円以下から157万円以下の一人

世帯につきましては、年金所得の世帯が多くなって

ございます。この階級では所得割の増額分により資

産割の減額分が多いため、差引き国保料が減額とな

っております。 

 所得階級別、世帯別平均保険料額の資料におきま

しては、所得割の増額分が多い場合はプラスの金

額、資産割の減額分が多い場合はマイナスの金額が

表示されることになります。ただし、所得階級と世

帯人数ごとに該当世帯数が変動します。世帯数の少

ない階級においては資産割の額により大きくプラス

またはマイナス表示される場合がございますので、

あくまでも平均保険料でありますので、一つの目安

ということで実際にそのまま反映されるものではご

ざいません。 

 均等割額と平等割額については据置としてござい

ますので、この表の保険料額への影響はございませ

ん。 
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○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。あくまでも目安で

あるということで理解いたしました。 

 それで、私もこれまで決算委員会などでも指摘を

してきたのですが、決算審査の資料を見ますと、所

得階層が80万円から150万円以下、そして150万円以

上300万円以下の世帯というのがあるのですが、こ

の世帯が大体毎年のように滞納が多い世帯となって

おります。今回の料金の改定によって、結果として

この所得階層が保険料が増額になる影響を受けるの

ではないかというふうに思うのですが、その辺での

見解を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 いわゆる中間所得世帯の

影響についてでございますけれども、国民健康保険

制度において、加入者の負担能力に応じて公平な保

険料を負担していただくことが必要でございます。 

 御指摘のとおり、決算委員会資料ではその階層の

世帯数が多いということもございますけれども、中

間所得世帯の未納世帯数が他の所得階層と比べて多

くなっている状況にはございます。 

 今回の保険料改定において、医療分所得割を

0.3％引き上げておりますので、資産割がかかって

いなかった世帯につきましては、所得150万円の世

帯で年間4,500円、所得300万円の世帯で年間9,000

円多く負担していただくこととなります。 

 所得階層別世帯別平均保険料額の資料におきまし

ては、所得階層の平均を見ますと、資産割廃止によ

る減額分との相殺で保険料が減額となる階層が多く

なっているという状況になってございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 いずれにしても、この国民健康保険料というのは

高い、結果として高いわけです。 

 これは私どもずっとこれまでも主張してきました

けれども、やはり国がもっと、国民健康保険であり

ますから国の責任がやはり重大だと、前段でも言い

ましたけれども、そういう意味では国がやはりもっ

と負担を増やす、そのことが求められているという

ふうに思います。取りあえずわかりました。 

 次に移ります。 

 特例減免の状況についてであります。 

 コロナの影響で、国保料の納付が困難な場合に活

用できる特例減免制度が４月以降も延長されまし

た。対象となるのは４月１日から2022年３月31日ま

でに納期限がある2021年度分の国保料は、昨年と違

って国保料の減免は現金を手元に残せる点で給付金

と同じくらい助かるというふうに言われておりま

す。国保加入者からは喜ばれている制度でありま

す。 

 特例減免は新型コロナの影響で収入が減少し国保

加入者の国保料、介護保険料、後期高齢者医療保険

料を減免する制度であるというふうに認識しており

ます。 

 そこでまず伺いますが、昨年と違って国が減免分

全額の財政支援を行わないため、自治体への負担が

かかることになると思います。当市では今年度は昨

年同様に特例減免をしているというふうに理解をし

ておりますが、この点で見解を伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 特例減免についてでござ

いますけれども、新型コロナウイルス感染症の影響

により収入が減少した世帯に係る保険料減免の令和

３年度分につきましては、令和２年分と同様の実施

基準となってございます。 

 実施基準の内容については、対象者につきまして

は新型コロナウイルス感染症により主たる生計維持

者が死亡または重篤な疾病を負った世帯は全額免

除、また、新型コロナウイルス感染症により主たる

生計維持者の収入減少が見込まれ、３つの条件全て

に該当する世帯は前年の合計所得金額に応じた割合

で保険料が減免されることとなります。 

 条件の一つは、令和３年度の事業収入等のいずれ

かが令和２年度中と比較して30％以上減少する見込

みであること。２つ目の条件といたしましては、令

和３年度中の所得の合計額が1,000万円以下である

こと。３つ目の条件としては、収入減少が見込まれ

る種類の所得以外の令和２年度の所得の合計額が

400万円以下であることということになってござい

ます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 次に、網走市における特例減免の実施状況につい

てでありますが、どのような結果が出ているのか、

把握している範囲でお答えいただきたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 新型コロナウイルス感染

症の影響により収入が減少した世帯に係る保険料減

免の令和２年度の実績ということでございますけれ
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ども、全体で43世帯、減免額で801万2,900円となっ

ております。 

 国保全世帯に占める割合としては0.9％、保険料

の総額に占める割合は0.8％ということになってご

ざいます。所得区分別の実績でございますけれど

も、事業所得で27世帯568万円、給与所得で16世帯

222万3,900円、不動産所得、山林所得の世帯の対象

はございません。 

 減免割合別の実績ですけれども、免除が38世帯

690万1,000円、８割減額が１世帯で33万9,100円、

６割減額は１世帯10万2,700円、４割減額は３世帯

67万100円、２割軽減の世帯はございません。 

 以上なような状況となってございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 それで、平成31年度の数字と令和２年度の数字と

いうのがありますけれども、ここに大きな違いがあ

ります。多分令和２年度は保険料支払いが８回の満

度であるためかというふうに思いますが、この辺で

の数字の状況について伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 特例減免実施の内訳につ

いてでございますけれども、令和２年度実施の特例

減免につきましては、納期限が令和２年２月１日か

ら令和３年３月31日の保険料が対象となってござい

ます。 

 平成31年度分につきましては、納期限が令和２年

２月１日から令和２年３月31日までの保険料とな

り、納付書や口座振替で納めていただく普通徴収に

ついては８期分、年金から差し引かれる特別徴収に

ついては２月分が対象となっております。 

 令和２年度分につきましては、納期限が令和２年

４月１日から令和３年３月31日までの保険料とな

り、普通徴収については１期から８期までの全額、

年金特別徴収については４月から翌年８月までの偶

数月の計６回分全額が対象となっております。 

 年度ごとの特例減免実施状況についてですが、平

成31年度分は37世帯88万2,900円、令和２年度分は

42世帯713万円となっております。 

 先ほど全体で43世帯と申し上げましたけれども、

令和２年度分のみが対象となっている世帯もござい

ますので、全体の43世帯での数字とは一致しないと

いうことになってございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 この制度によって多くの人たちが減額になったと

いう点では非常に助かっているのだろうなというふ

うにも思います。 

 国保加入世帯に対して、市として特例減免制度に

ついてどのよう方法で、この間周知徹底してきたの

か伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 制度の周知についてでご

ざいますけれども、国保料の当初納付書に減免に関

する周知文書を同封し、全世帯への周知を行ってい

るほか、市の広報紙、ホームページ、コロナ通信、

あとＦＭあばしりによる周知を図っております。 

 また、年度途中で加入される世帯につきまして

も、随時通知する納付書に周知文書を同封し、周知

を図っているところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 とはいえ、先ほどの答弁の中にもあったように、

全世帯に占める割合というのは0.9という、これで

全部網羅しているのかなという点ではちょっと私も

わかりませんが、漏れている可能性もあるのかなと

いうふうにも思います。 

 通知書の中に入っているということで、全ての人

がそれを全部見ているかといえば、私も含めてなか

なか全部見ないのですね。そういうところはありま

すけれども、これはあくまでも申請主義なので、加

入者がしっかり自覚して対応するしかないなという

ふうには思います。 

 次に行きます。 

 令和元年度、２年度のこの申請状況と減免額につ

いて、原課としてはどのように評価しているのか伺

います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 特例減免の評価について

でございますけれども、新型コロナウイルス感染症

の国保加入世帯に対する影響は世帯により様々であ

りまして、当該減免の申請件数、減免金額の多寡に

より評価することは困難であると考えております。 

 また、道内他所の比較につきましても、新型コロ

ナウイルス感染症の影響度合いですとか、国保加入

者の産業構造の違いなどからその評価は困難である

ものと考えております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 今のコロナの感染状況と菅政権は何が何でもオリ
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ンピックを開催するというふうに考えているようで

す。その結果は、人の動きが激しくなります。網走

市民でも東京に観戦に行くことも考えられるという

ふうに思います。感染拡大に注意が必要になってく

るのは当然だというふうに思います。新たに感染者

が出たりすると、飲食店などは途端に影響が出るわ

けであります。いずれにしても、国保加入者の所得

が増える状況というのはなかなか見込めないという

のが一般的な認識ではないかというふうに思いま

す。極めて不安ではありますけれども、感染拡大が

起きないことを望みながら、感染しないための努力

というのが求められているのではないかというふう

に思います。 

 次の質問に移ります。 

 医療費の一部負担金の減免制度についてでありま

す。 

 格差と貧困が広がり、新型コロナ禍が加わり国民

の暮らしはますます大変になっております。そんな

中、医療機関で一部負担金が払えず受診を我慢し

て、症状が悪化するという事態が増えているという

ふうにも聞いております。こうした中で、国保の一

部負担金減額制度が重要になっているというふうに

思います。 

 北海道は、2021年12月、国保一部負担金減免の基

準例を公表いたしました。北海道の国保運営方針で

は、2030年度に全道統一の保険料を実施するととも

に一部負担金減免、国保料減免、資格証交付、滞納

処分のそれぞれの標準例をつくり、文字どおり北海

道国保にすることを考えているようであります。 

 そこで何点か伺います。 

 まず一つには、国保一部負担金減免は、条例では

ありませんので議会に係ることはなく表に出ない仕

組みとなっております。そこで、一部負担金減免と

はどういう制度なのか、そもそもの基本について伺

います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 国保一部負担金減免制度

についてでございますけれども、国民健康保険法第

44条第１項の規定に基づく一部負担金の減免等に関

し、網走市国民健康保険条例施行規則に定めるもの

のほか、網走市国民健康保険一部負担金減免等実施

要綱を制定し実施しているものでございます。 

 内容でございますけれども、減免等の対象は一部

負担金の支払い義務を負う世帯主の方が災害等によ

り死亡、障がいを負った場合、または資産に重大な

損害を受けたとき、干ばつ、冷害等により収入が減

少したとき、事業または業務の休廃止・失業等によ

り収入が減少したとき、これらに類する事由があっ

たときとしております。減免の基準は収入の見込み

が生活保護基準以下であること、また預貯金額が生

活保護基準の３か月以下であることとしておりま

す。 

 対象となる療養につきましては入院療養とし、基

準に該当する場合は３か月の範囲で一部負担金を免

除することとしております。 

 このような制度になってございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 基本的な部分はわかりました。 

 近年、格差と貧困が広がる中で、新型コロナ感染

による影響で失業やパート労働者などは雇用が打ち

切られるなどの事態もあります。雇用調整支援金の

制度もあることは承知しておりますが、それで全て

の労働者の賃金が支払われているというふうには限

らないと思います。その制度を知らない労働者もた

くさんいるとも聞いております。 

 国保の一部負担金減免についても加入者に知らさ

れていない状況にあるのではないかというふうにも

考えますが、この間の一部負担金減免の申請は何件

あったのか。金額は幾らなのか伺います。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 一部負担金減免の申請状

況についてでございますが、令和２年度まで申請及

び適用の実績はございません。令和３年度は、現在

までのところ１件の申請がありまして適用している

ところでございます。 

 金額につきましては、まだ医療機関から医療費の

請求が届いておりませんので確定しておりません。 

 また、国保加入者への周知につきましては、保険

証の交付時などとホームページ等により周知を図っ

ているところでございます。 

 また、病院等医療機関への周知につきましては、

医師会等の関係機関を通じ制度の周知を図っている

ところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 制度上の問題もあって、なかなか厳しい基準とい

うふうに先ほどの説明を聞いて理解しました。そう

いう意味では、令和２年までは申請がなかったとい

う状況で、令和３年になって１件があったという答

弁でありました。 
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 いずれにしても、こういった厳しい状況にある方

に対して、やはり救済をしていかなければならない

というふうに思うのですが、原課としてはどのよう

な制度を利用する方法があるのか、その辺伺いま

す。 

○井戸達也議長 市民環境部長。 

○武田浩一市民環境部長 高額な一部負担金の支払

い義務が生じた場合の救済措置というお尋ねかと思

いますけれども、まず平成19年４月から限度額適用

認定証というのが交付できるようになりまして、高

額な一部負担金を支払わなくてもよくなってござい

ます。 

 例えば１か月の総医療費が100万円とした場合、

その３割分である30万円が一部負担金として医療機

関窓口に一旦支払わなければございませんけれど

も、限度額適用認定証の交付を受けた医療機関へ提

示することによって、住民税非課税世帯であれば３

万5,400円の窓口負担で済むことになります。 

 国保の一部負担減免制度につきましては、生活保

護制度と併せて一部負担金の支払いが困難となった

世帯に対する最終的な措置と考えてございます。ま

た、療養に要する期間が長期に及ぶ場合は、世帯の

生活実態に留意しつつ、必要に応じ生活保護担当な

ど福祉部局との連携を図ってまいりたいと考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 ぜひ、大変な方に対しては親切で丁寧な対応をし

ていただきたいと思います。 

 次に移ります。２項目めです。 

 新型コロナ感染の影響と今後の取組についてであ

ります。 

 中小・小規模業者、飲食店への支援についてであ

りますが、新型コロナウイルス感染症緊急対策が、

昨年４月20日に第１弾として、感染防止対策、生活

支援等対策、経済対策で事業総額４億1,250万円の

対策が行われ、令和２年だけで合計16弾にわたって

対策がなされてまいりました。 

 令和３年になってから１月20日の第１回臨時会、

第１回定例会でも追加され、４月28日に第２回臨時

会、５月25日第３回臨時会が行われ対策が行われて

まいりました。第３回臨時会では、社交飲食店応援

金給付を１店舗10万円を支給し、営業継続応援金給

付事業が要件を満たす方に対して10万円という給付

することとしたわけであります。 

 そこで伺いますけれども、この間、観光商工部と

して様々な対策を行ってきたというふうに思います

が、その概要と金額等について、かいつまんでまず

伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 これまでの観光商工部所

管のコロナ対策といたしましては、予算ベースにな

りますけれども、プレミアム付食事券事業など消費

喚起対策として５億6,820万円、事業者への支援金

など営業継続支援として３億9,621万円、店舗や宿

泊施設などへの感染予防対策に係る支援として

4,870万円、宿泊に対する助成など観光需要喚起対

策として１億3,393万円、合計で11億4,704万円の対

策を講じてきたところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 次に、各分野にわたって対策を講じてきたわけで

すけれども、その効果について現時点でどのような

評価をしているのか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 効果につきましては、全

て数値で表すことは難しいと考えてございますが、

商品券等の消費喚起や観光の需要喚起によって、予

算額以上の金額が市内に回っていると考えられ、一

定程度の効果はあるものと思っており、これまで機

動的に必要に応じた対応がおおむねできていると考

えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 新聞報道などを見ますと、今年５月になって倒

産・廃業するところが出てきていると。この間、私

は指摘もしてきましたけれども、国の持続化給付あ

るいは家賃の支援など、さらには網走市の支援など

があって何とかこの１年間やりくりをしてきたと。

しかし、これが枯渇してきているというようなこと

で、大変な状況が想定されるというふうなことも言

ってまいりました。 

 この状況について、どのように原課として考えて

いるか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 まず初めに、現段階にお

いて倒産や廃業などの情報はない状況でございま

す。 

 次に、コロナ禍の支援状況と認識についてのお尋

ねかと思いますが、今般の緊急事態宣言発出による
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北海道からの営業時間短縮要請などにより、特に飲

食店は大変厳しい状況と認識しております。 

 このような中、国では昨年持続化給付金や家賃支

援給付金、一時支援金により中小・小規模事業者の

事業継続を下支えし、今年度に入りまして月次支援

金として緊急事態措置または蔓延防止等重点措置が

実施された月のうち、措置の影響を受けて月額の売

上げが2019年、または2020年の同じ月と比べて50％

以上減少した場合、月額の条件で中小法人等が20万

円、個人事業者等が10万円の支給。また、北海道に

おきましては、国の月次支援金と重複受給はできま

せんが、緊急事態措置協力支援金として、道の要請

に従った中小企業・個人事業者に対し、１日２万

5,000円から７万5,000円の支給となり、このたびの

要請期間が５月16日から６月20日までの36日間でし

たので、対象者には90万円から270万円支給される

計算にはなります。 

 市内事業者の皆様には、５月25日開催の臨時会に

て議決を頂いた社交飲食店・宿泊施設応援金及び営

業継続応援金と国や道の支援金の組合せにより、コ

ロナ禍の厳しい状況をやりくりしていただいている

ものと認識しております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 わかりました。 

 それで、網走市においては倒産、廃業したところ

はないというふうな答弁が初めにありましたけれど

も、これはどういった調査を基にしてそういう答弁

になったのか、その辺まず伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 倒産、廃業の情報につき

ましては、市内の金融機関ですとか、社交飲食業組

合、こういったところに聞き取りをした結果の情報

となっております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 そういう意味では、そういったと

ころにあまり関わっていない、社交業組合にも入っ

ていないようなところも相当数飲食店にはあります

から、私の聞く限りでは数店やめたというふうなお

話も聞いております。詳しくはよくわかりませんけ

れども、飲食店の中でもスナックで数件廃業したと

いうふうに私は聞いております。これは必ずしも正

確ではありませんので、どういった店、具体的な店

の名前を出せと言われてもちょっと忘れましたけれ

ども、そういう状況があるというふうには聞いてお

ります。 

 そんな中ですけれども、先ほどの道の支援金、こ

れは１日２万5,000円、多いところでは何ぼでした

かありましたけれども、ただ網走市内でいいます

と、実はほとんど１日２万5,000円で、それ以上も

もらえるところというのはなくて、私の知る限りで

は、大体最高もらえる人で90万円というのが網走市

内における現状ではないかというふうに私は受け止

めるのですが、その点で大体間違いないでしょう

か、伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 議員の御指摘のとおり、

網走市内の事業者におきましては、当課といたしま

してもおおむね90万円ぐらいにはなるのではないの

かというような見込みはしております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 ということだと思います。 

 そういう意味では、なかなか昨年よりも、中には

多く支援を受ける人もいるけれども、少ない人もい

るというのが現状だというふうに思います。 

 それで、この網走市においては、昨年も大体春先

にこの緊急事態宣言、今年も緊急事態宣言、同じ時

期に行われたということで、実は幸運にもといいま

すか、網走の場合は稚貝の関係の仕事があって、ス

ナック関係の経営者の皆さんも相当そこに従事して

アルバイトをして、何とか商売をやめないでできる

ようにというふうに朝早くからといいますか、夜中

から働いているというふうにも聞いております。 

 そこで何とかかんとか店は維持しているのですけ

れども、しかし今のまま、このままで行けばそう長

くもいかないだろうというふうに思います。 

 道の緊急事態措置協力資金の申請をすれば、最高

でいえば90万円と、先ほど言いましたけれども、な

りますけれども、これがまた申請してすぐ来るかと

いいますと、なかなか来ないのですね。来るまでに

は早くて10日、あるいは２週間ぐらいかかるのでは

ないかというふうにも言われております。 

 私はお手伝いをして５月分の16日分を申請したと

いう人でも、まだ来ていないという人もいたりして

おりまして、これからがこういった申請を本格的に

なされるのだろうというふうに思うのですが、いず

れにしても一定期間お金が振り込まれるまで時間が

かかると。なかなか出す書類も複雑で大変だという

ふうにも聞いております。 

 いずれにしても、こんな大事なときに肝心な国会

が閉じてしまったということで、菅政権の無責任さ
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というのが表れているというふうに思うのですが、

国は2020年度の予備費として５兆円、2021年度の予

備費も５兆円あるというふうにも聞いております。

まさに国の責任は重大でありまして、飲食店や宿泊

業、あるいはそことの取引している関連業者は昨年

から今日までは、言わばまともな形での商売ができ

ていないということであります。 

 今この時期に支援が命綱というふうにも言えると

いうふうに思います、というふうに私は認識してお

ります。ぜひ国に対しても市としてぜひ声を上げて

いってほしいというふうに思います。 

 次に移ります。 

 緊急事態宣言が出されて営業ができなくなってし

まった飲食店など自営業者の皆さんの最大の困り事

というのは、原課としては何が困り事だというふう

に考えているか伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 自営業の人最大のお困り

事のお尋ねでございますけれども、やはり営業時間

短縮や外出自主要請に伴う売上げの減少が一番大き

な影響ではないかと考えております。 

 また、先ほど国や北海道の支援金についてお話し

させていただきましたけれども、先ほど議員からも

お話がありましたが、支援金が手元に届くまで時間

を要することも困り事の一つではないかというふう

に考えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 今の答弁もそのとおりだというふ

うに思いますが、私が聞いている中で一番声として

大きいのは家賃です。この家賃というのがほとんど

のお店は、この間飲食店は休業しているところが大

半です。ここは一切収入がない中で家賃だけは、大

体どこのテナントでも１か月10万円ぐらいの家賃だ

ということであります。 

 そのほかに、水道、光熱費の基本料というのもか

かってくるということで、やはりその中でも一番比

率が高いのは家賃です。ここを何とか支援してもら

えないかという声も実は多くあります。 

 昨年ですと、地元の大家さんであれば一定その期

間だけ半額にしますよというようなこともありまし

たけれども、大家さんが東京にあるというビルは一

切話合いにも応じてくれないというようなことで、

これは今年も同じ状況だというふうに思います。 

 そこで今飲食店などの家賃を支払っている業者の

皆さんからの、何とか家賃への支援をお願いできな

いかと、こういう切実な声に対して、市としてこの

状況をどのように受け止めて、支援策について知恵

を絞る必要があるのでないかというふうに思うので

すが、その辺での見解を伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 国や道、市の支援につき

ましては、家賃などの固定費も含めまして包括的な

支援内容になっているというふうに考えております

ので、家賃等固定費の支援を目的とした新たな制度

を設けることは現在のところ考えてございませんけ

れども、国の動向にも注視をしながら引き続き商工

会議所、金融機関、観光協会、ハローワーク網走な

ど関係機関、業界団体との情報共有に努め、必要と

される対策を検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 先ほど再質問の中でちょっと言い

忘れたのですが、飲食店の皆さんが網走市として10

万円の給付と、あれについては非常に喜んでおりま

した。喜んでいたのですけれども、５月分の家賃で

消えてしまったという、そういうことですね。 

 やはり今支援するということは、そういう飲食店

や何かの業者の人にとっては非常にうれしいことだ

し、しかし現状があんまりにも厳し過ぎるという、

この現状、ここをぜひ理解しながら力を合わせてい

く必要があるのだろうというふうに思います。 

 次に移ります。 

 次、低所得者への支援についてです。 

 新型コロナ感染拡大がする中で、前段でも申し上

げましたけれども、各分野にわたって様々な対策が

講じられてきたことは御存じのとおりであります。 

 十分不十分はあったにしても、こういう支援があ

ったからこそ現在の状況を何とか保ってきているの

だろうというふうにも思います。 

 こういう中にあって、結果として取り残されてい

る市民もいるのではないか。それは低所得者世帯の

皆さんであります。低所得者世帯は国から給付され

た定額給付金10万円、あれしかありません。この問

題は、今年の３月議会でも私質問をしましたけれど

も、その後も地域を歩いていると、高齢者の方から

相談事としてやはり、飲食店や各分野の皆さんに支

援金を給付することには大いに必要なことだし大事

なことだと。大いに賛成だけれども、しかし自分た

ちのこともぜひ考えてほしいと。少ない年金で生活

していると。そういう中で年金も僅かずつ上がるの
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ではなく下げられているという中で、節約して暮ら

しているのだけれども、コロナの感染拡大が起こっ

てしまって、幾ら年を取っていても買い物に行かな

ければならない。外出しなければならないことは最

小限、数回やらなければならないということであり

ます。 

 家に戻れば当然手指の消毒もしなければならな

い。お客さんが来れば消毒しなければならない。こ

ういう最小限度のことはやらざるを得ないという中

で、やはり経費というのが一定金額、年間かかるの

だと、そういうふうに言われまして、なるほどと私

も実感しました。 

 そこで、低所得者の実態について、どのように把

握しているのか。また、何か対策を考えているのか

伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 低所得者の実態について

でありますけれども、令和２年度における生活保護

開始となった世帯数につきましては、前年度比較で

９世帯減少の48世帯。また、生活保護受給世帯につ

きましても、令和２年４月末と令和３年３月末の比

較で20世帯減少しているというような状況でござい

ます。 

 一方で、生活困窮者が抱える多様で複合的な問題

解決を目的とした自立相談支援事業における相談件

数でありますけれども、令和２年度で58件となり、

過去３年度の比較で大きな増減はありませんが、家

計に関する相談が増加傾向にあるため、新型コロナ

ウイルス感染症の長期化が与える影響があるのだと

いうふうに考えているところでございます。 

 こうした状況の中、国は今年６月末としていた緊

急小口資金など貸付制度における初回貸付けや再貸

付けの期限を８月末まで延長したところでありま

す。また既に再貸付けを受け、貸付制度を利用でき

ない生活困窮者に対しましては新たに新型コロナウ

イルス感染症生活困窮者自立支援金が支給されるこ

ととなったため、市としては７月の支給開始に向け

現在準備を進めているところでありまして、国とし

てもこういった低所得者の対策というのが動きが少

し出てきている状況にありますので、今後におきま

しても新型コロナウイルス感染症による影響、そし

て国の動向ですとか支援策などに注視をしていきた

いというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 状況をつかんでいるというふうな

ことはわかりました。 

 それで、私は実際に買物に行ってきました。ふだ

んあんまりそういうところに買物には行かないので

すが、低所得者の立場に立って、最小限どういうも

のが必要なのかということを定員さんにも聞きなが

ら買いました。アルコールスプレーが657円でし

た。それからアルコール除菌というのがあるのです

が、それが382円。それからキッチンペーパー、こ

れは107円。これだけで実は1,146円になるのです。

これが一人暮らしの方だと１か月もつか、ものによ

ってはもたない。アルコールのシュッシュッとする

やつはもたないでしょう。２人世帯だと明らかにこ

れはもう１か月もたない。２回ぐらいは買わなけれ

ばならないということに結果としてなってしまいま

す。つまり、こういう方々は新たな出費が月2,000

円、夫婦２人世帯であれば2,000円前後はまずかか

るだろうというふうなことを考えると、年間２万円

を超える新たな支出ということであります。 

 ですから、先ほど私が地域を回ってそういう声を

聞いたというのは、当然そういうことになるのだな

ということは実際買物をして、目が遠いのでコピー

したのですけれども、実感をしたということであり

ます。 

 そういうことで、高齢者であり低所得者に対して

何らかの支援が必要ではないかと私は思うのです

が、この点での認識を伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 現段階で支援策をという

ようなことでございますけれども、なかなか難しい

状況がございます。ワクチン接種に当たりまして

は、高齢者の皆様に交通費の助成をする、若干では

ありますが、そういった負担軽減も図っているとこ

ろであります。先ほどの答弁と重複しますけれど

も、今後におきましても、この新型コロナウイルス

感染症の影響、そして国の動向、支援策、こういっ

たことに注視をしていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 それもそうですよね。 

 網走市単独でやるとなれば一定額のお金も必要だ

というふうには思うのですが、ただ私は通常の中で

あれば、今の制度の中ではなかなかいろいろなこと

はできないというのはわかるのですが、多分、多分

というか、全ての議員の皆さん思うと思うのですけ

れども、今は通常ではなくて、いわゆる災害の状況
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が起きていると。それも全国的にこのコロナという

災害が起きているのだというふうになれば、言わば

有事の状況だと、そんなことを考えたときに、やは

り必要なことは、必要であれば必要な判断をして対

応しなければならない。そんなふうに私は思うので

す。そういう意味で、網走市としてそんな簡単にで

きないとは思うのですが、しかしこういった状況を

考えればもっと頭をひねって、そして国も今の状況

のままでは多分行かないと思います。ただ、国会を

閉じているという、こういうとんでもないときに国

会を閉じてしまったということでありますから、そ

ういった問題はあるけれども、しかし国に金がない

かといえばそんなことはなくて、先ほど言ったよう

に予備費が2020年度分だけでも５兆円あるわけです

から、そんなことも含めて網走市として例えば基金

なども活用して、こういった低所得者に対しての支

援ということも考える、検討することもあっていい

のではないかと思うのですが、その辺での見解を伺

います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 先ほども御説明いたしま

したが、新たに国の制度として新型コロナウイルス

感染症生活困窮者自立支援金の給付というようなこ

とがございます。これは現段階では随分支給対象者

を絞っているようでありますけれども、こういった

部分、今後国がどういうふうに拡充をしていくのか

というような部分もありますので、市といたしまし

てはそのあたりの動向ですとか、支援策等を注視し

ていきたいというふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 これ以上やっても前に進まないの

で、次に移りたいと思いますが……。 

○井戸達也議長 松浦議員の一般質問の途中です

が、ここで暫時休憩します。 

 再開は午前11時10分とします。 

午前11時01分休憩 

午前11時10分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

 一般質問を続行します。 

 松浦議員の質問から。 

 松浦議員。 

○松浦敏司議員 次に、教育委員会の関係でありま

す。 

 コロナ禍での児童生徒の深刻な貧困の状況と対策

についてであります。 

 コロナ禍で民間の労働者をはじめ非正規労働者な

どは賃金が減少して暮らしが大変になっているとい

う状況は報道などでも明らかとなっております。 

 子供の７人に１人が貧困だというふうに言われて

随分時間が経過しているかというふうに思います。 

 この貧困が広がった背景は何かということであり

ますけれども、1980年代から新自由主義政策が取ら

れ始めて、そして中曽根臨調行革というのが行われ

て、労働運動では総評がなくなって連合へと合併す

るというようなことが起きました。労働者の賃金が

抑制されはじめ、1990年にはバブルが崩壊したと。

そして、2000年代になると小泉内閣が発足して、そ

して小泉構造改革という名の下で、そこには竹中平

蔵という人が出てきて、そして規制緩和という耳障

りのいい言葉を使って、そしてやってはならないこ

とまで規制を緩めるというような制度改革、いわゆ

る私にすれば改悪ですけれども、そういう政策を打

ち出してきたと。 

 そこでやったことは労働法制の改悪であり、正規

雇用から非正規雇用に転換され、今日では非正規が

当たり前の雇用状況になっているというふうになっ

ております。 

 規制緩和の名の下で、地方自治体においても「官

から民へ」ということで民間にできることは民間の

力を借りて業務を行う、いわゆるアウトソーシング

という名の下に民間への外部委託というのが網走に

おいても行われてきたというふうに認識しておりま

す。 

 それによって何がもたらされたのかというと、今

日の低賃金、長時間労働、過密労働が当たり前のよ

うになっていると。2008年にはアメリカの証券業界

第４位のリーマン・ブラザーズが経営破綻したこと

で世界的な金融危機が引き起こったと。日本の大企

業は目先の利益を装うためにやったこととして、労

働者の賃金をカット、そして正規職員から非正規職

員に置き換える。その矛盾が新型コロナによって、

資本主義そのものの矛盾が噴出したのではないか

と、このようにも言われております。 

 私たちの住む日本は、先進国だとばかり思ってい

た。今も思っている方が大半だというふうに思いま

すが、それは間違いだと先日テレビで報道しており

ました。 

 安倍政権以降、小泉政権以上の徹底した市場原理

主義（新自由主義）の政策によって、公務員の賃金

までもが引き下げられるなど、やってはならない労
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働者の賃金を低く抑えてきたと。その結果、世界の

資本主義諸国の中で取り残されているのが日本であ

るということが歴然として明らかになりました。 

 今の日本は、世界の中では低賃金、物価安の後進

国になっていた。日本経済はＧ７の中で最下位、Ｇ

20でも最下位という状況にまで落ち込んでいると言

われております。 

 今、国がやるべき政策は、大企業の内部留保を放

出させて労働者の賃金を引き上げ、正規労働者が当

たり前と言われるような社会に取り戻す。中小、下

請業者の経営が成り立つような関係を取り戻すなど

の政策を取って、労働者が８時間働けば暮らしてい

ける、そういった賃金体系を行う必要があります。

そうすれば、安心して子供を産み育てることができ

る社会になり、出生率も上がるのではないかと考え

るものであります。 

 そこで、何点か伺います。 

 親や保護者の貧困はイコール子供の貧困でありま

す。７人に１人が貧困であると言われて久しいわけ

ですが、コロナの感染拡大が日本に上陸して１年半

が過ぎその影響を考えると、貧困はさらに深刻にな

っていると考える必要があると思います。教育委員

会として、子供の貧困についてどのように認識して

いるのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 子供の貧困の問題ですけれ

ども、教育委員会では要保護、準要保護世帯が支援

を必要としている世帯と認識しているところです。

要保護及び準要保護世帯児童生徒数の市内小中学校

全児童生徒数に対する割合は、新型コロナウイルス

感染症発生前後の平成31年度と令和２年度では平成

31年度が22.7％、令和２年度が20.5％で大きな動き

は確認できておりません。 

 なお、当市における準要保護世帯の収入認定基準

は生活保護基準が引下げとなっている中、平成25年

度の基準を引き続き保ち、その1.3倍未満の金額を

収入基準として対応しているところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 要保護、準要保護についてはほと

んど変わらない、逆に減っているような状況かなと

いうふうに思うのですが、基準をそのまま守ってい

るということは私も評価したいというふうに思いま

す。とはいえ、生活保護の1.3ということですか

ら、全国的には1.2というようなところもあります

けれども、ただ1.3というのが果たしてどうなのか

というふうな状況もあるというふうに思います。 

 いずれにしても、今子供たちを取り巻く状況とい

うのは大変だと。なかなか数字には表れない貧困と

いうのもあるのだろうというふうにも思います。 

 それはそれとしてわかりました。 

 次に移ります。 

 児童生徒の生理の貧困についてです。 

 これは昨日澤谷議員も訴え、お話、質問をしてお

りましたけれども、このコロナ禍で保護者の労働環

境が悪化していると言われております。しかし、な

かなかその実態は見えにくいものであります。 

 全国的に生理の貧困という問題が社会問題になっ

てきております。今年３月４日ＮＨＫの「おはよう

日本」で「学生の５人に１人が生理用品の入手に苦

労している」などの報道がありました。まさに、日

本でこの生理の貧困が広がっているということであ

ります。 

 今、全国の自治体で生理の貧困の対策として、生

理用品の配布など支援・検討している自治体が５月

の時点で255あるというふうに内閣府がまとめてお

ります。 

 この問題は深刻だと思い、私も議会で取り上げな

ければならないというふうに認識したわけでありま

すが、残念ながら日本の社会においては、生理は恥

ずかしいことという誤った認識が定着しておりま

す。私もその影響を受けておりました。そのため、

質問しようとしてもちゅうちょするということはつ

まり誤った認識が私の中にもあるということを私自

身再認識したということであります。 

 しかし、ある本で生理用品の無償配布を実現する

会の発起人で代表の安齋和穂さんという方が「トイ

レットペーパーがあるように生理用品も」と題して

生理の貧困について述べておりました。そこで私も

勇気を頂いて質問することにいたしました。 

 この問題は私たちの未来に関わる重大な問題で

す。女性の体が健康でなければ子供を産み育てるこ

とができないのです。思春期の大事な成長時期の子

供たちをまさに社会がしっかり守らなければならな

い、このように考えます。 

 全国各地で取り組まれていることとして、小中学

校の女子トイレに生理用品を備えている学校が増え

てきています。家に持ち帰ることができるように用

意している学校もあると聞いています。 

 そこで伺いますが、網走の小中学校においては、

どのようになっているのかまず伺います。 
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○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 児童生徒の生理の貧困につ

いてでございます。 

 学校において、経済的理由により生理用品を用意

できなくて困っているという状況は確認していない

というふうに伺っているところでございます。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 この問題は実はデリケートな問題

で、そう簡単に言えることでもないのだというふう

に思います。つまり、そういう声がないとはいえ、

実際には多分あるのだろうというふうに思います。

多分各学校の女子トイレなどには、網走の状況から

すると置かれているということは考えにくいなとい

うふうに思うのですが、やはりこの状況を比較的つ

かんでいるのが学校の養護教員の先生だと思いま

す。やはりその先生をはじめ、聞き取りをするとい

うことが大事ではないかというふうに思うのです

が、どのようにお考えでしょう。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今、議員がおっしゃったと

おり、児童生徒自身にとってこの問題は非常にデリ

ケートな問題でございまして、実態がどのようにな

っているのかというのはなかなか不明なところでご

ざいますけれども、今後どのような形で現況を調査

すべきか、学校と相談しながら検討していきたいと

いうふうに考えております。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 多分そんなに慎重に調べなくても

養護の先生に聞けばほとんど実態がわかるのだろう

と思いますし、校長先生などもどこまで把握してい

るかわかりませんが、しかしいずれにしてもこの問

題は早急に対応しないといけないのだろうと思いま

す。貧困というのはなかなか見えないし、子供たち

の状況もなかなか口に出しにくいという場合、やは

り積極的に教育委員会が養護の先生とも相談しなが

ら各女子トイレにそういった生理用品をそろえる、

そのために前向きな検討をしていくと、そろえるた

めに協議をするということが必要なのではないかと

いうふうに思うのですが、見解を伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今回の調査につきまして

は、前向きな方向で検討するということで考えてお

ります。 

○井戸達也議長 松浦議員。 

○松浦敏司議員 いわゆる、先ほど私も本の中で、

トイレットペーパーと同じようにどこに行っても常

にあるという状況をやはり学校をはじめとして公共

施設でも設置する必要があるというふうに思いま

す。 

 貧しいといいますか、貧困でなかなかとりわけ父

子世帯などで十分なお父さんに言えないようなこと

も、子供たちもいるというふうにも言われています

から、そういう意味ではどこに行ってもあるのが当

たり前だという、そういう状況をぜひ教育委員会と

しても対応してほしいというふうに思います。 

 時間がないので、次に移ります。 

 最後の質問になります。 

 学校給食の無償化の取組についてです。 

 新型コロナ感染の影響で父母や保護者の皆さんの

暮らしが大変になってきているのは御承知のとおり

であります。 

 保護者の中には収入が減少するなど、様々な理由

から学校給食費が払えない世帯もあるのではない

か。そこで給食費の滞納状況と、ここ数年の推移

と、さらには学校給費の無償化を実施した場合、新

たな市の持ち出しはどのぐらいになるのかお示しい

ただきたいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 給食費の滞納の関係ですけ

れども、市内小中学校によりますと、給食費の滞納

状況につきましては児童生徒数の比率でいけば、平

成30年度が0.9％、平成31年度が1.0％、令和２年度

が0.7％となっております。 

 滞納額でいけば、平成30年度か0.4％、平成31年

度が0.7％、令和２年度が0.5％という状況でござい

ます。 

 給食費を無償化した場合の網走市の負担額の状況

ですけれども、網走市立小中学校の給食費を無償化

とした場合、年間200食給食を提供すると想定し試

算すると約9,300万円程度の負担増になると考えら

れます。 

○井戸達也議長 松浦議員、時間が制限時間となり

ましたので、質問をまとめるようにお願いいたしま

す。 

○松浦敏司議員 最後です。 

 今、答弁がありましたけれども、9,300万円あれ

ば無償化になるということでありますから、今の状

況の中で簡単にはできないと思いますけれども、し

かしふるさと納税などの基金もありますし、そうい

ったものもぜひ考えていただいて、隣の紋別市では
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今年から無償化というようなことも行われます。そ

んなことも含めて、ぜひ前向きな方向で検討をして

いただきたいということを述べて、私の質問を終わ

ります。 

○井戸達也議長 近藤憲治議員。 

 近藤議員。 

○近藤憲治議員 －登壇－ それでは、私からも通

告に従いまして２項目質問をさせていただきたいと

思いますが、まず冒頭、新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴いまして、当市でも飲食店での集団感染

事例でありますとか、小学校また高校等での感染事

例が発生をいたしました。 

 感染症はどのように予防を徹底しても感染する可

能性をゼロにすることはできないからこそ感染症と

呼ばれているわけでございまして、市として様々な

施策で予防に努められている点につきましては感謝

を申し上げたいというふうに思います。 

 また、ワクチン接種も希望者の任意接種であると

いう前提を大切にしながらも居住区域別の接種券の

送付による予約電話の平準化ですとか、市役所やコ

ミセンへの予約窓口の開設、さらには老人クラブや

高齢者ふれあいの家といった日常の集いの場を活用

した予約取りまとめなど、様々な知恵を出しながら

の取組で、当市においてはワクチン接種は混乱なく

スムーズに進んできているものと受け止めておりま

す。 

 医療従事者の皆さん、また市の職員の皆さんに改

めて感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 それでは、１項目め、新型コロナウイルス感染症

の感染者に対する人権侵害の未然防止について質問

させていただきますが、ベテランの先輩議員からコ

ロナの特別委員会が設置されているのに、一般質問

でもコロナのことをやるというのはどういうことだ

という御指摘を頂きまして、私は確かにそのとおり

だなというふうに思う反面、今から質問させていた

だく案件については、市の様々な施策の根底に関わ

ってくる。また、理念的な大枠を市長にもお伺いを

したいということも含めて、この一般質問の場で行

わせていただきますので御了承を賜りたいというふ

うに思っております。 

 今日は、新型コロナウイルス感染症がもたらしま

した社会問題のもう一つの側面、差別や偏見、誹謗

中傷のといったデマを含めた他者を傷つける、いわ

ゆる人権侵害に地域としてどう向き合っていくかと

いう視点で質問をしたいと思います。 

 冒頭述べました集団感染事例や高校、小学校での

感染事例は報道等で広く知らされるため、市民の間

でその報道やうわさ話を起点として想像や憶測をも

とにした差別や偏見、誹謗中傷に似た反応も起きて

しまったことに心を痛めているところであります。 

 例えば、「感染したのは誰々さんらしい」「誰々

さんはどこどこに行って感染したらしい」「誰々さ

んの家族にもうつったらしいよ」「どこどこの施設

で集団感染が出たっていうけど本当かい」などな

ど、そんな声を実際に聞きましたし、その声に対し

て「感染したのは実は誰々さんらしいよ」「どこど

こで遊んできて感染したらしい」と答えている声も

ございました。そもそもその話が事実かどうかは誰

もわかりません。しかし、事実のようにまことしや

かに話がされていました。 

 また、インターネット上にもＳＮＳや匿名の掲示

板で、「感染したの誰」「感染ルートは」というよ

うな感染者や感染ルートを特定しようとする書き込

みも散見され、私たちのような立場にはそのうわさ

が真実かどうかの問合せも寄せられてしまいます。 

 実際の会話でも、またインターネット上でも、こ

ういったやり取りがさらに過激化した場合には「ウ

イルスを網走に持ち込みやがって」ですとか、「あ

いつのせいでクラスターが起きた」などなど、感染

することが悪のようなニュアンスの言葉まで出てき

てしまいます。 

 これらの会話やインターネット上の書き込み、い

ずれも他者を傷つける人権侵害であります。言われ

る側の気持ちに立って考えてみれば、それはすぐわ

かることでありまして、感染症は誰がどのように警

戒していても感染する可能性があるものですから、

感染したら「お大事に」といたわり、回復を祈るの

が本来の心の在りようだと思います。 

 しかし、不安が増幅した人たちは自らの言葉が感

染者やその家族等を傷つけていることに気づいてい

ません。また、不安が増幅した人たちは自らも感染

者になる可能性を想定していません。あることない

こと周りに勝手に話される、自分がそんなふうに言

われたらどう思うか、その気持ちに立って考えてみ

ていただきたいと思います。 

 感染者に対する誹謗中傷、差別、日常の会話の中

にすらデマを生み、人権侵害の要素となるものが含

まれているわけですが、原課の肌感覚としてで結構

ですので、そういった事例についての認識と基本的

な対応を伺います。 
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○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 感染症に係る人権侵害の

認識と基本的な対応についてでありますが、北海道

における感染者公表の基本的な考え方につきまして

は、個人等の特定により患者やその家族、また医療

従事者などが不当な扱いを受け、精神的に追い込ま

れる事例や転居を余儀なくされる事例が発生してい

ることを踏まえた内容となっております。 

 また、国の有識者会議、偏見差別とプライバシー

に関するワーキンググループにおきましても、実態

を踏まえた議論がなされるなど感染者に対する差

別、偏見、誹謗中傷につきましては、全国的な問題

であるというふうに認識をしているところでありま

す。 

 市といたしましては、ホームページにおける法務

省人権擁護局へのリンクの張りつけや動画、ラジ

オ、チラシを通じた市長メッセージの発信などに取

り組んでいるところでございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 今、御答弁にありましたけれど

も、感染症、いわゆる公衆衛生の各種施策において

一義的に責任を負っている北海道庁もホームページ

において、鈴木直道知事のメッセージを掲載してお

ります。 

 その内容は、「新型コロナウイルス感染症への対

応が長期化する中で、感染された方々やその御家

族、そして医療、介護従事者の皆さんをはじめ私た

ちの生活を支えてくださっている関係者の皆さん

が、いわれのない偏見や差別、心ない誹謗中傷やい

じめなどにより心を痛め、傷つき、悲しんでおられ

ます。このような差別やいじめなど心ない行為は決

してあってはならず許されるものではありません」

と書かれております。 

 しかし、現実は当人の自覚がないまま、他者を傷

つけるというような状況が残念ながらあるように受

け止めております。 

 また、この１年あまりを振り返ってみて憂慮する

のは、特定のカテゴリー、特定の集団を名指しして

の人権侵害というケースであります。 

 例えば、道外からの入学者が多い大学を具体的に

名指しして、ウイルスを持ち込む存在かのように扱

う言動も一時期大変多くございました。全国からそ

の大学を目指して入学をする学生や送り出した家族

は、そういった地域の反応をどう感じるでしょう

か。大変心が痛んだ記憶がございます。 

 また、全国的には医療従事者や介護職員にも感染

リスクがある存在かのように誹謗中傷が向けられた

ケースがございます。 

 こういった状況についての認識、また基本的な対

応も併せて伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 大学、医療従事者や介護

職員への誹謗中傷の状況についての認識と対応につ

いてでございますが、誤った認識に基づき特定の学

校や学生、さらには関係する全ての方々に対し生活

や行動を制限するような言動はあってはならないと

いうふうに考えてございます。 

 また、医療機関や福祉施設の従事者につきまして

は、日々懸命に新型コロナウイルス感染症に立ち向

かっておりますけれども、残念なことにそうした

方々に対する誹謗中傷、暴言、苦情、嫌がらせは全

国的に発生しているものと認識をしております。 

 先ほどの答弁と重複しますけれども、市といたし

ましては、こういった状況を踏まえまして、これま

でもホームページにおける法務省人権擁護局へのリ

ンク、さらには動画、ラジオ、チラシを通じた市長

メッセージの発信などに努めているところでござい

ます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 さらにもう一つ、人権侵害につな

がるおそれのある事例についてお伺いをいたしま

す。 

 それは、ＰＣＲ検査や抗原定量検査を受けたこと

についての情報であります。 

 一つは、保健所による積極的疫学調査で濃厚接触

者と判断されて検査を受けるケース。もう一つは、

市がこの間行いました不安解消のための抗原定量検

査の大規模実施を自主的に受けたケースでありま

す。 

 検査を受けたことというのも、うわさを介すると

「誰々さんが検査を受けた」が、人の言葉で伝わる

中で「誰々さんが感染した」「誰々さんには会わな

いほうがいい」となったり、さらにエスカレートし

「誰々さんはこういう理由で感染した」という憶測

による差別や偏見、誹謗中傷につながりかねませ

ん。 

 検査を受けたという情報は非常にナイーブなもの

であります。ところが、ＳＮＳ上で自分は検査を受

けたということでありますとか、濃厚接触者になっ

たことを喜々として書き込んだり、実際に多くの人
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に話すようなケースも散見されます。その本人は気

にしないのかもしれませんが、一方で、検査を受け

たことを明らかにしたくない人もいます。それはさ

きに説明をした過激なうわさ話を恐れてでありま

す。 

 特定の個人が検査を受けたこと自体極めてセンシ

ティブな情報であります。検査を受けた人も気軽に

話すことが、本当は言いたくないと思っている検査

を受けた周りの人を傷つけたり、困らせたりしてい

ることにも想像力を働かせていただきたいもので

す。 

 そういった点で、学校での感染事例の発生時に児

童生徒、保護者、関係者の不安解消のための大規模

抗原定量検査の実施に際して、場所は検査を受ける

人のみに伝えて実施した判断は評価をしたいと思い

ます。検査を受けた人の気持ちの尊重、またその情

報はセンシティブな個人情報であるという点につい

て市の認識を伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 検査を受ける方の気持ち

の尊重についてでございますが、検査につきまして

は保健所の積極的疫学調査に基づく行政検査に加え

まして、当市におきましては感染症指定医療機関に

導入した抗原定量検査機器を活用し、ワクチン接種

により感染状況が安定するまでの間、福祉施設や企

業等が取り組むクラスターの発生防止、また、身近

なところで感染が発生し自身の接触歴や行動歴に不

安がある場合で、行政検査の対象とならない事例等

に対する市民の不安解消を図ることを目的とした新

型コロナウイルス感染症検査事業がございます。 

 議員御指摘のとおり、検査に至った理由や検査を

受けたことを知られたくない方がいることも事実で

あるというふうに認識しております。検査を受ける

イコール感染者ではありませんので、情報は慎重に

取り扱うべきであり、検査を受けた行為をもとに流

布した誤った情報の拡散が人を傷つけるだけでな

く、そのことが差別や偏見、誹謗中傷につながって

いくおそれがあるというふうに認識をしてございま

す。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 認識が共にできているということ

を確認させていただきました。 

 感染症法の前文には、「我が国においては、過去

にハンセン病、後天性免疫不全症候群等の感染症の

患者等に対するいわれのない差別や偏見が存在した

という事実を重く受け止め、これを教訓として今後

に生かすことが必要である」との記載がございま

す。しかし、ここまでお話ししたとおり、当市も含

めて新型コロナウイルス感染症の拡大により地域で

起きている反応は、残念ながら差別や偏見があると

言わざるを得ません。 

 結果として、全国各地で新型コロナウイルス感染

症による差別や偏見、誹謗中傷、人権侵害を未然に

防ぐための条例制定が広がってきております。 

 令和３年４月26日現在、全国58の自治体で制定さ

れておりまして、その内訳は、都道府県14、市町村

が44となっております。 

 道東では、今年2月根室市議会が議員提案で根室

市新型コロナウイルス感染症関係者の人権擁護に関

する条例を成立させ、啓発のためのＰＲチラシを作

成し、市民に対して安易な憶測やうわさ話が差別、

偏見、デマ、人権侵害につながることを議員一人一

人が発信しておられます。 

 ＰＲの中で特に印象的なのは、「この感染症は３

つの顔を持っています」という記述であります。こ

の３つの顔が、「負のスパイラルとしてつながるこ

とで、さらなる感染の拡大につながっています」と

して、第１の感染症は「病気そのもの」、第２の感

染症は「不安と恐れ」。「このウイルスは見えませ

ん。わからないことも多いため、私たちは強い不安

や恐れを感じ振り回されてしまうことがあります」

という説明があります。そして、第３の感染症とし

て「嫌悪、偏見、差別」を挙げ、「不安や恐れは人

間の生き延びようとする本能を刺激します。ウイル

ス感染に関わる人や対象を日常生活から遠ざけたり

差別するなど、人と人との信頼関係や社会とのつな

がりが壊されてしまいます」という説明がありま

す。これは大変重要な視点であると思います。 

 また、感染者に関する情報の公開、これは北海道

が一義的に責任を負う分野でありますが、個人が特

定できるような安易な手法は不安の解消ではなく結

局は差別や偏見、さらなるうわさ話を助長するだけ

になってしまいますので、情報を公開するべきだと

いうのと同時に、感染者の特定を試みる言動や根拠

のないうわさ話、憶測は、差別、偏見、デマ、人権

侵害となり人を傷つけ地域社会を壊してしまうとい

うことを市民の共通認識とする取組が不可欠であり

ます。 

 そこで話戻りますけれども、根室市の新型コロナ

ウイルス感染症関係者の人権擁護に関する条例の条
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文中では、市、市議会、市民、事業者の４つの対象

に対して、それぞれ「感染症に関する正しい知識を

持つこと」「感染拡大防止に努めること」「感染症

関係者に偏見等の行為をしないよう努めること」を

求めています。 

 そこで伺いますが、新型コロナウイルス感染症感

染者に対する人権侵害を未然に防いでいくため、今

般の経験も踏まえて、市としてはどのような責務を

負っているとお考えか認識を伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 感染者に対する人権侵害

を未然に防ぐ市の責務といったことでございます

が、令和３年２月13日に新型インフルエンザ等対策

特別措置法を一部改正する法律が施行され、感染者

やその家族、医療従事者等の人権が尊重され、差別

的な取扱いを受けることがないよう偏見や差別を防

止するための規定が設けられたところであります。 

 この改正により、国や地方公共団体は新型コロナ

ウイルス感染症に関する差別的取扱いなどの実態把

握等を行うこととされ、内容といたしましては、差

別的取扱い等の実態把握、感染症患者に関する相談

支援並びに情報の収集、整理、分析及び提供並びに

啓発活動を行うとあります。 

 市が取り組むに当たりましては、北海道との連携

及び役割分担した対応が必要となりますが、加えて

感染者等の情報につきまして、感染症法に基づく北

海道の取扱いを踏まえた上で、感染者などの人権を

侵害することがないよう十分配慮しなければならな

い責務も有しているのだろうというふうに考えてご

ざいます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 ただいま責務についても御答弁い

ただきました。 

 啓発という言葉がございましたので、次に教育と

啓発の必要性についての認識、伺ってまいりたいと

思います。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に立ち向か

う中で、感染の封じ込め、さらには官民一丸となっ

た感染予防で一つの成功例として挙げられている台

湾に関して、過去、危機管理医学研究会におきまし

て台湾医師会及び台湾の疾病予防管理センターの幹

部のお話をオンラインで伺う機会がございました。

その際に両組織の幹部の話で共通していたのは、17

年前のサーズ流行の経験を経て、平時から感染症予

防、公衆衛生のリテラシーを一部の専門家だけでは

なくて、官民問わず多くの人々が共有してきたこと

が生きたという点であります。正しいリテラシーが

あったからこそ、エンパワーが働いたという説明を

受けました。エンパワーというのはトラブルやハプ

ニングに直面した際、即座に反応して状況をよりよ

く変えていこうとする力を意味します。誰かから強

制されなくても、自ら考えて動き、困っている人に

積極的に手を差し伸べる。感染症は万全の注意を払

っても感染する可能性はゼロにはできない。だから

こそ感染者にはいたわりの気持ちを持って支援す

る。そういった感染症に対しての基本的な考え方が

官民に定着していたことが、一つの鍵であったとい

うことを知りました。 

 私たちは今経験していることから何を学び、後世

に何を伝えていくか。平時からの感染症及び公衆衛

生に関するリテラシーを学校教育、社会教育の分野

を問わず、広く市民向けの教育、啓発の取組が必要

だと考えますが認識を伺います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 感染症及び公衆衛生に関

するリテラシー教育と啓発の取組についてでござい

ますが、議員御指摘のとおり感染リスクをゼロにす

ることはできないため、何よりも感染症を正しく理

解することが重要であり、そのことが不安解消につ

ながり、結果、偏見や差別が抑制され感染拡大防止

が図られるものというふうに考えてございます。 

 また、学校教育におきましては、新型コロナウイ

ルス感染症を正しく理解し、差別や偏見のない適切

な行動ができるよう児童生徒に対する指導を行うと

ともに、保護者に対しましてはパンフレットの配布

を行っているとのことでございます。さらに、老人

クラブや寿大学などの場を活用いたしまして、保健

師による講話も行っているところであります。 

 今後におきましても、市民に対する周知や教育現

場における指導を継続するとともに、特措法の改正

に伴う内容を踏まえながら感染症に伴う差別的な言

動が生じないよう啓発活動に努めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 それでは、この項目の最後に、市

長に伺わせていただきたいと思います。 

 市長もこの間頻繁に紙媒体、ウェブサイト、動画

等を通じて市民の皆さんにメッセージを送られてい

ます。刻々と変化する状況を伝え、感染予防を呼び

かけるとともに、「不確かな情報に惑わされ差別や
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いじめなど人権侵害につながるような行動を取るこ

とのないよう、正しい情報の下理解を深め、冷静に

思いやりのある行動をしていただくよう改めてお願

いいたします」などのメッセージを発されておりま

した。 

 しかし、この質問でここまでお話ししたように、

地域で見られる反応というのが、差別やいじめなど

の人権侵害につながる行動という自覚がないままの

振る舞いが結果的に他者を傷つけるような言動につ

ながってしまっているという状況であります。 

 重ねて申し上げますが、感染症と公衆衛生に関す

る基礎的な理解を促す、また、どのような状況が他

者を傷つけるのかを自覚がない当事者にもわかるよ

うに具体的事例を伝えるという視点、市民に発信す

る際の伝え方の工夫として留意をしていただきたい

と思います。 

 また、感染症に関わる人権侵害を未然に防ぐとい

う理念を市民の間に共有していく取組を望みたいと

思います。 

 この１年あまりの経過を振り返って、市長の見

解、さらに今後に向けての意識をお伺いいたしま

す。 

○井戸達也議長 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 御質問いただきまし

た。インプロバイズな御質問いただきまして。 

 今、感染症の歴史は差別と偏見の歴史だというふ

うに私は認識をしております。だからこそ、感染症

の前文に今議員がお話がありましたように、ハンセ

ン病、後天性免疫不全症候群の患者に対して、いわ

れなき差別と偏見が存在したことを重く受け止め、

これを教訓として今後に生かしていくのだというこ

とが前文にあって、それをもとに感染症の条文が成

り立っている、このように認識をしているところで

ございます。 

 感染症は今申し上げましたように、差別と偏見の

歴史でありまして、まさにハンセン病、後天性免疫

不全症候群はその典型だというふうに思っておりま

すけれども、ハンセン病についてはちょっと記憶が

定かではありませんが、昭和28年だったと思います

けれども、戦後だと思いますが、ライ予防法が成立

をされた。その時点では実は、ライいわゆるハンセ

ン病の特効薬はできていたわけであります。しか

し、国民は隔離をしなければならないという根強い

偏見と差別があって隔離政策を法律として通してし

まった。特効薬があっても差別と偏見というものは

解消されないということがあった。だから、2019年

の最高裁判決では違憲判決が出て、今その賠償が行

われているわけで、国家賠償が行われているはずで

あります。 

 これは幾ら違法判決が出たとしても、その人の人

生、歴史、家族を取り戻すことができないわけであ

りまして、ハンセン病について差別のつらさという

のは本人は当然でありますけれども、家族は直接的

に差別にさらされるつらさ、苦しみがあると思いま

す。 

 もう一つは、差別されるつらさを病気だった肉親

のせいであったりということを思い込まされるこ

と。それから、差別から身を守るために事実を隠し

て周りからだましているような罪悪感にとらわれる

こと。こうしたことというのが差別、偏見の苦しみ

なのだろうと思います。 

 この感染症全体に言えることだと思いますが、差

別というのは時間がたてばなくなるとか、世代が変

われば自然に解消されるという問題ではないことは

ハンセン病を見ればわかるのではないかと思いま

す。ハンセン病特効薬ができたとしても、正しい知

識を普及させたとしても差別偏見はなくならないわ

けでありまして、こうしたいわゆる社会構造、何か

難しいことを申しますが、要するに私たち一人一人

が社会をつくっているわけでありますから、そこの

私たちがそうした差別の加害者にならないような、

そうした自分自身の生き方の問題としてこの感染症

というものを捉えていくことこそが人権問題、人権

擁護の私は肝ではないかと、こう思います。 

 ですから、メッセージで発しておりますように、

他者の気持ちをおもんぱかって、きちんとわかって

あげて、日頃の言動をしていただきたいというよう

なメッセージを発させていただいておりますが、人

権についてはまさに差別と偏見の歴史に向けて自分

自身の問題としてどう関わっていくかということが

問われていると思いますので、私は市民の皆様にも

そうした自らの問いかけの中で、この感染病、新型

コロナウイルスの感染に関して思っていただきたい

と、このように思うところであります。 

 ちょっと漫談的になりましたけれども、そんな思

いでおります。 

○井戸達也議長 近藤議員の一般質問の途中です

が、ここで昼食のため暫時休憩いたします。 

 再開は午後１時としますので御参集ください。 

午前11時57分休憩 
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午後１時01分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

一般質問を続行します。 

 近藤憲治議員の一般質問の途中から。 

 近藤憲治議員。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 それでは、続きまして２項目めの

市管理下の公共施設の適正管理についてお伺いをい

たします。 

 こちらにつきましては、複数の案件があります

が、今日は建て替え作業の真っただ中であります市

役所庁舎について集中的にお伺いをしたいというふ

うに思います。 

 市庁舎での物品販売でございますが、市庁舎取締

規則第６条によるものと理解しておりまして、この

条文には、「庁舎等において、次に掲げる行為をし

ようとする者は、あらかじめ所定の申請書を提出

し、市長の許可を受けなければならない。１、物品

のあっせん、販売、寄附金の募集、保険等の勧誘そ

の他これに類する商行為」とありますが、こちらは

規則ですから当然全ての事業者が許可を受けている

ということでよろしいでしょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 庁舎内での営業などの行

為をする場合は、市庁舎取締規則に基づき庁舎管理

担当課が許可をすることを基本としております。 

 一定時間専用の場所で販売などをしたい場合は、

その都度申請書を提出を受け、これを許可している

ところです。 

 ただ、その運用におきまして金融それから保険な

どの勧誘につきましては、お昼休みに限定し執務し

ている職員には説明などはしない、こうした条件で

口頭での許可をしているところでございます。 

 このほか、長年の取扱いの中で定期的に来庁して

いる事業者などに対しましては、許可申請を求める

ことなく当初の許可を継続している状況にあるもの

もございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 今大変重要な答弁がございまし

た。長年慣習的にといいますでしょうか、来庁され

ているので都度都度許可を受けていないケースがあ

るというふうに受け止めさせていただきました。 

 運用としてやはり若干ルーズな点があるのではな

いか。また、不公平感もあるのではないかという疑

念が残るところであります。 

 庁舎内でこの長年の慣習といいますでしょうか、

許可を受けずに行っている物品販売や勧誘、私が知

り得る限りでは、例えば飲料でありますとか、生命

保険、それから新聞等があるかと存じますけれど

も、そのような実態は市でも把握されているのでし

ょうか。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 長年の取扱いの中で引き

継ぎが行われてきたものでございまして、今議員御

案内のところにつきましては、過去に許可を出した

のかも現時点では確認できない状況でございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 つまり許可を出しかどうかもわか

らない。言い換えてみれば、許可を出していないか

もしれないという、非常にルーズな状況になってい

るというふうに受け止めさせていただきました。 

 私が議員になってから10年、新聞記者時代から数

えますと12年、市役所に出入りをして様々な部署で

意見交換や情報収集をさせていただいておりますけ

れども、物品の販売、勧誘、配達、集金は職員の皆

さんの勤務時間内にも公然と行われております。 

 しかし、地方公務員法第30条は公務員の服務原則

として、「全て職員は、国民全体の奉仕者として、

公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当

たっては全力を挙げてこれに専念しなければならな

い」と職務専念義務を定めております。 

 物品の販売、勧誘、配達、集金が執務時間内に行

われているのは、この公務員の職務専念義務を妨害

するものではないでしょうか。さらに、市庁舎取締

規則は第５条で「何人も庁舎等内においては、公務

の執行を妨げ、または妨げるおそれがある行為をし

てはならない」と禁止事項を定めています。勤務時

間、執務スペースで物品の販売、勧誘、配達、集金

を行う行為は、公務の妨げ、または妨げるおそれ、

さらに個人情報の適正な管理を脅かすおそれがある

行為に該当するのではないでしょうか。認識を伺い

ます。 

 あわせて、そういう状況があるのであれば、早急

な是正の必要性を感じるところであります。是正の

必要性についての認識も伺います。 

○井戸達也議長 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 議員御指摘のとおり、私

ども市職員は地方公務員法の規定により、勤務時間

中は職務専念義務が課せられております。 

 物品などの販売、勧誘、配達、集金に、これに職
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員が応じることが職務専念義務に違反する行為に該

当するか、また市庁舎取締規則で規定する公務の妨

げに該当するか、さらに個人情報の適正管理を脅か

す行為に該当するか、これはそれぞれの実態に応じ

個別に判断することになろうかと思いますが、これ

までに法令違反を疑われかねない、こうした一面も

あったものと認識をしております。 

 物品などの販売等につきましては、関連する事業

者の方に庁舎管理における制度ついての理解を求め

ながら、是正すべき点は改善に努めてまいります。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 法令違反を疑われかねない状況が

あったということで、大変真摯な答弁を頂いたとい

うふうに思います。 

 さらに、当市は新庁舎の建設のタイミングが迫っ

てきております。現在、基本設計、実施設計の最中

でありますから、あえてこのタイミングでお伝えを

しておきますけれども、執務スペースは個人情報を

含めてセキュリティーの確保に十分留意をしていた

だきたいと思います。あわせて、さきに述べました

職員の皆さんの職務専念義務が果たされるような職

務環境の整備にも配慮をしていただきたいと思いま

す。 

 さらに、そういった視点で、庁舎取締規則も実効

性あるものに改正すべきだと思います。新庁舎建設

に向けての執務スペースの情報管理の徹底、公務執

行の環境整備についての見解、併せて庁舎取締規則

の改正に向けた考え方を伺います。 

○井戸達也議長 庁舎整備推進室長。 

○立花学庁舎整備推進室長 新庁舎での執務スペー

スの情報管理につきましては、現在基本設計を進め

ている中では、来庁される市民の皆様に応対する窓

口カウンター、打合せスペース、相談室を各階に配

置することとしております。この窓口カウンターを

境界線とし市民と職員を区切り、執務室内に職員以

外の方が基本的に入れない環境となります。 

 また、通路などにつきましては、関係者以外立入

禁止の表示などによりセキュリティーラインを設け

るとともに、ＩＣカード等によるサーバー室などへ

の入退室管理や防犯カメラの設置を計画していると

ころでございます。 

 さらに、パソコンの配置につきましても、画面が

市民の皆様に見えない距離を取るなど考慮しながら

情報管理、セキュリティー機能を高めていきたいと

考えているところでございます。 

 次に、公務執行の環境整備でございますが、新庁

舎では現在の庁舎のように市民の方や業者の方など

が執務室内に自由に入れる環境ではなくなりますの

で、相談や打合せは窓口カウンター付近の打合せス

ペースや相談室を利用することになります。 

 このような計画とすることで、執務室内は職務に

専念する場として環境整備が図られると考えている

ところでございます。 

 最後に、庁舎取締規則の改正の考え方でございま

すが、新庁舎建設を契機に建物内の各種運用ルール

などの変更も生じる可能性もありますので、その際

には規則改正も視野に検討してまいりたいと考えて

いるところでございます。 

○井戸達也議長 近藤議員。 

○近藤憲治議員 基本的な考え方を伺わせていただ

きました。 

 今日は市管理下の公共施設の適正管理ということ

で、建て替えが迫る庁舎についてお伺いをさせてい

ただきましたが、このほかにも様々な施設で様々な

案件がございます。ですので、ここについては、今

日は触れませんけれども、是正がなされているも

の、なされていないもの、再発防止が確立されてい

るもの、されていないもの、ございますので、今後

また議論を深めさせていただきたいというふうに思

います。 

 以上で終わります。 

○井戸達也議長 石垣直樹議員。 

 石垣議員。 

○石垣直樹議員 －登壇－ 通告に従い、一般質問

をさせていただきます。 

 昨日より新型コロナウイルス職域接種が開始され

ました。報道等では職場接種とも言われておりま

が、この職域接種も予防接種法に基づき行なわれる

ものであり、接種費用に関しては予防接種法に基づ

き支給されるものでございます。 

 ６月14日から全日空と日本航空で実施され始め、

昨日21日の11時時点文部科学省の発表では、11都道

府県、17大学において職域接種が始まりました。 

 東京農業大学においても、職域接種の６月下旬接

種開始を目指して、地域大学としてコロナ対策をよ

り充実させると報道されております。 

 また、網走刑務所においても、取引先、関連企業

を含めてワクチン接種を行うと伺っておるところで

ございます。 

 この職域接種とは、地域の負担を軽減し接種の加
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速化を図るために、賛同する企業や大学等において

職域単位での接種を可能とするものでございます。

医療従事者や会場などは企業や大学自らが確保し、

自治体の接種事業に影響を与えないことというふう

にされております。 

 実施形態としましては、企業単独実施、中小企

業・商工会議所等を通じての共同実施、下請け企

業・取引先を対象に含めての実施、大学等が学生を

対象に含める等も可能とされております。 

 この職域接種の申請受付は６月８日から始まりま

したが、1,000人規模、会場の用意、医師の手配

等、網走市内において職域接種を実施するのが非常

に難しいかと思われますが、現在この職域接種に関

する問合せ、また多くの市民が所属する企業・職

場、組織等から網走市にワクチン接種に関する問合

せがあるのかをお示しください。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 職域接種に関係する現時

点での問合せといったことでございますが、職域接

種につきましては議員お示しのとおり、実施に伴う

目的や要件がございます。実施に当たりましては国

の意向調査に希望する必要がございまして、当市に

おきましては東京農業大学北海道オホーツクキャン

パスが学生や教職員などを対象といたしまして、自

校で接種体制の確保に向けた準備に取り組み、６月

25日から接種を始めるというふうに伺っているとこ

ろでございます。 

 また、ワクチンの供給状況にもよるのですが、職

域接種の運用する形といたしまして、市が設置して

いる集団接種会場を大規模接種会場とみなして、職

域または職場単位で接種するというようなことにつ

きましても、現在商工会議所と意見交換をしながら

調整をしているところでございます。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ６月４日付の厚生労働省ワクチン

指示書では接種順位に関して、１、医療従事者、

２、高齢者、３、基礎疾患を有する者、高齢者施設

等の従事者、４、上記以外の者とされており、現在

網走市においては、国の指示に従いワクチン接種を

進めているかと思います。 

 この４の「上記以外の者」に関しまして、65歳以

下の現役世代、子育て世代、働く方々が多く含まれ

ますが、仕事の都合上、平日日中のワクチン接種が

なかなか難しいかと思われます。これにより、ワク

チン接種が予定どおり進まない事態も想定されま

す。 

 新型コロナウイルスワクチンは専用の冷蔵庫で保

管され、開封するとすぐに使い切る必要があるた

め、ワクチンを破棄しなくてはならない事態も起こ

り得るかもしれません。 

 斜里のとある企業では、ワクチン接種を受けた翌

日は有給休暇を取れる等ワクチン接種の配慮がされ

ておりますが、市内の多くの企業ではなかなか難し

いのが現状ではないかと思われますが、網走市では

この65歳以下接種をどのように進めていくのかお示

しください。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 医療従事者等の接種終了

後の順次接種、接種順位の考え方についてでござい

ますが、国が示している接種順位につきましては医

療従事者等、高齢者、基礎疾患を有する方、高齢者

施設などの従事者、60歳から64歳の方となっており

ます。 

 当市におきましては、ワクチン供給状況を踏まえ

まして、国が示している接種順位を参考とした中で

医療従事者等、高齢者、高齢者施設の入所者や従事

者の接種を進めるとともに、近隣自治体における児

童施設の集団感染事例を踏まえた上で優先度が高い

と判断をさせていただき、市内児童施設従事者への

接種を進めているところでございます。 

 その他の接種対象者につきましては、今後のワク

チン供給状況で接種を予定してまいりますが、議員

お示しのとおり、現役で働く方々や子育て世代が含

まれるため、都合により平日日中の来場が難しい状

況も想定されますので、今後夜間対応なども今検討

しているところでございます。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 夜間対応を考えているということ

なのですけれども、消防に関しても先にワクチン接

種を受けているとお聞きしておりますが、そのよう

な形で間違いないですか。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 消防職員という御質問で

すけれども、消防職員は医療従事者等に含まれてお

りますので、既に接種をしているところでございま

す。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 長野県の知事は、「社会基盤の維持や災害時の対

応に欠かせない皆様や仕事上不特定多数の方と接す
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ることが避けられない皆様に、できるだけ早く接種

することも含めて検討する」と発言されており、早

期接種対象職種としましては、教育関係、保育関

係、警察、消防職員、消防団員、交通インフラ関

係、飲食業、宿泊業、理美容業、小売業、はり・き

ゅう・あんま・マッサージ業など、その他接客業を

優先するというふうに発表されておりました。 

 同様に札幌市においても、「65歳未満へのワクチ

ン接種は基礎疾患のある人、保育士、教員など優先

接種対象となる人から段階的に拡大していく」と記

者会見で発表されております。 

 本日の朝のワイドショーでは、河野太郎ワクチン

接種担当大臣が、この65歳以下の接種に関しては自

治体の実情に合わせて考えてほしいというふうにお

っしゃっておりました。 

 そしてこの先ほど説明した長野県や札幌市が示し

たように、職域接種には満たない規模であるが社会

インフラとして重要な職業や多くの市民が集う、ま

た市民との接触が多い職場、組織等では優先的に集

団接種を行うことが望ましいかと個人的には考えま

す。特に網走市内においては、水産加工場、食品工

場、その他の工場、社交飲食業等、生活必需品とし

て欠かせない食料品販売店、スーパーなどのサービ

ス業があるかと思われます。優先して集団接種を行

う等何かお考えがあればお示しいただきたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 職域接種に満たない規模

の接種の優先的なワクチン接種の考え方でございま

すが、現在ワクチンの供給状況を踏まえながら国が

示している接種順位を参考といたしまして、先ほど

も御説明しましたが、医療従事者等、高齢者、高齢

者施設等の入所者や従事者、児童施設従事者への接

種を進めております。 

 また、７月末をもちまして希望する高齢者の接種

終了が見込まれますので、現在障がい関連、基礎疾

患を有する方、60歳から64歳の方の接種を行うた

め、準備を進めているとともに、先ほども答弁いた

しましたが、職域また職場単位での接種につきまし

て現在商工会議所と調整しております。 

 また、ちょっと現状を申し上げますと、ワクチン

の供給状況なのですが、現時点において、高齢者の

２回分の接種しか私ども供給をまだ受けておりませ

ん。その中で、国が示している優先順位に基づきま

して、ワクチンを100％の接種率というのはないも

のですから、そこの残ったワクチンを上手にやりく

りしながら優先接種を進めているところでありま

す。 

 また、議員お示しのエッセンシャルワーカーとい

いますか、生活に必要な方々の接種といった部分で

も部内でも検討をしているのですが、なかなかその

ワクチンの安定的な供給につながっていないという

ようなところでまだそこに、その部分をちょっと考

えられない状況であります。 

 市といたしましては、当初高齢者は８月中旬、そ

して一般につきましては11月までかかるのではない

かということで想定しておりましたけれども、今積

極的にワクチンの確保に向けて動いております。高

齢者は７月末、また一般につきましても９月末をめ

どに終わらせたいというようなことで進めておりま

すので、御理解をいただければというふうに思いま

す。 

○井戸達也議長 石垣議員。 

○石垣直樹議員 ありがとうございます。 

 網走市のワクチン接種は順調に進んでおります

が、これからもう一山大きな場面を迎えるかと思い

ます。ぜひとも地域の実情に合った効率的なワクチ

ン接種となるように努めていただければと思いま

す。 

 終わります。 

○井戸達也議長 小田部照議員。 

 小田部議員。 

○小田部照議員 －登壇－ それでは、通告に従

い、順次質問に入ります。 

 長引くコロナ禍の中、ワクチン接種などで明るい

兆しも見えてきましたが、一方では感染再拡大で緊

急事態宣言が再発令から蔓延防止等重点措置への移

行、次々と見つかる変異株など、いまだコロナ禍の

出口は見えてきていないというのが現状でありま

す。 

 そのような中、医療従事者をはじめワクチン接種

に御尽力していただいている皆様の献身的な働き

に、また市民の皆様の感染拡大防止の御協力に心か

ら敬意と感謝を申し上げたいと思います。 

 それでは、コロナ禍の子供たちについて伺いま

す。 

 昨年、北海道が全国に先駆けて行った一斉休校に

伴い、子供の面倒を見るために仕事を休まざるを得

ない、または退職せざるを得ない保護者がいたとい

うケースが他市町村でも見受けられたようですが、
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当市の現状はどのようになっているのか伺いたいと

思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 臨時休校に伴う親の失業の

関係ですけれども、昨年４月、５月における臨時休

校の期間に教育委員会事務局、学校及び生活サポー

トセンターには保護者が仕事を休むことや退職する

ことなどで就業についての相談はない状況です。 

 また、今年度に入り、小学校１校で新型コロナウ

イルス感染症が発生し、臨時休校になりましたけれ

ども、保護者の就業に関する相談はなかった状況と

なっております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 当市ではそのような現状はなかっ

たというような、御相談等もなかったということで

理解いたしますが、それでは、臨時休校になった

際、子供の預け先がない親が仕事に行くために網走

市としてはどのような支援、対応をしてこられたの

か伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 昨年４月、５月には緊急事

態宣言に伴う臨時休校があり、市はこの期間保護者

の就業が必要な家庭に対しては児童館を開け、子供

の受入れを行ってきたところです。 

 また、学校では臨時休校期間中にも児童生徒を分

散して登校させ、給食を提供したり、保護者の就業

に関わり一人で留守番のできない特別支援学級の児

童については学校での居場所を確保した状況となっ

ております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 幼稚園や保育園も同様の対応だっ

たと想定しますが、網走に至ってはそういった柔軟

な対応をして子供の預け先には困らなかったという

状況だったということで、この点に関しては一定の

評価をしたいところであります。 

 その一方で、厚生労働省では、新型コロナウイル

ス感染症に関わる小学校等臨時休校などにより仕事

を休まざるを得なくなった保護者の皆さんを支援す

るために、新型コロナウイルス感染症による小学校

休業等対応助成金、また支援金制度というものがあ

ります。この制度は、子供の世話をするために休ま

なくてはいけない従業員に特別休暇を与えた企業や

事業所に対して１日１人当たり１万5,000円が支払

われるというものですが、制度を申請するのは事業

所であり、当市でも実際この制度を利用したいと勤

務先に相談した保護者がおられたそうです。そうし

た相談をしたところ、休まずに働いている保護者と

の不公平感がどうしても出てしまうという理由から

事業所としての申請はしていただけなかったという

ことでした。その後、このような事例も多数北海道

でも見受けられたようで、この制度そのものが個人

でも申請できるように変わってきたようですが、こ

のような実態を当市はどのように把握しているのか

伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 小学校休業等対応助成金

の関係でございますが、この部分につきましてはお

話のとおり、小学校等の臨時休業等に伴い子供の世

話を行うため仕事を休まざるを得ない保護者につい

て、有給の休暇を取得させた事業者に対し、休暇中

に支払った賃金相当額を支給する制度となっており

まして、この助成金の申請、問合せにつきまして

は、事業者が厚生労働省専用の受付センターへ直接

行う仕組みになっております。このため市におきま

しては、この制度の利用実態を把握できない状況で

ございます。また、これまで小学校休業等対応助成

金制度につきまして、市へのお問合せや相談もない

状況でございます。 

 また、個人申請の部分についてのお尋ねもござい

ましたが、議員お話のとおり、本制度につきまして

は個人申請ができることとなってございます。個人

申請につきましては、労働者が労働局に助成金の相

談を行い、労働局から本助成金の活用の働きに事業

主が応じない場合となりますので、申請に至るまで

には一定のプロセスを踏まなければならないという

ふうに考えてございます。 

 また、この本申請につきましても、個人が専用の

窓口へ直接行うことになりますので、先ほど同様、

市では申請件数等の実態は把握できておりません。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 実情は個人がそれぞれ直接申請を

するという形で、市に相談がないので実態の把握と

いうのはなかなか難しいことだということですが、

国の制度とか道の制度とはいえ、やはり困っている

のは網走市民でありますので、せっかくこのような

子育て世代を応援するような制度が今、散見、幾つ

もあると思いますが、こういった制度がそのものを

知らない方も子育て世代でたくさんおられると思い

ます。また、知っていてもなかなか、先ほどのケー

スのように利用できないですとか、いろいろなケー
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スがありますが、こういった部分も踏まえてしっか

りと実態の把握にも努めるとともに、周知の徹底に

も努めていっていただきたいと思いますが、市の所

見を伺います。 

○井戸達也議長 観光商工部長。 

○伊倉直樹観光商工部長 議員お示しのとおり、コ

ロナ関連の支援制度につきましては、多岐にわたっ

ているとともに内容の改正や見直しが早期に行われ

るケースもありまして、市民の皆さんにとりまして

は容易に理解しにくい部分があるというふうに認識

してございます。 

 今後、関係機関などと情報共有を図りながら、ど

のような方法で実態の把握に努めればよいか研究を

いたしまして、必要とされる制度の周知につきまし

て今後努力してまいりたいというふうに考えてござ

います。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 そのように進めていっていただき

たいと思います。 

 次に、ＧＩＧＡスクール構想についてですが、昨

日の川原田議員のほうから様々な課題について質疑

ありましたが、私のほうからも何点か確認させてい

ただきたいと思います。 

 １人１ 台端末を導入したと聞いております。端

末は届いたものの活用する環境の整備が整っていな

いというのが実態かと思われます。 

 当市では各家庭でのインターネット環境の調査な

どを行い、準備段階だと聞いておりましたが、その

調査の結果、過程はどのようになっているのか伺い

ます。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 各家庭でのインターネット

環境調査の関係でございますけれども、先日実施し

ました各家庭でのインターネット環境調査は臨時休

業等の緊急時に備え、各家庭でのインターネット接

続環境を調査し、自宅で１人１台端末が利用可能か

どうかを調査したものでございます。 

 現在、集計の途中ではございますけれども、おお

よそ８割の世帯が１人１台端末を自宅に持ち帰り、

自宅のインターネット回線を利用できるという調査

結果となっております。 

 今後、臨時休業等の緊急時を想定し、端末を自宅

に持ち帰り接続テストを実施することとしていると

ころでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 約８割の家庭でネット環境がある

ということで理解いたしました。 

 一方で２割のインターネット環境の整備のない家

庭にはどのような対応をしていくのかお伺いいたし

ます。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 インターネット環境のない

家庭についてですけれども、臨時休業等の緊急時に

１人１台端末を自宅に持ち帰り利用する場合に、自

宅のインターネット回線を利用できない家庭には、

昨年度整備しましたモバイルルーターを貸与するこ

とにより接続テストを実施していきたいというふう

に考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 確認ですが、モバイルルーターは

残り２割の世帯分はもう準備されているということ

でよろしかったでしょうか。 

 あわせて、これは無料での貸与ということでよろ

しかったでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 モバイルルーターの用意し

た台数は昨年度180台購入しております。これは全

体数の２割には満たしてはいない数なのですけれど

も、全校一斉に休校とか臨時休校になることはない

というふうに想定しておりますので、一番大きな学

校の３割５分、昨年度の段階での調査率が65％程度

の普及率というふうに調べたものですから、一番大

きな学校の約35％で180台用意しているという形に

なっております。 

 なお、このモバイルルーターにつきましては無料

で、緊急時の場合については無料で貸し出すことと

しております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 現在は180台整備しているという

ことで、全体の２割には届かない数だと答弁いただ

きました。しかし、全校一斉の臨時休校は想定して

いないと答弁ありましたが、これ十分想定できるこ

とだと私はこのコロナ禍ですので、今後そういう状

況もあり得るのだと思いますが、仮にあと残り、２

割だとして180台今ありますが、全体の２割ではあ

と何台足りないのでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 おおよそ残り220台ぐらい

が必要になるかというふうに思います。 

○井戸達也議長 小田部議員。 
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○小田部照議員 残り今220台ということで、400台

ですか、400台になるまで備品の購入、モバイルル

ーターを購入する計画はあるという認識でよろしか

ったでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 現在のところ、今調査した

段階ですけれども、今のところ購入する予算等は持

っていないということになっております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 そうすると、全校一斉に臨時休校

となった場合は、全子供たちがそういう状況に、同

じ義務教育の子供たちが同じリモート学習の環境で

授業が受けられないというような状況です。仮に全

部が休校となった場合ですけれども。今の時点では

そういう状況だということで理解させていただきま

すが、今後は全体の臨時休校ということも十分想定

されますので、残りの台数も確保に向けて取り組ん

でいっていただきたいなと思います。 

 昨日も教員の研修などについても質疑ありました

が、現在の教職員や生徒のリモート学習の準備とい

うのはどの程度進んでいるのか伺います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 リモート学習の準備ですけ

れども、教員や児童生徒のリモート学習につきまし

ては、臨時休校時の緊急時に実施が想定されるもの

ですが、教職員と児童生徒が日常的にＩＣＴを活用

した授業実践をされることがリモート学習に利用可

能になるものと考えているところです。 

 まずは日常の授業での活用とその蓄積が重要だと

いうふうに考えております。そのため、市教委では

昨年度ＩＣＴ活用推進委員会を立ち上げ、市内全小

中学校から委員を選出し、１人１台端末を各学校間

で差が生じることなく、そしてどのように活用して

いくのかなどの検討を進めているところでございま

す。 

 各学校内では推進委員を中心にＩＣＴの操作に慣

れている教員が他の教員に指導や研修を行うなど活

用が広まってきており、授業はもとより朝の健康チ

ェックなどにも幅広く活用されてきている状況とな

っております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 それでは、ＧＩＧＡスクール構想

そのものですが、緊急時に臨時休校となった場合、

いざ自宅にその端末を持ち帰ってリモート学習とい

うのは、一体どの段階ぐらいでできるようなものな

のか。今後のスケジュール感を含めた見通しについ

て伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 今後のスケジュールについ

てですけれども、今年度につきましては主体的、対

話的で深い学びを目指し、まずは授業内でＩＣＴを

活用した授業実践を定着させ、児童生徒の学力増進

につながる活用方法を確実なものにしていきたいと

考えております。 

 また、臨時休校時の緊急時におきましては、子供

たちの学びの保障として端末の持ち帰りによる家庭

での学習に活用できる体制を整えることとしており

ます。 

 そのため、７月から各家庭に端末を持ち帰り、さ

らには回線のないところはモバイルルーターを持ち

込み、実際につながることを確認していくと。それ

を７月中に終えたいというふうに考えておりますの

で、それ以降でしたらば各家庭で使える環境は整う

というふうに考えているところでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 ７月には実際タブレットを持ち帰

ってもらって、ちょっと試験的にではあろうかと思

いますがやってみるということですが、先ほど答弁

あったように、220台が足りないわけで、順次学

校、小学校、中学校、代わる代わるやっていくとい

うような想定でよろしかったでしょうか。 

○井戸達也議長 学校教育部長。 

○田口徹学校教育部長 議員のおっしゃるとおりで

ございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 大まかな見通しは理解いたしまし

た。 

 コロナ禍で臨時休校となってもオンライン授業が

できているところと、またできていないところの教

育の格差が非常に懸念されているところでありま

す。 

 義務教育の子供たちは特に教育の格差が生まれな

いように、一日も早いスピード感を持ったＧＩＧＡ

スクール構想の対応に努めていっていただきたいと

思います。 

 次に、スポーツ少年団活動について伺います。 

 今回の緊急事態宣言下でも一足先に高校や中学校

の部活が再開されておりました。市の公共施設が全

面使用禁止ということで、スポーツ少年団活動は行

われるような状況にはなかったと認識しておりま
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す。これに関しては、感染拡大防止の観点からも適

切な判断であったと私は評価しているところであり

ますが、その一方で緊急事態宣言下でも、全道大会

や全国大会につながるような大会がある団体やチー

ムはその活動を特別に許可し、練習場所を確保して

いる自治体もほかにも多数あったようですが、この

辺に対しての市の認識を伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 緊急事態宣言下での少年団

活動についてですが、市では５月17日からの緊急事

態宣言が発令されたため、感染拡大防止を図る観点

から北海道の緊急事態措置に基づき、公共施設を休

館、閉鎖するとともに学校施設の開放も休止をさせ

ていただきました。 

 緊急事態措置期間中は学校教育活動も厳しく制限

されることとなりましたが、中学校や高校の部活動

も原則休止というような下、上位大会へ出場する生

徒の練習など活動内容も厳選をした上で一部の活動

に限っては公共施設の利用を認めたというような経

過でございました。このとき、学校施設の開放の休

止については継続をさせていただきました。 

 そのような中、緊急事態措置期間が延長されるこ

ととなり、スポーツ少年団では直近の大会まで練習

場所を確保することができず、練習不足で大会に臨

むことによるけがのおそれが懸念されたところでご

ざいまして、６月14日に市の新型コロナウイルス感

染症対策本部会議を開き、その中で中学校の部活動

の取扱いに準じてスポーツ施設の一部の利用を例外

的に認めるというようなことの判断をいたしまし

て、管理体制の整った施設では15日から少年団活動

も利用ができることとなったわけでございます。 

 今後、緊急事態宣言等によりまして、公共施設の

閉鎖となった際には、今後と同様に国や北海道が示

す緊急事態措置に取り組むことが原則とはなります

が、児童の運動の重要性とけがの防止への教育的配

慮が必要と思っておりますので、活動をする地域の

感染状況を考慮した上で各少年団からも直近の上位

大会の日程など事情を聞き取った上で、必要に応じ

て活動場所の確保などの判断をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 つまり今後緊急事態宣言と同様の

事態となった場合であっても、各種スポーツ少年団

としっかりと連携、協議をしながら、全道・全国大

会だとかのスケジュールなども確認し合いながら練

習場所の確保や許可、またはその旨の協力をしてい

くというお考えでよろしかったでしょうか。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 議員が今おっしゃられたと

おり、子供たちの学習活動を止めないために地域の

感染状況を踏まえながら、そういうところの判断を

してまいりたいというふうに考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 理解いたしました。 

 ちょっと一つの例を挙げますと、隣町の美幌町で

はまた特別な扱いなのですが、６月１日より子供の

健全な心身の育成と成長過程における運動の重要性

に鑑み、学びを止めないという教育的配慮が必要だ

との判断から、感染対策を十分講じた上で事前に教

育委員会が認めた中高生及び少年団活動での利用を

可能とするとして、子供たちのスポーツや文化活動

を続けておりました。 

 このことをやはり網走の子育て世代の親も知るこ

ととなって、どうして網走も同様の対応ができない

のかという声も頂いたり、これ私も子育て世代です

けれども、そういう市民感覚にあるというのも当然

のことだと思います。 

 また、「中学校や高校では部活動をやっているの

に同じ義務教育の小学生はなぜ一緒に運動させてく

れないのだ」ですとか、少年団活動ができないがあ

まりに新しくできた公園にすごく人が、子供たちが

殺到しているのだよというようなお話も頂いたり、

かえってスポーツ少年団活動を再開させて、感染対

策をしっかり講じながら分散させたほうが対策にな

るのではないかと、そんなお話もたくさん私のとこ

ろには届いておりましたので、そういった観点もし

っかりと対応しながら、これに対しては先ほど答弁

あったように柔軟に市民の意見も聞きながら、柔軟

に対応していただいた部分もありまして、そこの部

分については評価するところではありますが、今後

も子供たちがコロナ禍であっても夢や目標を失うこ

となく、活動を続けていけるような柔軟な体制の構

築に努めていっていただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 コロナ対策の外部講師について伺います。 

 昨年のスポーツイベント、合宿の教訓の一つとし

て、外部講師のコロナ事前チェックが挙げられると

思います。 

 実際、昨年夏から今年の５月16日に発令されたコ

ロナ緊急事態宣言下まで、外部講師を招いた市主催
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の講座や講演、講習会などは開催されているとは思

いますが、昨年のスポーツイベント以降、市外から

講師を招いた市主催のイベントなどはどのようなも

のがあったのか。何回ぐらい開催されたのかお示し

いただきたいと思います。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 健康推進課で調査をさせ

ていただいたので、私のほうから御説明をさせてい

ただきます。 

 調査対象が昨年11月から本年３月までといったと

ころでございますので、御理解をください。 

 昨年11月から本年３月までの外部講師を招いて実

施した研修会、講座、事業などにつきましては、19

回となっています。 

 内容でございますけれども、健康福祉部で２回、

社会福祉部で13回、学校教育部で４回といったこと

で、内容でございますけれども、健康福祉部では難

聴児等支援事業関係職員研修会、新型コロナウイル

ス感染症研修意見交換会、社会教育部では親子クラ

シック、市民大学、寿大学、図書館によるブックト

ーク、それと美術館による画家によるギャラリート

ーク、あと学校教育部ではＩＣＴ活用研修会などが

開かれた調査結果となってございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 およそ11月から３月まで19回とい

うことで、私の想像よりは結構開催されていたのだ

なというのが率直な感想ではありますが、市のホー

ムページによりますと、緊急事態宣言が発令される

前日の５月15日に社会教育課主催の講座、あばしり

学講座、初心者向けデジカメ教室が開催されたよう

です。講師は札幌市の会社に所属するカメラマンと

なっておりますが、デジカメ教室を開催された際、

この講師の事前のコロナチェックをしたのかどうか

お聞かせいただきたいと思います。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 外部講師に係る社会教育課

主催講座の関係でございますけれども、社会教育講

座の講師依頼の際には、事前の健康管理をお願いを

しているところなのですが、万一そこで風邪の症状

や発熱等、体調がよくない場合は事業の延期や中止

の対応をすることとなるということでございます。 

 ５月15日に開催した講座につきましては、野外で

自由に風景を撮影するというような講座内容でござ

いました。講師は札幌のカメラマンということでご

ざいましたが、一応市内に移住をされている方とい

うことでございまして、こちらについても先ほどお

話しした健康確認を行った上で、問題なく事業を実

施をさせていただいたというようなところでござい

ます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 つまり事前のコロナチェックはし

ていないということだと思うのですが、今御答弁で

網走市在住だというようなお話がありましたが、こ

れについてはこの講師の方は道内各地を仕事で訪れ

る方だと私は聞いております。各自治体の役所にも

出入りし、会社は札幌市にあるということですの

で、仕事のフィールドがとても広い方だとお聞きし

ております。 

 網走市在住だからという視点だけでコロナの事前

チェックをしないというのは、私はいかがなものか

と思いますが、その辺は所見を伺いたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 社会教育課の講演会含めた

講座につきましては、様々な内容がございまして、

心配の危惧をしていくと議員のおっしゃるような意

見もあるということも最もだと思いますが、そうい

うようなところの中で、感染対策については、例え

ば屋外であったり、距離を取るだとか、手指消毒、

いろいろな感染防止対策の中で実施をしている上で

の講師との事前の健康チェックということで執り行

っているところでございましたので、この講座につ

いてはそのような中で、屋外ということもあります

し、総合的に判断してそういったことには至らなか

ったということでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 事前の健康チェックは同様に今の

時代みんなしているものだと思いますが、これだと

昨年のトップリーグ機構のｓｏｍｐｏのボールゲー

ムフェスタのときと同様なのですよね。同じような

趣旨でそういう感染対策にもマニュアルもありまし

たし、対応としてはあんまり変わっていないのだな

というような僕の率直な感想なのですが、やはり市

民の命を守るためにはこれまでの教訓をしっかりと

生かしていくことが私は必要だと考えております。 

 特に網走市では４月に初めてのクラスターが発生

し、小学生と高校生、また大学生にまで感染が確認

されました。 

 直接的な因果関係ははっきりしていませんが、コ

ロナ感染を機に亡くなられたとされている網走市民
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もおられるようです。 

 改めてお聞きいたしますが、当市役所は昨年のス

ポーツイベントからどのような教訓を得たのか伺い

ます。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 教育委員会といたしまして

は、昨年のスポーツイベントの実態のことを踏まえ

まして、市民と直接交流するイベント等につきまし

ては、新型コロナウイルスへの感染リスクの低減を

行い、より安心して参加していただけるようという

ような認識の下、外部講師等に講演会前までの、先

ほどの健康チェックとともに今後抗原定性検査等を

していくというようなことも検討をしているところ

でございます。 

 また、市主催の行事、イベント等における感染者

が発生した場合等の情報の公表につきましても、法

律に基づく様々な制限、報道等における非公式な情

報を市が公式に発信できないという場合も想定され

ますが、それでも情報がない、詳細を把握できない

といったことも発信も含めて関係機関と調整を図り

ながら、本人確認に基づいた情報発信には努めてい

きたいというふうに考えているところでございま

す。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 様々な検討をなされている段階だ

ということで理解はいたしますが、もう大分日にち

もｓｏｍｐｏのボールゲームフェスタから半年以上

はたっておりますので、今現在外部講師を招いた

際、イベントなどを行う際に、コロナ感染防止マニ

ュアルのようなもの、またはガイドラインのような

ものは当市として作成されているのか伺いたいと思

います。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 講演会や芸術文化事業な

ど、ホールで開催する事業などについては、国や全

国公立文化施設協会のガイドライン、またスポーツ

におきましては、スポーツ庁の社会体育施設の再開

に向けた感染拡大予防ガイドラインや日本スポーツ

協会、日本障がい者スポーツ協会のスポーツイベン

トの再開に向けた感染拡大予防ガイドラインが示さ

れておりますので、その各ガイドラインを基にした

感染予防策に基づいた対策を実施しているところで

ございます。 

 また、各事業におきましては、企画立案の際にそ

れぞれの具体的な事業の感染拡大防止対策をはじ

め、オンラインでの開催や延期、中止のタイミング

など、多様なケースを想定して、それぞれ実施計画

を練っているところであります。 

 事業内容やそれぞれの講師により状況が変わるこ

とから、外部講師について特化したマニュアルはご

ざいませんが、市外から招く講師や出演者等、講演

時以外のマスク着用、検温、手指消毒、講師と客席

間の距離を空け、人と人との接触を必要最低限取る

などの対策を実施するとともに、現在の北海道をは

じめとした感染状況を踏まえて、事前の講師との協

議の際には健康チェックと併せて講師の同意の下で

抗原定性検査の受検についてもお願いをしていると

いうようなところで検討しているところでございま

す。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 いずれにしても検討している段階

にはまだマニュアルはないという現状なのでしょう

が、市民感情としては以前外部から講師を招いたイ

ベントで外部講師が３名コロナに感染してしまった

と、そういう実態が過去に網走市主催のイベントで

あったということで、今後そういうことのないよう

にと、100％はないのですけれども、コロナ感染チ

ェックを事前に講師に受けていただいていたらこん

なことにはならなかったのではないかというような

場面も十分想定されますので、できる限りの感染対

策はしっかりと行った上で、そういったマニュアル

をしっかりと作成する必要性が私は早急にあるのだ

ろうと。先ほど回数聞いても緊急事態宣言下の中で

も、19回も外部講師を招いたようなイベントがある

ということですので、相当もし市民感情でこのチェ

ックを怠って感染者が出た、市民に感染が広がった

となれば、これまた炎上しますよ。 

 その辺をしっかりと認識して、早急なガイドライ

ン、つくることが求められていると思いますが、も

う一度答弁伺いたいと思います。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 先ほども答弁しましたけれ

ども、なかなか事業内容やそれぞれの講師、また地

域、国内の感染拡大状況など、様々な状況、対応が

想定されますので、マニュアルの策定、それだけで

全てがというようなところはちょっと難しいのかな

と思いますが、こうした講師とは継続的に協議を行

って、オンライン開催や延期、中止のタイミング、

さらには現在の全国的な感染状況を踏まえて、講師

に事前検査をお願いするということを対応していく
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ということと、そちらをイベントの中で共有してい

くということはさせていただきたいというふうに考

えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 今もうコロナ禍の時代で、航空会

社のほうも移動する際は事前にコロナのチェックを

してから移動しましょうとか、もう外部が外へ移動

する場合はもうマナーみたいなものなような時代で

すので、講師の方も拒むような方もおられないと思

いますので、ぜひ事前のチェックもお願いして、マ

ニュアルの作成も含めてお願いしたいと思います。 

 毎年、様々な著名人を講師に招いて開催される網

走市民大学について伺います。 

 主催は網走市民大学となっておりますが、事務局

は社会教育課が担っておるそうです。 

 今年の１回目は７月９日に開催される予定だと聞

いておりますが、外部講師のコロナ事前チェックを

しっかりと実施してくれることをお願いしておきた

いと思います。 

 また、社会教育部スポーツ課が窓口となる陸上大

会、ホクレンディスタンスも７月に開催される予定

であります。市外から来網する選手やコーチなどを

対象としたコロナの事前チェックは今のところどの

ように想定しているのかお伺いいたします。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 ホクレンディスタンスチャ

レンジ網走大会に関してですが、参加者の事前チェ

ックにつきましては日本陸連の感染ガイダンスに基

づきまして、競技会に関わる全ての方への１週間前

からの体調管理、検温の報告義務、終了後２週間の

体調管理、検温の実施をお願いをしているところで

ございまして、引き続き、日本陸連がエントリー中

の現在そういったことも参加選手等にお知らせをし

ているところでございます。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、今回の大会につきましては、選手及び関係者と

市民等の接触機会を低減するため、ほかの関係自治

体とも協議を行った上で、残念ではありますが今年

度は無観客で開催をするということで、今最終協議

を進めております。 

 また、日本陸連の全国で行われている各種競技会

でのガイダンスにはそうした検査を事前にやるとい

うようなマニュアルはありませんが、昨今の感染対

策等も踏まえて、現在事前検査については抗原定性

検査実施に向けて、日本陸連さんやほかの関係自治

体とも協議をしているところでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 ディスタンスの選手については日

本陸連が体調管理についてはしっかりと対応してい

るとは思いますが、日本陸連がコロナのチェックを

するのではなくて、網走市がやはり事前に外部から

来るということでコロナのチェックをするようなス

タイルを、方向で進めていっていただきたいと思い

ますが、ちなみにディスタンスの選手というのは、

選手、指導者合わせてどれぐらいの方が、何名ぐら

いが来網される予定ですか。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 各、道内今回５会場で行わ

れるのですが、それぞれ競技される種目も違う中

で、網走市は380人定員を見越してエントリーの受

付をしておりまして、実際はエントリーされるまで

は、２日ぐらい前までは最終的な人数は把握できて

おりませんが、選手についてはそのような規模とい

うふうに考えております。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 およそ380名の選手が来て、そこ

には指導者、コーチ陣だとかも引率で来るのでしょ

うから、それ以上の方がきっと宿泊も伴うような形

で網走に入ってくるとは思うのですが、前日、前々

泊あたりで来るとは思います。これでもし感染が出

たとなれば、宿泊事業者、網走全体に相当なダメー

ジがありますので、こういった場合もしっかりと事

前のチェックをしていただきたいと思いますが、ち

なみに北海道でも２台しかないという、札幌医大と

この網走の厚生病院にあるという昨年の年末だと思

いますが、ちょっと名前忘れましたけれども、抗原

検査キットを導入したと思います。これは１日で何

名、何百という数を検査できるような話をしていた

と思うのですけれども、ちょっとその辺を確認した

かったのですが。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 厚生病院に導入をいたし

ました抗原定量検査の機器ルミパルスという機械で

すけれども、１回の検査検体数が240であります。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 １回240ということは１日２回や

ればその倍ができるという、１日にどれまで想定で

きるのですかね。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 検査に当たりましては、
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大体１回の検査で２時間ぐらいで結果が出るのかな

というふうに思いますけれども、それを専門にして

いるわけではございませんので、一般業務の中で、

この前のスクリーニングもそうですけれども、夜残

業をかけて検査をしていただいたり、相当医療機関

も御苦労があるというようなことなので、１日に

240掛ける何回というようなちょっと計算にはなら

ないと思うので、その辺はちょっと御理解いただけ

ればというふうに、１回大体２時間ぐらいの検査で

240検体ということでございます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 １日に何回もやるようなものでは

ないというか、状況に応じてでしょうが、網走にこ

れだけの400人近い選手、外部から来ますので、こ

ういうときを想定してせっかくすばらしい機械を導

入したのですから、そういうものをしっかりと活用

して市民の安心・安全を担保するということも私は

必要なのだろうと思いますが、ちなみに平時、日

常、最近ではコロナ感染もちょっと落ち着き始めて

いる状況ですが、こういう日常の平均的な検査件数

というか、どれぐらいなのでしょうかね。 

○井戸達也議長 健康福祉部長。 

○桶屋盛樹健康福祉部長 検査自体は火曜日と水曜

日と木曜日に検査を、月曜日、火曜日、水曜日に受

付を受けて検査自体はその翌日に検体を出していた

だくので、火、水、木で検査をしているというよう

な現状でありまして、平均すると30件ぐらいなのか

なというふうに、今ちょっと確認したところそうい

う数字になると思います。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 ふだんはその程度だということで

認識いたしましたが、こういうディスタンスのよう

な大勢の方が外部から来られるような場合はぜひ連

携を取って、医療従事者に負担のないように１日で

やらなくても２日間に分けるですとか、ディスタン

スの選手とそっちの日本陸連ともよく協議をしなが

らしっかりと進めていっていただきたいと思います

が、その辺はいかがでしょうか。 

○井戸達也議長 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 ホクレンディスタンスによ

る検査体制の検討につきましては、こちらで今検討

している中身は健康チェックの部分の延長というこ

とで、自ら自己診断のできる、そういった簡易な抗

原定性検査というようなイメージでやっております

ので、先ほど議員のほうからアドバイス頂いたよう

なことも大会までに知見者からのアドバイス、内部

の健康福祉部との意見交換などをしてうまくセッテ

ィングできるかどうかも考えていきたいと思いま

す。 

○井戸達也議長 暫時休憩いたします。 

午後２時10分休憩 

午後２時12分再開 

○井戸達也議長 再開いたします。 

 小田部議員の質問に対する答弁から。 

 社会教育部長。 

○吉村学社会教育部長 ホクレンディスタンスでの

検査体制ということで、先ほど私のお話ししたとこ

ろで検討したという部分について訂正をさせていた

だいて、ホクレンディスタンスについては市の用い

る抗原定性検査によるもので実施をしたいというこ

とで日本陸連ともお話をさせていただきたいと思い

ます。 

○井戸達也議長 小田部議員。 

○小田部照議員 しっかりとディスタンスに関して

もコロナの事前チェックを行うというような答弁を

頂きました。 

 これからは、このコロナ禍にどのように適応して

いくかが知恵と工夫が求められている時代だと思い

ます。市は市民の健康と命、生活を守るために市民

の皆様の理解と協力を得て、そして何よりも信頼を

得ながら、市民と行政一丸となってこのコロナ禍を

乗り越えていくことが一番重要なことなのだという

ことを私のほうから申し添えさせていただきまし

て、私の質問を終わります。 

○井戸達也議長 これで、一般質問を終わります。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

 再開は、明日午前10時としますから、参集願いま

す。 

 本日はこれで散会とします。 

大変御苦労さまでした。 

午後２時13分散会 

────────────────────── 
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        署名議員    近 藤 憲 治 
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○議事日程第５号 

令和３年６月24日午前10時00分開議 

日程第１ 委員会審査報告案６件 

     （議案第１号～第６号） 

日程第２ 意見書案第１号～第４号及び 

委員会審査報告案４件 

（請願第26号～第28号、陳情第24号） 

日程第３ 議案第８号 

○議事日程第５号の追加及び変更 

日程第４ 委員会審査報告案１件 

     （議案第８号） 

日程第５ 議案第９号 

日程第６ 議案第10号～第11号 

日程第７ 意見書案第５号 

日程第８ その他会議に付すべき事件（２件） 

─────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和３年度網走市一般会計補正予算

（原案可決） 

議案第２号 報酬職員給与条例の一部を改正する

条例制定について（同） 

議案第３号 網走市手数料条例の一部を改正する

条例制定について（同） 

議案第４号 網走市税条例の一部を改正する条例

制定について（同） 

議案第５号 鉄南本通線落石防止対策工事（繰越）

請負契約の締結について（同） 

議案第６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更について（同） 

議案第８号 令和３年度網走市一般会計補正予算

（同） 

議案第９号 網走市固定資産評価審査委員会委員

の選任について（同意決定） 

議案第10号 網走市議会基本条例の一部を改正す

る条例制定について（原案可決） 

議案第11号 網走市議会会議規則の一部を改正す

る規則制定について（同） 

意見書案第１号 2022年度地方財政の充実・強化

を求める意見書提出について（原

案可決） 

意見書案第２号 2021年度北海道最低賃金改正等

に関する意見書提出について（同） 

意見書案第３号 林業・木材産業の成長産業化に

向けた施策の充実・強化を求める意

見書提出について（同） 

意見書案第４号 義務教育費国庫負担制度堅持と

充実、「30人以下学級」の実現など

教育予算確保・拡充と就学保障の実

現に向けた意見書提出について（同） 

意見書案第５号 新型コロナウイルス感染症対策

の追加支援を求める意見書提出につ

いて（同） 

請願第26号 2022年度地方財政の充実・強化を求

める意見書提出についての請願（採

択に決定） 

請願第27号 2021年度北海道最低賃金改正等に関

する意見書提出についての請願

（同） 

請願第28号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担

率２分の１への復元、「30人以下学

級」の実現など教育予算確保・拡充

と就学保障の実現に向けた意見書提

出についての請願（同） 

陳情第24号 林業・木材産業の成長産業化に向け

た施策の充実・強化を求める意見書

提出についての陳情（同） 

その他会議 各常任委員会及び議会運営委員会所 

に付した  管事務の閉会中継続審査について 

事件(５)  (承認) 

その他会議 付託事件の閉会中継続審査について 

に付した  (同) 

事件(６) 

─────────────────────── 

○出席議員（１６名） 

石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

川原田 英 世 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

近 藤 憲 治 

令和３年第２回定例会 

網 走 市 議 会 会 議 録 第 ５ 日 

令和３年６月 24日（木曜日） 
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澤 谷 淳 子 

立 崎 聡 一 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

 市     長    水 谷 洋 一 

 副 市 長    後 藤 利 博 

 企画総務部長    秋 葉 孝 博 

 市民環境部長    武 田 浩 一 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

 農林水産部長    川 合 正 人 

 観光商工部長    伊 倉 直 樹 

 建設港湾部長    吉 田 憲 弘 

 水 道 部 長    柏 木   弦 

 庁舎整備推進室長    立 花   学 

 企画調整課長    佐々木   司 

 総務防災課長    田 邊 雄 三 

 財 政 課 長    古 田 孝 仁 

…………………………………………………………… 

 教  育  長    岩 永 雅 浩 

 学校教育部長    田 口   徹 

 社会教育部長    吉 村   学 

─────────────────────── 

○事務局職員 

事 務 局 長    林   幸 一 

次     長    石 井 公 晶 

総務議事係長    法師人 絵 理 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

      係    早 渕 由 樹 

─────────────────────── 

午前10時00分開議 

○井戸達也議長 おはようございます。 

 本日の出席議員は16名で、全議員が出席しており

ます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 本日の会議録署名議員として、澤

谷淳子議員、栗田政男議員の両議員を指名します。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 ここで、諸般の報告の追加につい

て報告します。 

 既に、印刷してお手元に配付のとおり、本定例会

の付議事件として、議案４件、意見書案５件、委員

会審査報告案10件、その他会議に付すべき事件２件

の合計21件を追加しておりますので、承知願いま

す。 

 本日の議事日程は、既に印刷して配付の第５号の

とおりであります。 

 日程に従い、直ちに議事に入ります。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 日程第１、委員会審査報告案６

件、議案第１号から議案第６号までを一括して議題

とします。 

 本件は、去る６月17日の本会議において、関係常

任委員会に付託した案件でありますので、その審査

結果について、順次、委員長の報告を求めます。 

 初めに、総務経済委員会、小田部照委員長。 

○小田部照議員 －登壇－ 本定例会において、総

務経済委員会に付託されました議案につきまして、

その審査経過と結果について御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案は、議案第１号令

和３年度網走市一般会計補正予算中、当委員会所管

分、議案第２号報酬職員給与条例の一部を改正する

条例制定について、議案第４号網走市税条例の一部

を改正する条例制定について、議案第５号鉄南本通

線落石防止対策工事（繰越）請負契約の締結につい

て、議案第６号辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の変更についての合わせて５件であります。 

 本件につきましては、去る６月17日開催の本会議

におきまして当委員会に付託され、同日開催の当委

員会において慎重に審査を行ったところでありま

す。 

 審査の結果といたしましては、議案第１号及び第

２号、議案第４号から議案第６号までの合わせて５

件につきましては、いずれも委員全員の一致により

原案可決すべきものと決定したところであります。 

 以上が、総務経済委員会での審査経過と結果であ

ります。 

 議員の皆様におかれましては、当委員会の決定に

御賛同賜りますようお願い申し上げまして、委員会

の審査結果の報告といたします。 

○井戸達也議長 次に、文教民生委員会、松浦敏司

委員長。 
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○松浦敏司議員 －登壇－ 本定例会において、文

教民生委員会に付託されました議案につきまして、

その審査経過と結果について御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案は、議案第１号令

和３年度網走市一般会計補正予算中、当委員会所管

分、議案第３号網走市手数料条例の一部を改正する

条例制定についての合わせて２件であります。 

 本件につきましては、去る６月17日開催の本会議

におきまして当委員会に付託され、翌18日開催の当

委員会において慎重に審査を行ったところでありま

す。 

 審査の結果といたしましては、議案第１号及び第

３号の合わせて２件につきましては、いずれも委員

全員の一致により、原案可決すべきものと決定した

ところであります。 

 以上が、文教民生委員会での審査経過と結果であ

ります。 

 議員の皆様におかれましては、当委員会の決定に

御賛同賜りますようお願い申し上げて、委員会の審

査結果の報告といたします。 

○井戸達也議長 以上で、各常任委員会委員長の委

員会審査報告を終わります。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 各委員長の報告に対し、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論に入りますが、通告がありませんので、採決

を行います。 

 上程中の議案第１号から議案第６号までの６件を

一括して採決します。 

 お諮りします。 

 議案第１号から議案第６号までの６件につきまし

ては、各委員長の報告のとおり、可決することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第６号までの６件

は、各委員長の報告のとおり可決されました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第２、意見書案第１号

から意見書案第４号まで及び委員会審査報告案４件

を議題とします。 

 初めに、意見書案第１号2022年度地方財政の充

実・強化を求める意見書提出について、意見書案第

２号2021年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

提出について、意見書案第３号林業・木材産業の成

長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

提出についてを議題とします。 

 なお、意見書案第１号には請願第26号が、意見書

案第２号には請願第27号が、意見書案第３号には陳

情第24号がそれぞれ関連しておりますので、併せて

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務経済委員会、小田部照委員長。 

○小田部照議員 －登壇－ ただいま御上程いただ

きました請願第26号2022年度地方財政の充実・強化

を求める意見書提出についての請願、請願第27号

2021年度北海道最低賃金改正等に関する意見書提出

についての請願、陳情第24号林業・木材産業の成長

産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書提

出についての陳情の委員会審査の報告と、意見書案

第１号から意見書案第３号までの提案理由を申し上

げます。 

 まず、請願第26号、請願第27号及び陳情第24号

は、６月17日開催の当委員会におきまして慎重に審

査した結果、委員全員の一致により、いずれも採択

すべきものと決定をいたしました。 

 次に、意見書案第１号から意見書案第３号までに

ついてでありますが、ただいま報告したとおり、意

見書を国会及び関係行政庁に提出しようとするもの

であります。 

 それぞれの文案及び提出先につきましては、既に

皆様のお手元に配付のとおりであります。 

 どうか議員の皆様の御賛同を賜りますようお願い

申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○井戸達也議長 以上で、総務経済委員会委員長の

委員会審査報告を終わります。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、お諮りします。 

上程中の意見書案第１号から意見書案第３号まで

の３件は、原案のとおり可決することとし、請願第

26号、請願第27号及び陳情第24号の３件は採択と決

定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 
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 よって、意見書案第１号から意見書案第３号まで

の３件は原案可決、請願第26号、請願第27号及び陳

情第24号の３件は採択と決定されました。 

 次に、意見書案第４号義務教育費国庫負担制度堅

持と充実、「30人以下学級」の実現など教育予算確

保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書提出につ

いてを議題とします。 

 なお、意見書案第４号には請願第28号が関連して

おりますので、併せて議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 文教民生委員会、松浦敏司委員長。 

○松浦敏司議員 －登壇－ ただいま御上程いただ

きました請願第28号義務教育費国庫負担制度堅持・

負担率２分の１への復元、「30人以下学級」の実現

など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた

意見書提出についての請願の委員会審査の報告と、

意見書案第４号の提案理由を申し上げます。 

 請願第28号については、６月18日開催の当委員会

におきまして慎重に審査した結果、委員全員の一致

により、採択すべきものと決定いたしました。 

 次に、意見書案第４号についてでありますが、た

だいま報告したとおり、意見書を国会及び関係行政

庁に提出しようとするものであります。 

 文案及び提出先につきましては、既に皆様のお手

元に配付のとおりであります。 

 どうか議員皆様の御賛同を賜りますようお願いを

申し上げて、提案理由の説明といたします。 

○井戸達也議長 以上で、文教民生委員会委員長の

提案理由の説明を終わります。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、お諮りします。 

上程中の意見書案第４号は、原案のとおり可決す

ることとし、請願第28号は採択と決定することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第４号は原案可決、請願第28号

は採択と決定されました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第３、議案第８号令和

３年度網走市一般会計補正予算についてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 －登壇－ ただいま御上

程いただきました議案第８号の令和３年度網走市一

般会計補正予算につきまして御説明申し上げます。 

 議案資料１ページ、資料７号を御覧願います。 

 １、歳入歳出予算の補正でございますが、4,597

万5,000円を追加しようとするものでございます。 

 款項の区分及び金額につきましては、議案の第１

表に記載のとおりでございます。 

 次に、補正予算の内容でございますが、別冊でお

配りしております事項別明細書、５ページを御覧願

います。 

 なお、歳出補正額の財源内訳欄には特定財源の内

訳を記載しておりますので、説明は歳出のみとさせ

ていただくことで御了承いただきたいと存じます。 

 初めに、民生費の社会福祉総務費では、生活困窮

者への自立支援金の支給に係る経費として752万

4,000円の追加でございます。 

 衛生費の健康管理費では、新型コロナウイルスワ

ン接種に係る経費として3,845万1,000円の追加でご

ざいます。 

 以上が、令和３年度網走市一般会計補正予算の内

容でございますが、今回の補正に係る財源は全て国

庫補助金となっております。 

 以上が議案第８号につきまして、提案理由の御説

明を申し上げましたが、よろしく御審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○井戸達也議長 以上で、提案理由の説明を終わり

ます。 

 それでは、ただいま上程されました議案第８号に

つきましては、議会運営委員会の決定に基づき、直

ちに議事を進めることとし、大綱質疑を行います。 

 大綱質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 大綱質疑なしと認めます。 

 それでは、ただいま上程されました議案第８号に

つきましては、お手元に配付しております議案付託

区分表（２）のとおり、所管の文教民生委員会に付

託の上、会期中に審査することにしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように決定されました。 



- 97 -  

 ここで、文教民生委員会等を開催する必要があり

ますので、休憩といたします。 

再開は、追って予鈴をもってお知らせしますから

承知願います。 

午前10時16分休憩 

午前10時55分再開 

○井戸達也議長 休憩前に引き続き、再開します。 

ここで、諸般の報告の追加について報告します。 

既に印刷してお手元に配付のとおり、本定例会の

付議事件として委員会審査報告案１件を追加してお

りますので、承知願います。 

次に、議事日程第５号の追加及び変更についてお

諮りします。 

既に印刷して配付のとおり、委員会審査報告案１

件が提出されておりますので、お手元に配付の議事

日程第５号の追加及び変更のとおり決定したいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議がありませんので、お手元に配付の議事日程

第５号の追加及び変更のとおり決定しました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第４、委員会審査報告

案１件、議案第８号を議題とします。 

 本件は、休憩前の本会議において文教民生委員会

に付託した案件でありますので、その審査結果につ

いて委員長の報告を求めます。 

 文教民生委員会、松浦敏司委員長。 

○松浦敏司議員 －登壇－ 先ほど本会議において

文教民生委員会に付託されました議案について、そ

の審査経過と結果について御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案は、議案第８号令

和３年度網走市一般会計補正予算であります。 

 本件につきましては、先ほどの本会議におきまし

て当委員会に付託され、本会議休憩中に当委員会に

おいて詳細にわたり審査を行ったところでありま

す。 

 審査の結果といたしましては、議案第８号につき

ましては、委員全員の一致により原案可決すべきも

のと決定したところであります。 

 以上が、文教民生委員会での審査経過と結果であ

ります。 

 議員の皆様におかれましては、当委員会の決定に

御賛同賜りますようお願い申し上げまして、委員会

の審査結果の報告といたします。 

○井戸達也議長 以上で、委員長の委員会審査報告

を終わります。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、採決を行います。 

 お諮りします。 

 上程中の議案第８号につきましては、委員長の報

告のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号は委員長の報告のとおり可決

されました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第５、議案第９号網走

市固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○水谷洋一市長 －登壇－ 議案第９号網走市固定

資産評価審査委員会委員の選任についてでございま

すが、本市固定資産評価審査委員会委員の髙橋義昭

氏は、令和３年６月30日で辞任することから、その

後任者として原正春氏を選任いたしたく、地方税法

第423条第３項の規定により、当市議会の御同意を

お願いするものであります。 

 よろしくお願いをいたします。 

○井戸達也議長 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、採決いたします。 

 それでは、お諮りします。 

 本件は、原案に同意することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、上程中の議案第９号は原案に同意するこ

とに決定しました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第６、議案第10号網走

市議会基本条例の一部を改正する条例制定につい
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て、及び議案第11号網走市議会会議規則の一部を改

正する規則制定についての２件を一括して議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会、立﨑聡一委員長。 

○立崎聡一議員 －登壇－ 議案第10号及び議案第

11号につきまして、一括して提案理由の説明をいた

します。 

 初めに、議案第10号網走市議会基本条例の一部を

改正する条例制定についてを説明いたします。 

 資料８号を併せて御覧ください。 

 改正の趣旨でありますが、災害等の発生時におい

ても情報通信技術を活用し、議会活動の継続を図る

とともに国が進めるデジタル化への対応についても

当市の議会運営等に積極的に活用していくため、当

該条例の所要の改正を行うものであります。 

 改正の内容でございますが、会議規則の本則に情

報通信技術の活用を図る旨の条文を追加するもので

あります。 

 また、当該条例の目的につきましても所要の改正

を行うものであります。 

 なお、この条例は公布の日から施行しようとする

ものであります。 

 次に、議案第11号網走市議会会議規則の一部を改

正する規則制定について説明いたします。 

 資料９号を併せて御覧ください。 

 改正の趣旨でありますが、多様な人材の議会参画

を促進するための環境整備を図る点から、本会議等

への欠席事由として介護や育児等の事項の明文化や

出産の期間にも配慮した規定の整備を行い、併せて

押印廃止の政府の政策動向を踏まえ、議会に対する

請願に係る署名押印の見直し規定の整備を行うた

め、全国市議会議長会が定めた標準市議会会議規則

の一部改正に準じて当該規則の所要の改正を行うも

のであります。 

 改正の内容でありますが、新旧対照表のとおり、

条項の修正及び追加を行うものであります。 

 また、当該規則の目的につきましても所要の改正

を行うものであります。 

 なお、この規則は公布の日から施行しようとする

ものであります。 

 以上、よろしく御審議賜りますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明といたします。 

○井戸達也議長 ただいま上程されました議案第10

号及び議案第11号の２件は、議会運営委員会の決定

に基づきまして直ちに議事を進めることにします。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 討論がありませんので、上程中の議案第10号及び

議案第11号の２件を一括して採決します。 

 それでは、お諮りします。 

 上程中の議案第10号及び議案第11号の２件は、原

案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号及び議案第11号の２件は原案

のとおり可決されました。 

 

○井戸達也議長 次に、日程第７、意見書案第５号

新型コロナウイルス感染症対策への追加支援を求め

る意見書提出についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会、山田

庫司郎委員長。 

○山田庫司郎議員 －登壇－ ただいま御上程いた

だきました意見書案第５号新型コロナウイルス感染

症対策への追加支援を求める意見書提出について、

提案理由を申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症によるパンデミックが

世界全体に大きな影響を与える状況が続く中、ここ

日本においても感染拡大は収まることなく新たな変

異株の出現により感染経路不明の市中感染が始まる

など、危機的な状況にあります。 

 こうした状況の中で、二度目となる緊急事態宣言

が北海道全体に発令され、人流を抑制し、飲食店事

業者への時短要請など経済活動にも制限がかかり、

観光事業者や飲食店事業者、そして卸売事業者など

をはじめとして大変厳しい経営状況となっておりま

す。 

 そうした中で、国、道、各自治体により事業者へ

の支援が実施されておりますが、１年以上続くコロ

ナ禍による影響により事業の継続が困難な事業者が

増加しており、本市においても全ての業種において

その影響が確認されております。 

 また、事業者への新型コロナウイルス感染症対策

支援や事業継続に向けた支援を行う自治体の財政に

も影響が生じており、対策を行うための基本的な財
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源としている国からの新型コロナウイルス感染症対

策地方創生臨時交付金はコロナ禍の長期化から不足

してきております。 

 以上のことを踏まえ、政府におかれましては新型

コロナウイルス感染症から国民の命と健康を守り、

国民の暮らしに与える影響を最小限のものとすべ

く、地方自治体によるきめ細やかな支援策の実施と

事業者への事業継続支援のため、当該交付金の追加

交付及び事業者の経営規模に応じた積極的な支援を

行うことを強く要望し、意見書を提出するものであ

ります。 

 文案及び提出先につきましては、既に皆様のお手

元に御配付のとおりであります。 

 どうか議員皆様の御賛同を賜りますようお願い申

し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○井戸達也議長 以上で、提案説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑なしと認めます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、お諮りします。 

 上程中の意見書案第５号は原案のとおり可決する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第５号は原案のとおり可決され

ました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、日程第８、その他会議に付

すべき事件２件を議題とします。 

 初めに、その他会議に付すべき事件（５）とし

て、各常任委員会及び議会運営委員会所管事務の閉

会中継続審査についてでありますが、既に印刷して

お手元に配付のとおり、総務経済委員会、文教民生

委員会及び議会運営委員会の各委員長から所管事務

の閉会中継続審査の申出がありましたので、これを

承認することとしたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように承認することに決定

いたしました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 次に、その他会議に付すべき事件

（６）付託事件の閉会中継続審査についてでありま

すが、既に印刷してお手元に配付のとおり、本会議

で関係常任委員会に付託された案件２件及び既に付

託されている案件31件の合計33件は、それぞれ関係

常任委員長から閉会中継続審査の申出がありました

ので、これを承認することとしたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認め、そのように承認することに決定

いたしました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 ここで、前副議長からの退任の御

挨拶の申出がございますので、お受けいたします。 

 それでは、平賀前副議長、どうぞ。 

○平賀貴幸議員 それでは、一言御挨拶申し上げま

す。 

 ２年前の初議会から皆さんにお力添えを頂いて２

年間副議長を無事務め上げることができました。 

 思えば議長の諮問を受けて議会基本条例の整理に

当たる、あるいは難産でありましたけれども、新庁

舎の建設が議会で可決された後に議会棟等の整理に

ついて仕事をさせていただくなど、種々いろいろな

役割を果たさせていただいたなというふうに思いま

す。 

 微力ではありましたが、皆さんのお支えでこの２

年間無事務めることができたことに改めて感謝とお

礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 今後はまた違う立場でしっかりと二元代表制の議

会に関わりながら皆さんと共に歩み、まちづくりを

前に一歩でも二歩でも進めていきたいというふうに

思っております。 

 課題は散見しておりますがしっかり頑張ってまい

りますので、今後ともどうぞ御指導御鞭撻をよろし

くお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

○井戸達也議長 ただいま御挨拶いただきました平

賀前副議長の今日までの功績に対しまして、私から

も敬意と感謝を申し述べたいと思います。 

 この２年間大変お疲れさまでございました。 

─────────────────────── 

○井戸達也議長 以上で、本定例会の付議事件は全

て終了しました。 

これをもって、閉会としてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、これをもちまして、令和３年網走市議
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会第２回定例会を閉会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

午前11時11分閉会 
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